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３次元計測データに、手実測の平断面図から一部補足して図化した。
３次元計測には、CMAQ（九州文化財計測支援集団）の協力を得た。
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＜序　文＞

　本書は小郡市津古牟田遺跡７次調査の発掘調査報告書です。本遺跡が所在する小郡市北部の丘陵部は、こ

れまでの調査で、弥生時代の集落が展開していたことが明らかになっています。本遺跡は筑紫野市との市境

に位置し、筑紫野市隈・西小田遺跡と小郡市津古牟田遺跡では連続する弥生時代の甕棺墓が検出されていま

す。本調査では、津古牟田遺跡４から連なる甕棺墓地を調査し、ほとんどの甕棺内に弥生人骨が遺存してお

り、歴史学だけではなく、形質人類学の観点からも貴重な調査となりました。

　調査にあたりましては、関係諸機関、周辺住民の皆様、そして現地作業にあたった地元作業員の皆様など

のご理解とご協力をいただきました。記して感謝を申し上げ、序文といたします。

令和３年３月31日

小郡市教育委員会 教育長　秋永　晃生

＜例　言＞

1．本書は、平成30年度に行った小郡市津古に所在する「津古牟田遺跡７」の発掘調査記録である。
2．発掘調査は、株式会社嘉賀工務店から委託を受け、小郡市教育委員会が実施した。
3．調査期間は、平成30年10月９日から平成31年２月６日まで実施した。調査面積は、746.06㎡である。
4．�出土人骨の現地での実測・取り上げ作業及び保存処理・分析は九州大学アジア埋蔵文化財研究センター

に依頼し、第４章の報告文を執筆頂いた。
5．�遺構の実測は担当者のほか、久住愛子、林知恵、宮崎美穂子、佐々木智子、永富加奈子、山川清日、島

根大学学生山田桃子が行った。遺物の実測は担当者のほか、久住、デジタルトレースは、宮崎が行った。
　　�遺物の洗浄・接合は佐々木・永富・山川・牛原真弓が行い、遺物の撮影は（有）システム・レコに委託

した。
6．本書中の方位は座標北を示し、図上の座標は国土座標第Ⅱ系（世界測地系）に拠る。
7．本書で用いた標高は、東京湾平均海水面（T．P．）を基準とした。
8．本書で用いた略号は、甕棺墓：ＳＴ　土坑：ＳＫ　溝：ＳＤ　である。
９．�調査時には以下の方々をはじめ、ご指導を賜った。記して、感謝申し上げる。坂井貴志、田尻義了、石

田智子、片岡宏二、永見秀徳、藤川智絵、神川めぐみ、岸田優子、大庭孝夫、石川健、福永将大、秦憲
二、岩永省三、李亭源、輪内遼、木原尭（敬称略・来跡順）

10．遺物・実測図・写真は、小郡市埋蔵文化財調査センターにて保管・管理している。　
11．本書の執筆は第４章以外の執筆と編集は山崎頼人が行った。
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第１章　調査の経過と組織
１．調査に至る経緯
　本発掘調査は７次調査で、津古牟田遺跡５・６と一連の宅地造成によるものである。津古牟田遺跡５次調
査時に、平成29年３月25日付で照会文書（事前審査番号16172）が提出され、申請地の試掘調査を実施した。
その結果、宅地造成に伴う地形改変が一部に見られたが、地形改変を受けていない広範囲に遺構が存在する
ことが明白であった。これにより、開発前に発掘調査が必要な旨を伝え、その後協議を重ねた。宅地開発は
開発協議の段階であり、着工が未定であること、開発に先立ち、道路敷設が地形改変を受けている範囲での
み先行して実施されること、その後、遺構の存在する宅地内道路の敷設にかかること、これらの意見を調整
後、開発の段階ごとに発掘調査区を設定した。津古牟田遺跡７は宅地内道路部分の調査で平成30年9月25日
付けで委託契約を締結し、現地の発掘調査は平成30年10月９日に開始し、平成31年２月６日に終了した。

２．調査の経過
　調査日誌より抜粋し、調査経過を記す。
　10月９・10日　表土剥ぎを行う。重機のバケットに甕棺が引っかかることもあり、表土を残しつつ進め
る。小児棺に頭蓋骨を確認。15日　人力掘削開始（周辺の草刈りと撹乱除去）。17日　甕棺等遺構掘削開始、
甕棺墓壙の土層を観察する方針で臨む。24日　甕棺墓が調査区外に及ぶため、可能な範囲で西側調査区拡張。
26日　本日は曇りで遺構検出がしやすい。甕棺が出てくるので西南隅調査区拡張。11月１日　調査区自体は
広くなく甕棺墓掘削の手順を考え、作業員を３班に分けて２班ずつの交代勤務とする。５日　小郡市役所契
約係来跡。７日　14号甕棺は割れて土砂が流入しているが、人骨が遺存する。８日　甕棺墓平面図作成開始。　
９日　雨が降って状態が良いので甕棺墓の再検出をかける。13日　本日からの新規作業員にレクチャー、ベ
テラン作業員からも指導有、助かる。14日　基山町坂井氏来跡。19日　九州大学田尻氏、鹿児島大学石田氏
来跡、九博説明ボランティア１名来跡。20日　本日は午前で現場を止めて開発業者と話し合い。午前中から
調査区南側の未調査部分の土取りを開始。文化財課内で現地において掘削範囲の確認して、掘削工事中止の
申し入れ。文化財課、開発業者、施工業者で協議を行い、①これまでの発掘部分と未調査箇所の確認を行う。
これ以上の掘削は行わず、必要な場合は事前に遺構確認のもと行う。②津古牟田遺跡６と７の間の箇所は今
回できるだけ調査に含める。③今回の調査は人骨が出土しているため、１月まで期間が欲しいことを伝える。
九博説明ボランティア２名来跡。21日　昨日の掘削により南側が崖面化しており、危険作業となった。本日
も法面を作るために少し掘削が入る。土を捨てる場所がなくなる。26日　空撮前の清掃。周辺の草刈りも行
う。九州大学舟橋氏、小郡市杉本と今後の人骨調査について現地打ち合わせ。27日　初めての作業員全員集合。
夜半に雨が降ったが、気球による撮影を実施。午後は、埋文センター整理作業員に甕棺についてレクチャー
を行う。行橋市歴史資料館片岡氏来跡（空撮中）。７日　調査区東側の検出を行う。15時から九博ボランティ
ア６名遺跡案内。16時から筑後市永見氏による3次元計測。10日　本日より島根大学生　山田氏参加。13日　
九歴ボランティア　11名遺跡案内。14日　人骨の検出・図面作成・取り上げのために九州大学院生冨田氏、
星野氏調査参加開始。九博ボランティア２名遺跡案内。15日　宇城市教育委員会７名遺跡案内。18日　埋文
サポートシステムと打ち合わせ。26日　少し雨が降っていたが、空撮強行する。27日　九州大学舟橋氏人骨
調査を始める。小郡市史跡案内ボランティア15名+資料室４名　遺跡案内。28日　九州歴史資料館　大庭氏
来跡。１月７日　九州歴史資料館　秦氏来跡、九博ボランティア１名来跡。10日　史跡案内ボランティア１
名見学11日　九州大学舟橋氏、石川氏、九大生２名人骨調査、九州大学総合博物館岩永氏来跡。九歴ボラン
ティア１名見学。18日　九博説明ボランティア11名見学。19日　三国小学校　白木教諭、ご子息見学。22日　
行橋市歴史資料館片岡氏来跡。２月１日　韓神大学校　李亭源氏来跡、福岡大学院生輪内氏、福岡大学生木
原氏来跡。４日　九州大学　田尻氏　九州大学院生　福永氏来跡。６日　調査終了。

３．調査組織
［平成30年度調査　令和元年度・２年度整理作業］
　小郡市教育委員会　教　育　長　清武　　輝（令和元年９月まで）　　
　　　　　　　　　　　　　　　秋永　晃生（令和元年10月から）
　　　　　　　　　　教育部長　黒岩　重彦（令和２年３月まで）　
　　　　　　　　　　　　　　　山下　博文（令和２年４月から）　　　
　　　　　　　文化財課　課長　柏原　孝俊　　
　　　　　　　　　　　　係長　杉本　岳史　　
　　　　　　　　　　　　技師　山崎　頼人
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第１図　津古牟田遺跡周辺遺跡分布図（S=1/25,000）

第２図　津古牟田遺跡調査区位置図（S=1/5,000）
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1．津古牟田遺跡１
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3．津古牟田遺跡３

4．津古牟田遺跡４

5．津古牟田遺跡５

6．津古牟田遺跡６

7．津古牟田遺跡７

8．津古片曽葉遺跡

9．隈・西小田遺跡群第６地点

10．隈・西小田遺跡群第３地点

11．津古空前遺跡

12．津古内畑遺跡

13．津古東台遺跡

14．津古西台遺跡

15．津古狸原遺跡

16．津古高田遺跡

17．津古大林遺跡

18．津古片曽葉遺跡２

19．津古東宮原遺跡

20．津古 1号墳

21．津古永前遺跡

第２章　位置と環境

　本遺跡は筑後平野と福岡平野を繋ぐ二日市地狭帯に西側にあたり、九千部山に連なる基山の東側に広がる
独立丘陵である三国丘陵の北西部に立地する。小郡市を南北に貫流する宝満川水系の宝珠川北岸の丘陵上に
立地する。現地からは、南側に宝珠川と開析谷への眺望がきく。
　津古牟田遺跡の調査はこれまで６次にわたって行われている。１次調査（第１・２図１）は、昭和62年に
宅地造成に伴って実施し、弥生時代中期初頭から前半、中期末、古墳時代後期、奈良時代と断続的に営まれ
た集落が検出された。このうち、貯蔵穴は弥生時代中期末のものが11基検出されており、床面から炭化米が
出土している。2次調査（第１図２）は、昭和63年に宅地造成に伴って調査を実施し、弥生時代中期初頭か
ら前半にかけての甕棺墓や木棺墓、古墳時代中期末の古墳が検出された。３次調査（第１・２図３）は、平
成３年に市道改良工事に伴って調査を実施し、弥生時代中期の甕棺墓３基が検出された。４次調査（第１・
２図４）は、平成13年に医院建設に先立つ調査を実施した。隈・西小田遺跡第６地点（第１・２図９）の南
西側隣接地である。弥生時代中期を中心とする甕棺墓96基、祭祀土坑９基、石蓋土壙墓１基、箱式石棺墓１
基などが検出された。５次調査は最高所で標高48mを測る。北側は筑紫野市の住宅地となっており、隈・西
小田遺跡群第６地点として調査が行われた。本調査区は同一丘陵上にあり、丘陵の南側尾根から南側斜面に
あたる。検出された主な遺構は古墳３基、周溝墓２基、石棺墓４基、木棺墓３基、土壙墓７基、甕棺墓38基、
貯蔵穴５基、土坑18基である。６次調査の調査区は長さ28.6m、幅3.2～4.4mの範囲で、津古牟田遺跡４・
５と同一丘陵上の丘陵南西裾部にあたる。地形改変が著しく、西側は地形の落ちとなっている。検出された
主な遺構は土坑状の遺構が３基である。
　北側で隣接する隈・西小田遺跡群では筑紫野市教育委員会によって1982年から1991年にかけて中九州ニュー
タウン構想に基づく「隈・西小田土地区画整理事業」の発掘調査約52haが進められた。隈・西小田遺跡群
からは弥生時代の集落・墓域、古墳時代では前方後方墳を含む古墳81基、横穴墓16基、周溝墓23基、須恵器
窯跡５基のほか、集落の調査も行われている。膨大な遺構・遺物量であることから未だ、整理作業が未了で
ある。
　隣接する隈・西小田遺跡群第６地点では、津古牟田遺跡５次調査の最高地点標高48ｍから南北に伸びる丘
陵と、これより北西に延びる南尾根がV字状となる独立丘陵である。調査では、古墳11基、周溝墓７基、甕
棺墓109基、土壙墓38基、木棺墓７基、石蓋土壙墓５基、石棺墓１基、住居跡41軒、貯蔵穴100基、土坑98基、
溝21条、竪穴15基等が調査された（筑紫野市史（考古資料（上））1991）。古墳群は１・２・９・10・11号墳
が北尾根稜線上に、５号墳がその南側斜面に、６号墳が北側斜面に立地し、南尾根稜線上には３・４・７・
８号墳が立地する。
　甕棺等の墓地群は丘陵頂部から東南に走る稜線を中心に甕棺墓が鉢巻状に埋葬される。また、丘陵尾根線
上と、東に隣接する第３地点との陸橋部には土壙墓、木棺墓を中心とした小群がみられる。甕棺墓群は、中
期後半から後期初頭の時期に盛行し、集中する頂部は甕棺墓の埋葬を始める前に地山を整形して平坦面をつ
くっている。平坦面の墓地群には標石と考えられる配石が認められ、これは津古牟田遺跡５地点でも同様で
あった。平坦面の北端に位置する77号甕棺墓は、中期後半の小児棺であるが棺内には成年男性の頭骨のみが
納められていた。頭部のみの埋葬例は隈・西小田遺跡群第３地点、第10地点でも見られた。
　集落跡は、主に弥生時代前期末～後期前半のもので、舌状丘陵の尾根線から北西の緩斜面に向かって広がっ
ている。西の尾根は少数の貯蔵穴が分布するのみである。舌状丘陵の先端部に位置する12号住居からは中細
形銅矛の鋳型片が出土した。
　７次調査では、弥生時代中期の墓域が確認されている。甕棺墓群は列状に検出され、列に沿う形で祭祀土
器が多く出土する祭祀溝、祭祀土坑があわせて確認された。津古牟田遺跡４次調査と７次調査箇所の北西－
南東に延びる丘陵斜面と隈・西小田遺跡群６地点と津古牟田遺跡５次調査東部で見られた南北にみられる丘
陵尾根線上にのる甕棺墓群とは主体時期が異なる。これについては、後に詳しく検討する。

[参考文献]
小郡市教育委員会1987『津古牟田遺跡』小郡市文化財調査報告書第35集
小郡市教育委員会1990『津古牟田遺跡Ⅱ』小郡市文化財調査報告書第67集
小郡市教育委員会1997『埋蔵文化財調査報告書２（津古牟田遺跡３）』小郡市文化財調査報告書第116集
小郡市教育委員会2003『津古牟田遺跡４』小郡市文化財調査報告書第184集
小郡市教育委員会2019『津古牟田遺跡５　弥生時代甕棺墓地編』小郡市文化財調査報告書第325集
小郡市教育委員会2020『津古牟田遺跡６』小郡市文化財調査報告書第325集
筑紫野市史編さん委員会1991『筑紫野市史　資料編（上）考古資料』
筑紫野市教育委員会1993『隈・西小田地区遺跡群』筑紫野市埋蔵文化財調査報告書第38集
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第１図　津古牟田遺跡周辺遺跡分布図（S=1/25,000）

第２図　津古牟田遺跡調査区位置図（S=1/5,000）
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第３章　遺構と遺物
１．調査の概要
　本調査では、西側隣接調査区である「津古牟田遺跡４」から続く甕棺墓の列埋葬を検出した（第３図）。
西側は地形が良好に残っており、遺構の残りも良かった。中央部から東側は近代以降傾斜面を削平して平坦
面を造成しており、大きく地形が改変されている。その削平によって崖面となった部分（北壁）に溝状遺構
が確認されており、調査を困難にしていたが、最終的には足場を確保して掘削して、甕棺墓列に伴う、祭祀
溝となることが明らかとなった。
　また、調査対象範囲の西端部は既に開発による掘削が進んでおり、その壁面から祭祀土器が露出していた。
遺物の回収のみで、詳細な調査は行えなかった。津古牟田遺跡５以降の一連の宅地造成に関して、開発側と
の十分な協議が出来ておらず、小郡市文化財行政の反省点である。
　検出した遺構は、甕棺墓40基、祭祀溝３条、土坑10基（祭祀土坑3基含む）、倒木痕である。

２．甕棺墓
　甕棺墓は地形にそって北西から南東方向へ列状をなしている。調査区西端では墓群が集塊状に形成された
箇所もみられた。列墓の北側ではそれらを区画するような祭祀溝、祭祀土坑が分布し、墓域を構成する。甕
棺墓40基のうち、約半数の21基で埋葬人骨が確認され、九州大学アジア埋蔵文化財研究センター・比較社会
文化研究院へ人骨の調査を委託した。その成果は第４章に掲載しており、本章では人骨の報告は省略する。

１号甕棺墓（第3・4図　図版1）
　調査区北西端、標高36.8ｍで検出した。上甕は機械掘削時に少し破損した。７号甕棺墓の北側をわずか
に切っている。墓壙の検出規模は64×46㎝の楕円形を呈し、深さは64㎝である。接口式小児棺で、墓壙を斜
め下方に掘り下げ、西壁で24㎝程度掘り込んで下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－85°－Wで、埋地角度は
42°である。人骨の一部が遺存していた。
甕棺（第31図　図版21）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。胴部下半～底部を欠損する。口径
31.0㎝、残存高33.3㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の
砂粒を多く含む。色調はにぶい黄橙～明黄褐色を呈し、焼成は良好である。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径32.2㎝、器高38.1㎝、
底径8.1㎝を測る。内面はナデ、外面は２種のハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒を多く含む。
色調は浅黄橙～にぶい橙色を呈し、焼成は良好である。
２号甕棺墓（第3・4図　図版3）
　調査区北西側、標高37.1ｍで検出した。墓壙上部は削平を受けており、棺体も一部破損していた。３号甕
棺墓の北側をわずかに切っている。墓壙の検出規模は116×62㎝の楕円形を呈し、深さは46㎝である。接口
式中形棺で、墓壙は西側が一段深くなっている。甕棺の主軸はN－79°－Wで、埋地角度は－３°である。
甕棺（第30図　図版21）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径36.45㎝、器高43.5㎝、
底径8.1㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒を多く含む。
色調はにぶい黄橙を呈し、焼成は良好である。底部外面に黒斑を有す。
　下甕　中形の甕である。やや内傾して立ち上がる胴部に水平口縁が取りつく。口縁下に断面三角形の突
帯を巡らす。口縁部から胴部を一部欠き、底部を欠く。復元口径41.2㎝、器高49.7㎝である。内面は板状工
具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒を多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、
焼成は良好である。
３号甕棺墓（第3・4図　図版3）
　調査区北西側、標高37.1ｍで検出した。墓壙上部は削平を受けており、棺体も破損している。２号甕棺に
北側の一部を切られている。墓壙の検出規模は76×46㎝の楕円形を呈し、深さは26㎝である。接口式小児棺
で、甕棺の主軸はN－35°－Wで、埋地角度は不明である。
甕棺（第31図　図版21）
　上甕　小形の鉢である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。口縁部、体部下位～底部を一部欠損
する。復元口径29.95㎝、器高19.75㎝、復元底径10.0㎝を測る。体部内外面は板状工具ナデがみられる。胎
土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい橙～にぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。
　体部外面下半に黒斑を有す。口縁部水平面にヘラ記号様工具圧痕で平行する２本線がみられた。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁でやや外側に垂れ下がる。胴部約１/８を欠損
する。口径32.1㎝、器高40.35㎝、底径8.15㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎
土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。口縁部上面、
底部外面に黒斑、底部外面にモミ圧痕あり。口径に対して器高が高い。
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４号甕棺墓（第3・5図　図版3）
　調査区北西端、標高37.0ｍで検出した。上甕・下甕ともに樹木により破損している。可能な限り調査区を
拡張したが、樹木による攪乱も受けており調査は難航した。北側の端を９号甕棺墓に切られている。墓壙は
２段掘りである。１次墓壙の検出規模は102×80㎝以上の隅丸方形を呈し、深さは60㎝である。西側の二次
墓壙は、平面楕円形で104×56㎝以上、深さ12㎝の規模である。覆口式成人棺で、下甕は口縁部内側を打ち
欠き、上甕は体部上半を打ち欠いて棺体としている。甕棺の主軸はN－81°－Wで、埋地角度は14°である。
　棺内には赤色顔料の分布がみられ、１次墓壙の南側では広口壺、高坏破片が出土した。壺は破損した状態
で検出したが、土圧や上部の削平によって影響を受けている可能性も捨てきれない。人骨が遺存していた。
甕棺（第22図　図版17）
　上甕　大形の甕の口縁部から胴部上半を打ち欠き上甕としている。胴部最大径に高さのある三角形突帯を
２条巡らす。粘土帯積みの幅は５～６㎝である。残存高58.2㎝、底径11.8㎝である。内面はナデ、外面は板
状工具がみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は橙色を呈し、焼成は良好である。
胴部突帯付近に斜め方向に棒状黒斑と長円状の黒斑が並んでみられた。内面に赤色顔料がみられる。
　下甕　丸みを帯びた器形である。口縁部上面はやや内側傾く面を持っている、本来は内側にもやや延びる
水平口縁となっていた。内側口縁端部を打ち欠いている。胴部最大径には２条の突出度の高い突帯を巡らせ
ている。粘土帯積みの幅は８㎝前後である。口径50.4㎝、器高87.2㎝、底径11.6㎝を測る。内面はナデ・板
状工具ナデ、外面下位はハケメ、上位は板状工具ナデがみられる。胎土は粗く５㎜以下の砂粒を含む。色調
は橙色を呈し、焼成は良好である。胴部中位に楕円形の広い黒斑を持つ。内面に赤色顔料塗布がみられる。
胴部下位に穿孔部がみられる。出土状況から根による攪乱の影響の可能性も考えられる。
５号甕棺墓（第3・4図　図版3）
　調査区北西端、標高36.6ｍで検出した。７号甕棺墓の南西に位置し、７号甕棺墓を意識した配置で後出す
ると考えられる。墓壙の検出規模は74×48㎝の隅丸長方形を呈し、深さは34㎝である。接口式小児棺で、墓
壙はほぼ直に下がり、東壁で12㎝程度掘り込んで下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－75°－Eで、埋地角度
は－２°である。
甕棺（第31図　図版21）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側にやや突出する逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径32.0㎝、器高
35.0㎝、底径8.15㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂
粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。口縁部上面、底部外面に黒斑を有す。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側にやや突出する逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径31.9㎝、器高
35.0㎝、底径8.35㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂
粒をやや多く含む。色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。器壁が厚く重量がある。
６号甕棺墓（第3・4図　図版21）
　調査区北西側、標高36.3ｍで検出した。付近は段造成がみられ、墓壙上部は削平を受けている。墓壙の
検出規模は76×54㎝の隅丸長方形を呈し、深さは24㎝である。接口式小児棺で、墓壙を斜め下方に掘り下げ、
北東壁で12㎝程度掘り込んで下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－46°－Eで、埋地角度は27°である。
甕棺（第31図　図版21）
　上甕　小形の壺である。打ち欠いた壺の体部を使用したもので、最大径付近に断面三角形の突帯が２条め
ぐる。体部最大径35.3㎝、残存高21.3㎝を測る。体部内面は板状工具ナデ、外面下位はヘラ削り後一部ハケ
メ、その後ヘラミガキ、中位はヘラ削り後ヘラミガキ、上位はヘラミガキがみられる。突帯間は暗文施文が
みられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。
体部下半、内外面に黒色付着物がみられる。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出する逆L字口縁である。口縁部が約１/８欠損する。口径33.55
㎝、器高34.35㎝、底径8.4㎝を測る。内面はナデ、外面はかなり目が細いハケメがみられる。胎土はやや粗
く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は浅黄橙～黄橙色を呈し、焼成は良好である。体部上半に黒斑あり。
口径に対し、器高が高い。
７号甕棺墓（第3・4図　図版4）
　調査区北西端、標高36.7ｍで検出した。墓壙の西側は一部削平を受けている。１号甕棺に北側の一部を切
られている。墓壙自体に切り合いはみられないが、５号甕棺も７号甕棺墓を意識した配置であろう。墓壙は
２段掘りである。１次墓壙の検出規模は196×130㎝の隅丸長方形を呈し、深さは90㎝である。北西側の二次
墓壙は、平面長楕円形で190×100㎝、深さ36㎝の規模である。二次墓壙は緩やかに南西側に下り、壁を50㎝
程掘り込んでいる。１次墓壙底から二次墓壙へ至る北東部では大小のテラス面を複数持っており、階段状と
なっている。この部分が墓壙掘削時、甕棺挿入時の作業および入棺時の儀礼スペースと考えられる。土層
堆積状況は甕棺の上位に比較的きめの細かい１mm以下の砂粒を含む淡赤褐色砂質土が薄くみられ、その後、
何段階かに分かれて埋められている。必ずしも、一気に埋めたものではないことが看取できる。下位（６・
８・12層）では砂質系土が多く、上位（２～５層）では粘質土が多い傾向にあり、特に３・５層では砂質土
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第４図　１・２・３・５・６・９号甕棺墓　実測図（ｓ＝１/20）

－ 8 －



第５図　４・11・15号甕棺墓　実測図（ｓ＝１/20）
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と粘質土が互層状に堆積する。この互層状堆積は甕棺の上位に特徴的にみられるので、意識的に甕棺が壊れ
ないように丁寧に土をのせていることが想像できる。一次墓壙側は大きな単位で埋めている（４・７層）。
　接口式成人棺で、合口部の側面から上面にかけて黄褐色粘土で目貼りをしている。特に側面から側面下
部にも粘土がみられ、墓壙と棺の隙間を充填するように黄褐色粘土を入れて棺の合口と姿勢を保持している。
甕棺の主軸はN－55°－Wで、埋地角度は１°である。全身骨が良好な状態で遺存していた。
甕棺（第22図　図版4）
　上甕　大形の鉢である。口縁部は断面Ｔ字状を呈し、やや外側に傾く。内側端部が丸みをもって厚く、外
側端部は狭い面を持っている。ほぼ完形で、口径63.15㎝、器高37.85㎝、底径10.0㎝を測る。内外面ともに
板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は橙色を呈し、焼成は良好
である。底部内外面に黒斑を有す。
　下甕　大形の甕で砲弾型の器形である。口縁部は断面Ｔ字状を呈し、内側端部が丸みをもってやや厚く、
外側端部は狭い面を持っている。擬口縁上部に板状の粘土をのせて両側下部から貼り付け粘土を充填してい
る。胴部やや下位に一見М字状と見える２条の低い三角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は５～６㎝である。ほ
ぼ完形で、口径65㎝、器高99.1㎝、底径10.75㎝を測る。内外面ともに板状工具ナデがみられる。胎土はや
や粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は明黄褐色～橙色を呈し、焼成は良好である。黒斑は胴部中位
の２点支持と底部付近の接地面の黒斑がみられ、２点間には中央が薄い黒斑で周りに緋色を持つものがある。
また、その反対側にも黒斑や黒斑周囲の緋色が点的に見られる。
８号甕棺墓（第3・7図　図版5）
　調査区北西側、標高36.9ｍで検出した。付近は段造成がみられ、墓壙上部は削平、甕棺も破損した状態で
検出された。４号土坑に北側を一部切られていて甕棺も流れ込んでいる。墓壙の検出規模は138×82㎝の楕
円形を呈し、深さは44㎝である。接口式中形棺で、残存は良くないが、墓壙底から一段上がって、西壁で10
㎝程度掘り込んで下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－78°－Eで、埋地角度は水平に近いものと考えられる。
甕棺（第30図　図版21）
　上甕　中形の鉢である。内傾して立ち上がる胴部から逆L字状に屈曲する口縁部を有す。口縁部下に断面
三角形の突帯を巡らす。体部内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂
粒を多く含む。色調はにぶい橙色を呈し、焼成は良好である。胴部下半と反対側の胴部上位に広めの黒斑を
有す。口縁部上面に一部炭化物が付着する。ほぼ完形で、口径44.3㎝、器高58.95㎝、底径9.4㎝を測る。
　下甕　中形の甕である。内傾して立ち上がる胴部に水平口縁が取りつく。口縁下に断面方形の突帯が巡る。
ほぼ完形で、口径43.25㎝、器高58.5㎝、底径10.4㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。
胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい橙色を呈し、焼成は良好である。底部外面に
種子圧痕あり。黒斑は胴部上位に２点黒斑と下位に接地面黒斑が認められる。
９号甕棺墓（第3・4図　図版5）
　調査区北西端、標高37.4ｍで検出した。４号甕棺墓の北側を一部切っている。墓壙上部は削平を受けてい
る。調査区外であったが、壁面に甕棺が露出したので、拡張して調査した。墓壙の検出規模は54×50㎝以上
の隅丸方形と考えられ、深さは36㎝である。接口式小児棺で、墓壙を斜め下方に掘り下げ、北壁を若干掘り
込んで下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－87°－Eで、埋地角度は34°である。
甕棺（第32図　図版20）
　上甕　小形の鉢である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径28.15㎝、器高16.5㎝、
底径9.6㎝を測る。体部内面はナデ、外面はハケメがみられる。胎土は粗く４㎜以下の砂粒を多く含む。色
調はにぶい橙～浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。底部外面に種子圧痕かがみられる。
　下甕　小形の樽型の甕である。胴部中位最大径部に断面三角形の突帯が巡り、内傾して立ち上がる口縁に
水平口縁が取りつく。ほぼ完形で、口径30.05㎝、器高43.2㎝、底径9.75㎝を測る。内面上位、外面は板状
工具ナデがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい橙色を呈し、焼成は良
好である。
10号甕棺墓（第3・8図　図版6）
　調査区北西側、標高37.1ｍで検出した。墓壙の南西側は一部削平を受けている。３号甕棺に北東側を一部
切られ、２号土坑に南側を一部切られている。墓壙上位は削平を受けているが、墓壙は２段掘りと考えられ
る。１次墓壙は１ｍ四方の隅丸方形がふたつ連接するような形状で、全体での検出規模は168×138㎝、深さ
は80㎝である。南東側の二次墓壙は、平面長楕円形で158×84㎝、深さ36㎝の規模である。二次墓壙は中央
が深く、長軸上の北西側と南東側でテラス面を持ち、南東壁を66㎝程掘り込んでいる。１次墓壙底から二次
墓壙へ至る北東部では大小のテラス面を複数持っており、階段状となっている。この部分が墓壙掘削時、甕
棺挿入時の作業および入棺時の儀礼スペースと考えられる。土層堆積状況は甕棺の上位の一部にきめの細か
い淡赤褐色シルト（８層）や淡黄褐色砂層（７層）が薄くのっている。その後も、何段階かに分かれて水平
堆積がみられ、必ずしも、一気に埋めたものではないことが看取できる。10号甕棺墓では、赤褐色系土（４・
６・９・12・14層）と淡褐色砂層（３・５・７・10・13層）が大きく互層となっている特徴がある。接口式
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 1　赤褐色砂質土 (1〜1㎝大の礫を多く含む）

 2　赤褐色粘質土 (2mm以下の砂粒を含む）

 3　白色系砂質土＋赤褐色粘質土ブロック（層状）

 4　暗赤褐色粘質土 （2mm以下の砂粒を含む）

 5　赤褐色粘質土 (層状に砂層が入る） 

 6　白色系砂質土＋赤褐色粘質土ブロック

 7　赤褐色砂質土 (5mm以下砂粒を含む）

 8　淡赤褐色砂質土 (1mm以下の砂粒を含む）

 9　赤〜黄褐色砂質土 (2mm以下の砂粒を含む）

10　赤〜黄褐色粘質土 (1mm以下の砂粒含む）

11　黄褐色粘土

12　白色系シルト＋赤褐色シルト (2mm以下の砂粒含む） 

 第６図　７号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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第７図　８・17・20号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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 1　淡褐色砂質土 （赤褐色粘土ブロックが混じる、5mm

    以下の砂粒含む）

 2　赤褐色粘質土 （2mm以下の砂質含む）

 3　淡褐色砂質土 （赤褐色粘土ブロックやや多く含む、

    1㎝以下の砂粒・礫を含む）

 4　赤褐色粘質土 （2mm以下の砂粒を含む）

 5　淡黄褐色砂質土 （2mm以下の砂粒を含む）

 6　赤褐色粘質土（1mm以下の砂が混じる）

 7　淡黄褐色砂

 8　淡赤褐色シルト

 9　赤褐色砂質土+淡褐色砂（2mm以下の砂粒を含む）

10　淡褐色砂（1〜2㎝各の赤褐色粘土ブロックを含む）

11　暗赤褐色土（2mm以下の淡褐色砂を含む）

12　暗赤褐色土に淡褐色砂がブロック状に入る

13　淡褐色砂に赤褐色粘土ブロックが少量入る

14　暗赤褐色土に淡褐色砂が少量入る

第８図　10号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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成人棺で、合口部の下部から側面、側面から上面にかけて赤褐色粘質土で目貼りをしている。特に下部では
上甕と墓壙底の隙間を埋めるように広く赤褐色粘質土がみられ、上甕をしっかりと固定している。甕棺の主
軸はN－54°－Wで、埋地角度は－９°である。全身骨が良好な状態で遺存していた。
甕棺（第23図　図版17）
　上甕　大形の鉢である。底部から椀形に立ち上がる器形で、口縁部は断面Ｔ字形の口縁部で、やや外側に
傾く。内側端部が丸みをもって厚く、外側端部は細く、面を持っている。肥厚する擬口縁の両側に粘土を貼
り付けて口縁を成形する。ほぼ完形で、口径66.8㎝、器高45.8㎝、底径10.8㎝を測る。内面は板状工具ナデ、
外面は板状工具後ハケメがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい橙色を
呈し、焼成は良好である。底部外面に黒斑を有す。
　下甕　大形の甕で、胴部上位で少し内傾気味に立ち上がる。口縁部は断面Ｔ字状を呈し、内側へ発達して、
やや外側に傾く。擬口縁上部に板状の粘土をのせて両側下部から貼り付け粘土を充填している。胴部中下
位に一見М字状と見える２条の低い三角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は７～８㎝である。ほぼ完形で、口径
64.5㎝、器高103㎝、底径11.2㎝を測る。内外面ともに板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下
の砂粒を含む。色調は明黄褐色を呈し、焼成は良好である。黒斑は胴部上位の２点支持と底部付近の接地面
の黒斑がみられ、反対側には不正円形の薄い黒斑がみられる。
11号甕棺墓（第3・5図　図版5）
　調査区北西側、標高36.4ｍで検出した。墓壙上部は大きく削平を受けている。墓壙の東側に一段高く、連
続した隅丸方形状の掘り込みがあるが、これが１次墓壙となるのかは不明である。墓壙の検出規模は134×
78㎝の不整長円形を呈し、深さは32㎝である。接口式成人棺と考えられるが、削平のため、上甕は不明であ
る。甕棺の主軸はN－46°－W程度で、甕棺自体が削平によって破損し、原位置を保っていない。
甕棺（第23図　図版17）
　上甕　大形の鉢である。口縁部はほぼ平坦で外側にはあまり発達せず、内側にやや張り出す。口縁部～体
部下半を大きく欠損し、底部を欠いている復元口径74.2㎝、残存高21.4㎝である。外面は板状工具ナデが確
認できる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい橙色を呈し、焼成は良好である。
　下甕　大形の甕で砲弾型の器形である。口縁部は断面Ｔ字状を呈し、内側により発達している。内側、外
側とも端部に面を持っている。擬口縁上部に板状の粘土をのせて両側下部から貼り付け粘土を充填して成形
する。胴部下位に一見М字状と見える２条の低い三角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は８㎝前後である。口縁
部から胴部を一部欠き、、口径76㎝、器高105㎝、底径15.6㎝を測る。内外面ともにナデがみられる。胎土は
やや粗く３㎜以下の砂粒を含む。色調は明黄褐色を呈し、焼成は良好である。黒斑は胴部中位から下位にか
けてベタっとした大きい楕円形の黒斑を有す。
12号甕棺墓（第3・9図　図版5）
　調査区南西端、標高36.8ｍで検出した。調査区を拡張して調査した。19号甕棺墓・31号甕棺墓・34号甕棺
墓を切り、17号甕棺墓に切られる。墓壙は２段掘りで、一次墓壙の検出規模は180×156㎝の隅丸方形状、深
さは96㎝である。北西側の二次墓壙は、平面隅丸長方形で126×80㎝、深さ44㎝の規模である。二次墓壙中
ほどに段を持ちつつ斜め下方に下がり、南東壁を本来は30㎝程掘り込んでいたと考えられる。樹木等攪乱の
影響で、上甕は下甕内に転がり込んでいる状態で検出された。接口式成人棺と考えられるが、合口部の目貼
り粘土は検出していない。甕棺の主軸はN－25°－Wで、埋地角度は36°である。人骨が一部遺存する。
甕棺（第23図　図版17）
　上甕　大形の鉢である。底部からラッパ状に大きく開く器形で、口縁部は平坦で外側に発達し、内側に短
く張り出す。ほぼ完形で、口径63.35㎝、器高34.55㎝、底径11.1㎝を測る。内面は板ナデ、外面は底部付近
ハケメ、上半は板状工具ナデが確認できる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は橙色を
呈し、焼成は良好である。口縁部のみが白色系の焼成（7.5YR8/3）となっており、色調が異なる。色調が
異なる範囲は、全周せずにはっきりしている部分としない部分が見受けられた。底部外面と内面の底部から
胴部中位にかけて黒斑がみられる。
　下甕　大形の甕で砲弾型の器形である。口縁部は水平面を持ち外側に傾く。内側、外側とも端部に面を持つ。
擬口縁上部に板状の粘土をのせて両側下部から貼り付け粘土を充填して成形するが、貼り付け部分が分厚い。
胴部中位に一見М字状と見える２条の三角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は６～７㎝である。口径70.4㎝、器
高110㎝、底径12.2㎝を測る。内面はハケメ、外面は板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く４㎜以下の
砂粒を含む。色調は白色系と赤色系の異種胎土を用いており、はっきりと焼成色調が異なる部分がみられた。
上位突帯部分と口縁部は2.5YR8/2灰白色で、下位突帯とそのほかは5YR6/8橙色を呈す。焼成は良好である。
黒斑は底部付近にみられるほかは、胴部中位に小さい黒斑や薄い黒斑がみられる程度で非常に焼成が良い。
13号甕棺墓（第3・10図　図版5）
　調査区南西側、標高36.1ｍで検出した。調査区を拡張して調査した。南側は大きく削平を受けている。33
号甕棺墓と墓壙底で一部切り合う。墓壙は２段掘りで、一次墓壙の検出規模は200×104㎝以上の方形状で、
深さは130㎝である。東側の二次墓壙は、平面楕円形状で132×88㎝、深さ20㎝の規模である。二次墓壙は緩
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やかに下がり、南東壁を本来は70㎝程掘り込んでいると考えられる。削平を大きく受けており、上甕はかろ
うじて合口付近で残存していた。接口式成人棺で、合口部の目貼り粘土は上面から側面、下部にまで行き渡
る。甕棺の主軸はN－61°－Wで、埋地角度は32°である。人骨が一部遺存していた。
甕棺（第24図　図版17）
　上甕　大形の鉢である。底部からラッパ状に開く器形で、口縁部は外側に折れて平坦面を持っている。
内側への突出はない。体部中位を一部欠損する。口径72.4㎝、器高36.1㎝、底径11.8㎝である。内面は板状
工具ナデ、外面はハケメが確認できる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は橙色を呈
し、焼成は良好である。体部外面上半に黒斑を有す。
　下甕　大形の甕で、胴部上位で少し内傾気味に立ち上がる。口縁部は水平面を持ち内側に傾く。内側端部
に面を持ち、外側端部は丸みを帯びた断面三角形状である。擬口縁上部に板状の粘土をのせて両側下部から

第９図　12号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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第10図　13・24号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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貼り付け粘土を充填して成形するが、貼り付け部分が分厚い。胴部中位に一見М字状と見える２条の突出度
の高い三角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は７～８㎝である。口径74㎝、器高109.8㎝、底径13.15㎝を測る。
内面は板状工具ナデ、外面はハケメ後板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒を多く含む。
色調は黄橙色を呈し。焼成は良好である。底部付近の黒斑と胴部中下位に横に長い楕円形の黒斑が認められ
る。
14号甕棺墓（第3・11図　図版5）
　調査区北西側、標高36.8ｍで検出した。墓壙上部は大きく削平を受けている。４号土坑・８号甕棺墓に北
東部を一部切られている。墓壙の検出規模は200×134㎝の隅丸長方形を呈し、深さは82㎝である。
　甕棺の上部が破損して内部に土が流入した土層堆積状況を観察できた。北側で確認出来る黄褐色砂や白
色砂、赤褐色粘質土とその上位に堆積する黄褐色粘質土主体の層がみられる。甕棺破損後に落ち込んだとみ
られるが、7号甕棺や10号甕棺墓、16号甕棺墓の堆積状況と比べて埋め土の単位が大きい。接口式成人棺で、
甕の上半を打ち欠いた上甕とした甕口縁部が接しているが、北西側では、甕口縁部付近の破片、おそらくは
上甕の上半部の破片を合口部分に外側からかぶせている。これは合わせ口部分の下部全体には及ばず、北西
側の部分的なものである。上半部は破損しているため不明ではあるが、接合資料を見る限り、上部全域を覆
うものでもなく、北西側の側面を中心に補強するものであるようだ。墓壙底は広く水平になっており、底か
ら一段上がって、北東壁を36㎝程度掘り込んで下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－34°－Eで、埋地角度は
２°である。人骨の一部が遺存していた。
甕棺（第25図　図版18）
　上甕　大形の甕の口縁部～胴部上位を打ち欠いて上甕として使用している。胴部下位に一見М字状と見え
る２条の低い三角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は６㎝前後である。残存高66.2㎝、底径11.4㎝である。内面
は板状工具ナデ、外面はハケメ・ナデが確認できる。胎土はやや細かく１㎜以下の砂粒を含む。色調は浅黄
色を呈し、焼成はやや軟質である。胴部下位に縦方向に長方形状の黒斑を有す。
　中甕　大形の甕の口縁部、約1／4周分の残存である。口縁部は水平面を持ち、内傾する擬口縁上部に板
状の粘土をのせて、外側から粘土を充填し貼り付けている。口縁下には断面三角形の突帯が巡っている。復
元口径55.0㎝、残存高34.0㎝である。調整は器表面が著しく磨滅しており不明である。胎土はやや細かく１
㎜以下の砂粒を含む。色調は浅黄色を呈し、焼成はやや軟質である。やや広い範囲のベタっとした黒斑を有
す。復元（残存）箇所の違いで径が上甕とはやや異なるが色調や器表の摩耗具合は上甕と似通っている。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。胴部上位から口縁部にかけてはやや内傾気味に立ち上がる。口
縁部は断面Ｔ字状を呈し、内側端部に丸みを帯びた面、外側端部はしっかりした面を持つ。擬口縁上部に板
状の粘土をのせて両側下部に貼り付け粘土を充填して成形する。口縁下には断面三角形の突帯を巡らす。胴
部下位に一見М字状と見える２条の三角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は８～10㎝である。口径64.2㎝、器
高102.0㎝、底径11.2㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメ後板状工具ナデがみられる。ストロー
クが長めの調整である。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒を含む。色調は浅黄橙色を呈し。焼成は良好である。
胴部上位に２点支持黒斑が薄く残っており、その下位中央付近に部分的に接地面黒斑が認められる。
15号甕棺墓（第3・5図　図版7）
　調査区南西端、標高35.7ｍで検出した。墓壙上部は削平を受ける。32号甕棺墓の東側上位に位置する。墓
壙の検出規模は90×60㎝の楕円形を呈し、深さは36㎝である。接口式小児棺で、墓壙底は水平で、南東壁で
８㎝程度掘り込んで下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－53°－Wで、埋地角度は８°である。
甕棺（第32図　図版21）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に小さく突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径33.2㎝、器
高38.6㎝、底径8.3㎝を測る。胴部内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以
下の砂粒をやや多く含む。色調は浅黄橙～にぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。体部外面下半に黒色付
着物あり。底部外面に黒斑を有す。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に細く突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径32.5㎝、器高
37.7㎝、底径8.1㎝を測る。内面はナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや
多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。底部外面に黒斑を有す。
16号甕棺墓（第3・13図　図版18）
　調査区北西側、標高36.9ｍで検出した。墓壙の南側は一部削平を受けている。墓壙は２段掘りである。１
次墓壙は隅丸方形を呈し、検出規模は196×170㎝、深さは最大で120㎝である。北西側の二次墓壙は、平面
長楕円形で176×90㎝、深さ32㎝の規模である。二次墓壙は中央が深く、甕棺の形状に沿っており、北西壁
を60㎝程掘り込んでいる。１次墓壙では大小のテラス面を複数持っており、階段状となっている。この部分
が墓壙掘削時、甕棺挿入時の作業および入棺時の儀礼スペースと考えられる。土層堆積状況は甕棺の上位に
淡褐色シルト～砂質土がのっている。その後も、何段階かに分かれて砂層主体の堆積がみられ、一気に埋め
たものではないことが看取できる。16号甕棺墓では、淡褐色～淡黄褐色の砂質系土の埋土が連続する。その
砂質系土に含まれる赤褐色粘質土ブロックの濃淡で幾重にも積層されている。甕棺部付近やその上位には砂
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質系土がみられ、１次墓壙や墓壙上部を礫や赤褐色粘質土が多く混じる層が堆積している。接口式成人棺で、
合口部の下部から側面、側面から上面にかけて黄褐色粘質土で目貼りをしている。16号甕棺は２次墓壙自体
が甕棺形状に合わせて掘られており、甕棺と墓壙底の空間は比較的少ないが、下部でも粘土が丁寧に充填さ
れている。なお、合口部の北東部分では、甕棺の口縁部形状に合わせて地山を削り出している状況も見られ

 1　黄褐色粘質土＋白色砂〜偽礫

 2　黄褐色粘質土 (1㎝大の礫を含む）

 3　赤褐色土 (根？）

 4　赤褐色粘質土＋白色砂

 5　黄褐〜赤褐色粘質土 (落ち込んだ層） 

 6　暗赤褐色粘質土 (ふかふか、流入土）

 7　白色〜黄褐色砂 (偽礫含む） 

 8　黄褐〜赤褐色粘質土 

 第11図　14号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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た。甕棺の主軸はN－48°－Wで、埋地角度は水平（０°）である。全身骨が良好な状態で遺存していた。
甕棺（第24図　図版18）
　上甕　大形の鉢である。口縁部は平坦で外側よりも内側に発達している。肥厚する擬口縁の上部に板状の
粘土を載せて貼り付け口縁部を成形する。口縁下には断面三角形の突帯を巡らす。口縁部の一部を欠損する。
口径68.5㎝、器高47.1㎝、底径10.8㎝である。内外面とも板状工具ナデが確認できる。胎土は粗く４㎜以下
の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。内面に大きく黒斑を有す。底部外
面には沈線１条およびスサやモミ圧痕数か所が確認できる。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。口縁部は水平面を持ち、内側端部、外側端部ともに面を持って
いる。内傾する擬口縁上部に板状の粘土をのせて外側下部に貼り付け粘土を充填して成形し、肥厚する。胴
部下位にМ字突帯が巡る。粘土帯の積み幅は下位では７㎝前後、上位では５㎝前後である。口径68.6㎝、器
高90.9㎝、底径11.6㎝を測る。内面は板状工具ナデ、工具痕、外面は板状工具ナデがみられる。胎土はやや
粗く３㎜以下の砂粒を含む。色調は黄橙色を呈し、焼成は良好である。胴部上位にかなり離れて２点支持黒
斑、その下位中央付近に部分的に接地面黒斑が認められる。
17号甕棺墓（第３・７図　図版７）
　調査区南西端、標高35.8ｍで検出した。墓壙上部は削平を受ける。12号甕棺墓と19号甕棺墓を切る。墓壙
の検出規模は54×42㎝以上の楕円形を呈し、深さは52㎝である。接口式小児棺で、墓壙を斜め下方に掘り下
げて下甕を挿入する。樹木による攪乱が著しく甕棺が破損し、原位置を保っていない資料が多いが、甕棺の
主軸はN－35°－W程度、埋地角度は30°程度であるだろう。
甕棺（第32図　図版21）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。底部のみを欠き、口径30.15㎝、残
存高34.1㎝を測る。胴部内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒
をやや多く含む。焼成は良好である。口縁部から胴部上半は10YR8/3浅黄橙～10YR7/4にぶい黄橙、胴部下
半は2.5YR6/6橙色～7.5YR6/4にぶい橙色で焼成色調が異なっており、異種胎土を用いていると考えられる。
内面は外面に比べて色調の違いがはっきりしない。色調の境は粘土の接合境にもあたる。色調の異なる箇所
の上下で収縮率が大きく異なる傾向もなく、比較的近しい場所での採取粘土の違いかと思われる。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に上方へ短く突出した逆L字口縁でやや外側に垂れ下がる。ほぼ完形
で口径29.85㎝、器高36.75㎝、復原底径8.6㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土
は粗く４㎜以下の砂粒をやや多く含む。焼成は良好である。底部外面にモミ圧痕を有す。口縁部は10YR8/4浅
黄橙、胴部は7.5YR6/4にぶい橙色～5YR6/6橙色で焼成色調が異なっており、異種胎土を用いていると考え
られる。内外面ともに色調の違いがはっきりしている。色調の境は粘土の接合境にもあたる。色調の異なる箇
所の上下で収縮率が大きく異なる傾向もなく、比較的近しい場所での採取粘土の違いかと思われる。
　上甕・下甕ともに、異種胎土を用いており、意図的なものの可能性も十分考えられる。
18号甕棺墓（第３・12図　図版７）
　調査区北西側、標高36.6ｍで検出した。墓壙部分が段造成によって崖面状になっており、崖面での土層観
察を行った。11号甕棺墓の東側に位置する。墓壙は２段彫りと考えられ、墓壙底までの深さは58㎝である。
接口式小児棺と考えられ、墓壙を斜め下方に掘り下げ、南西方向に横穴を掘り込み、下甕を挿入する。埋置
角度は水平に近いだろう。土層堆積状況では、甕棺下層に淡褐色砂質土の置土を行い、甕棺を設置し、甕棺
の直上には淡赤褐色砂質土が分布する。その後、一次墓壙側は大きな単位で砂質土と粘質土を交互に充填し
ている。甕棺上部の１層は地山の崩落層であるだろう。
甕棺（第33図　図版22）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に小さく突出した逆L字口縁である。口縁部と胴部の一部を欠く。
復元口径31.4㎝、器高37.8㎝、底径8.7㎝を測る。胴部内面はナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや
粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。体部外面下半に黒色
付着物、底部外面にモミ・種子圧痕あり。体部内面下半にうすいコゲ、外面中位～上位に煤が付着している。
　下甕　中形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁で、口縁下に断面三角形の突帯を巡らす。口
縁部、胴部、底部の一部を欠損する。口径37.35㎝、器高54.9㎝、底径9.7㎝を測る。内面は板状工具ナデ、
外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼
成は良好である。体部内面下位にコゲ、外面中位にスス付着が顕著である。口径と底径に対して器高が高い。
19号甕棺墓（第3・14図　図版９）
　調査区南西端、標高35.7ｍで検出した。墓壙上位には大きな樹木痕のような土坑がみられる。17号甕棺墓、
12号甕棺墓、15号甕棺墓、22号甕棺墓に切られ、31号甕棺墓、32号甕棺墓を切る。墓壙は２段掘りである。
１次墓壙は隅丸方形を呈し、検出規模は152×120㎝以上、深さは94㎝程度である。１次墓壙から２次墓壙
へのつながりは緩やかな傾斜を持ち段差がほとんどない。北東側の二次墓壙は、平面長楕円形で162×80㎝、
深さ36㎝の規模である。二次墓壙も１次墓壙から続く緩やかな傾斜を保って下がり、底の部分のみ若干水平
となる。北東壁を70㎝程掘り込んでいる。土層堆積状況は甕棺の上位にまず砂質土がのり、１次墓壙側では
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 1　偽礫大を多く含む層 

 2　淡褐色粘質土 (1mm以下の砂粒を含む）

 3　白淡褐色砂質土 (1mm以下の砂粒を含む、1㎝大の礫含む）

 4　淡褐色粘質土 (1mm以下の砂粒を含む） 

 5　淡褐色粘質土 (2〜3mm大の砂粒を多く含む）

 6　淡褐色粘質土 (1mm以下の砂粒を含む、1㎝大の礫を含む）

 7　淡褐色砂質土 (1〜2mm大の砂粒を含む）

 8　淡赤褐色砂質土 (やや粘質あり、1mm以下の砂粒を含む） 

粘質土が多い傾向がみられる。接口式成人棺で、合口部の下部から側面、側面から上面にかけて暗赤褐色粘
質土で目貼りをする。甕棺の主軸はN－57°－Eで、埋地角度は29°である。全身骨が遺存する。頭蓋骨には
赤色顔料が沈着していた。

第12図　18・22・26・35・36号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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第13図　16号甕棺墓　実測図（s＝１/20）

 1　淡褐砂質土 (1㎝大のレキを多く含む）

 2　淡黄褐色砂質土 (赤褐色粘土ブロックまじり）

 3　赤褐色粘質土ブロック多く入る

 4　淡褐砂質土 (1㎝のギレキ入る）

 5　淡褐色砂質土 (1〜2㎜大） 

 6　赤褐色粘質土が多く入る、砂質土

 7　やや細かい淡褐色砂質土

 8　淡黄褐色砂質土 (1〜2㎜大） 

 9　赤褐色粘質土が多く入る、砂質土

10　バイラン土の流入土

11　淡黄褐色砂質土 (1〜2㎜大、ギレキ1㎝大も入る）

11′　淡黄褐色砂質土 、シルト質 
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甕棺（第24図　図版18）
　上甕　大形の鉢である。口縁部は平坦で内側に短く突出するが外側への張り出しが顕著である。ほぼ完形
で、口径61.7㎝、器高41.5㎝、底径12.9㎝である。内外面とも板状工具ナデが確認できる。胎土はやや粗く
３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は灰黄褐色～浅黄色を呈し、焼成は良好である。底部外面から口縁部
に至る幅のある黒斑、反対側には内側が灰色、縁部分がはっきりした黒褐色を呈す円形黒斑が認められた。
　下甕　大形の甕で、長胴である。歪みがあり上面は傾く。口縁部は中央でやや膨らみのある水平面を持ち、
内側端部は短くつまみ出し、外側端部は分厚く広い面を持っている。胴部下位に突出度の高い断面三角形突
帯が２条巡る。粘土帯の積み幅は10㎝前後である。口径65.1㎝、器高113.6㎝、底径12.4㎝を測る。内外面
ともに板状工具ナデがみられる。胎土は粗く４㎜以下の砂粒を含む。色調は浅黄橙色を呈し。焼成は良好で
ある。胴部上位にかなり離れて楕円形の２点支持黒斑、その底部付近に部分的に接地面黒斑が認められる。
20号甕棺墓（第３・７図　図版９）
　調査区中央、標高36.8ｍで検出した。大きく削平を受けた箇所で下層の一部が残存していた。９号土坑を
切っている。墓壙の検出規模は176×108㎝の楕円形を呈し、深さは40㎝である。成人棺下甕の一部のみが残
存していた。甕棺の主軸はN－69°－Wで、埋地角度はほぼ水平かと考えられる。
甕棺（第25図　図版９）
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。底部を欠き、口縁部から胴部下半まで約1/4周の残存である。
口縁部はT字状を呈し、内側への発達がみられ、上面はやや外側に傾く。内側端部、外側端部ともに面を持つ。
擬口縁上部に板状の粘土をのせて下部に貼り付け粘土を充填して成形し、肥厚する。胴部下位に断面三角形
突帯が２条巡る。口径60.4㎝、残存高72.7㎝である。内面には板状工具ナデ、外面にハケメがみられる。胎
土はやや粗く２㎜以下の砂粒を含む。色調は橙色を呈し、焼成は良好である。
21号甕棺墓（欠番）
　当初、甕棺墓と考えて掘削したが残りが悪く甕棺墓か不明。土坑扱いとするために欠番とした。
22号甕棺墓（第3・12図　図版９）
　調査区南西端、標高35.4ｍで検出した。上甕は根による攪乱で壊されている。19号甕棺墓・32号甕棺墓を
切っている。墓壙の検出規模は90×48㎝の長楕円形を呈し、深さは44㎝である。小形甕を利用した接口式小
児棺で、墓壙を斜め下方に掘り下げて下甕を挿入する。合口部の側面に暗赤褐色粘質土で目貼りをしている。
甕棺の主軸はN－49°－Eで、埋地角度は26°である。人骨は遺存していない。
甕棺（第33図　図版９）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径34.65㎝、器高36.4㎝、
底径7.8㎝を測る。胴部内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒を
やや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。胴部外面に黒斑を有す。
口縁部上面に短い１条のヘラ記号様の工具圧痕がある。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径32.95㎝、器高
37.95㎝、底径8.55㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の
砂粒をやや多く含む。色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。底部内面に黒斑がみられる。口縁部上面
に短い３条のヘラ記号様の工具圧痕がある。
23号甕棺墓（第３・15図　図版10）
　調査区南東側、標高37.0ｍで検出した。墓壙上位に根攪乱がある。墓壙は２段掘りである。１次墓壙は楕
円形を呈し、検出規模は186×124㎝、深さは120㎝である。北側の二次墓壙は、平面長円形で92×76㎝、深
さ18㎝の規模である。二次墓壙は緩やかに下がり北壁を40㎝程掘り込んでいる。土層堆積状況は粘質土が多
く堆積し、赤褐色粘土が互層状に入る。接口式成人棺で、上甕は甕の上半を打ち欠いている。合口部の側面
下部から上面にかけて粘質土で目貼りをしている。下部では赤褐色系粘質土が用いられ、上面では黄～淡褐
色粘質土が用いられる。甕棺の主軸はN－９°－Wで、埋地角度は33°である。全身骨が遺存していた。
甕棺（第25図　図版9・10）
　上甕　大形の甕の口縁部～胴部上位を打ち欠いて上甕として使用している。器高67.0㎝、復元底径11.3㎝
である。内面は板状工具ナデ、外面はハケメが確認できる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。
色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。体部外面中位から下位に縦に長い楕円形の黒斑を有す。
　下甕  大形の甕で、胴部中位にやや膨らみを持つ器形である。口縁部は断面Ｔ字状を呈し、内側端部、外
側ともにしっかりした面を有す。内傾する擬口縁の外側に粘土を貼りつけ、外側に傾く広い平坦面を創出す
る。口縁下に断面三角形の突帯、そして胴部中下位に突出度の高い２条の突帯が巡る。粘土帯の積み幅は８
㎝前後である。胴部の一部を欠くが、口径72.6㎝、器高106.2㎝、底径14.8㎝である。内面は器表面が磨滅
しており不明。外面は板状ナデがみられる。胎土はやや粗くで３㎜以下の砂粒を少量含む。色調は黄橙色を
呈し、焼成は良好である。胴部中位に２点支持黒斑の片方と底部に黒斑を有している。
24号甕棺墓（第3・10図　図版10）
　調査区南東側、標高35.2ｍで検出した。大きく削平を受けている箇所で、甕棺の上半まで削平されている。

－ 22 －



35.800ｍ

35.800ｍ

A A′

A A′

W E

土層

土層

ST19

小児棺

1

2

3

4

5

6

7

8

11

10

12

9

粘

根

ST10

調
査
区
外

調
査
区
外

 1　褐色系粘質土 （小児棺埋土）

 2　褐色系粘質土 （小児棺埋土）

 3　 （小児棺埋土、砂粒を多く含む）

 4　褐色粘質土 (1㎜以下砂粒・炭化物を含む）

 5　暗褐色粘質土 (0.5㎝大の炭化物・1㎜以下の

　　砂粒を含む、1㎝大の褐色粘土ブロックを含む） 

 6　暗赤褐色粘質土 (1㎜以下の砂粒を含む）

 7　暗褐色粘質土 (淡褐色粘土ブロックを含む） 

 8　暗赤褐色粘質土 (褐色粘土ブロックを含む）  

 9　赤褐色砂質土

10　赤褐色砂質土 （褐色粘土ブロックを含む）

11　暗褐色粘質土 

12　第9層と同じ 

 

1m0

第14図　19号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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 1　褐色粘質土 (1〜2㎜の砂粒を多く含む）

 2　赤褐色粘質土 (粘性強い）

 3　淡褐色粘〜砂質土 (2㎜以下の砂粒を多く含む）

 4　赤褐色粘質土 (1㎜以下の砂粒を含む）

 5　暗褐色粘質土 (1㎜以下の砂粒を含む）

 6　黄〜淡褐色粘質土 (シルト質を含む）  

第15図　23号甕棺墓　実測図（s＝１/20）

－ 24 －



墓壙の検出規模は210×88㎝程度の長円形を呈し、深さは60㎝である。接口式成人棺で、墓壙底はほぼ水平
になっており、北東側ではテラス部分が確認できる。甕棺の主軸はN－42°－Wで、埋地角度は4°程度と
思われる。人骨がわずかに遺存していた。
甕棺（第26図　図版19）
　上甕　大形の鉢である。口縁部は断面T字状を呈し、やや外側に傾く。擬口縁上部に板状の粘土を載せて
貼り付ける成形である。両端部は丸みを帯びている。口縁部から体部は約１／４の残存で、底部を欠く。復
原口径68.2㎝、残存高37.3㎝である。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜
以下の砂粒をやや多く含む。色調は橙色を呈し、焼成は良好である。
　下甕　大形の甕で、胴部中位に最大径がありふくらみのある器形である。口縁部は断面Ｔ字状を呈し、内
側端部は丸みを帯びた面、外側はしっかりした面を有す。肥厚する擬口縁の両側に粘土を貼り付けて水平面
をつくっている。口縁下に断面三角形の突帯、そして胴部最大径の下位に一見М字状と見える２条の低い三
角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は８㎝前後である。底部を欠き、口縁部から胴部は1/2の残存である。復元
口径63.4㎝、残存高95.4㎝である。器表面が荒れているが、内面はナデもしくは板状ナデ、外面は板状ナデ
がみられる。胎土は比較的精良で２㎜以下の砂粒を少量含む。色調はにぶい橙色を呈し、焼成は良好である。
黒色顔料が点的に残っており、黒塗りと考えられる。黒斑は胴部中央に広めの楕円形接地黒斑があるが中央
部分は被熱痕があり抜けている。
25号甕棺墓（第3・16図　図版10）
　調査区南東側、標高35.2ｍで検出した。大きく削平を受ける箇所で、甕棺の上半まで削平されている。１
号溝を切る。２段掘りと考えられる。１次墓壙は方形を呈すると考えられるが、規模は不明である。２次墓
壙は140×86㎝程度の長円形を呈し、深さは８㎝である。接口式成人棺で、墓壙底は甕棺の形状に合う傾き
となっている。甕棺の主軸はN－36°－Eで、埋地角度は14°程度と思われる。人骨の一部が遺存していた。
甕棺（第26図　図版19）
　上甕　口縁部は断面Ｔ字形の口縁部で、内側、外側とも端部に面を持つ。口縁部の成形は肥厚する擬口縁
の上部に板状の粘土をのせて貼り付ける。口縁部から体部上位を一部欠き、復原口径61.1㎝、器高42.2㎝、
底径9.85㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメ後板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く２㎜以
下の砂粒をやや多く含む。色調は橙色を呈し、焼成は良好である。口縁部上面に細い黒斑が３か所みられた。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。口縁部は水平面を持ち、やや外側に傾く、内側端部は丸みを帯
びた面、外側はしっかりした面を有す。肥厚する擬口縁の上部に板状の粘土をのせて、両側下部に貼り付け
粘土を充填して肥厚する。口縁下に断面三角形の突帯、そして胴部下位に一見М字状と見える２条の低い三
角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は８㎝前後である。底部を欠き、口縁部から胴部は1/2の残存である。復原
口径62.6㎝、残存高93.0㎝である。内面は丁寧なナデ、外面は板状ナデがみられる。胎土はやや粗く、３㎜
以下の砂粒を含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。胴部中位に２点支持の黒斑の片方、反
対側の胴部上位から中位に広く広がる黒斑や緋色の箇所がみられる。
26号甕棺墓（第3・12図）
　調査区南東側、標高35.1ｍで検出した。大きく削平を受けている箇所で、甕棺（下甕）の一部がかろうじ
て残存していた。上半まで削平されている。28号甕棺墓の北西側をわずかに切っている。墓壙の検出規模は
72×46㎝の楕円形を呈し、深さは20㎝である。小児棺で、墓壙底はほぼ水平である。甕棺の主軸はN－40°
－W程度で、埋地角度はほぼ水平と思われる。
甕棺（第32図）
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に広がる逆L字口縁である。約１/６の残存で、残存高32.2㎝である。
外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼
成は良好である。
27号甕棺墓（第3・17図　図版10）
　調査区南東側、標高35.2ｍで検出した。大きく削平を受けている箇所で、甕棺の上半まで削平されている。
２段掘りであるが、削平のため１次墓壙の南西側がなくなっている。１次墓壙は116×106㎝以上の方形を呈
し、深さは66㎝である。２次墓壙は154×90㎝程度の隅丸長方形を呈し、深さは６㎝程度残存している。北
東壁を54㎝程度掘り込んでいる。接口式成人棺で、墓壙底は甕棺の形状に合う傾きとなっている。甕棺の主
軸はN－69°－Eで、埋地角度は－６°程度と思われる。人骨の一部が遺存していた。
甕棺（第17図　図版10）
　上甕　口縁部は断面Ｔ字形の口縁部で、外側に傾く。内側は丸みを帯びた端部で外側は端部に面を持って
いる。口縁部の成形は肥厚する擬口縁の上部に板状の粘土をのせて貼り付けている。口縁部から体部下位の
一部、底部を欠く。復原口径65.4㎝、残存高18.6㎝である。内外面とも板状工具ナデがみられる。胎土はや
や粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。口縁部は水平面を持ち、やや外側に傾く。内側端部は丸みを帯
びた面、外側はしっかりした面を有す。擬口縁の上部に板状の粘土をのせて、両側下部に貼り付け粘土を充
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填して肥厚する。胴部下位に一見М字状と見える２条の三角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は７～８㎝前後で
ある。口径67.2㎝、器高101㎝である。内面は板状工具ナデ、外面は磨滅のためわからないが、底部付近に
ハケメ、そのほかはナデかと思われる。胎土は比較的精良で、２㎜以下の砂粒を少量含む。色調は黄橙色を
呈し、焼成は良好である。胴部中位に大きい長方形状の黒斑、反対側の胴部上位にも縦方向に広がる黒斑を
有す。
28号甕棺墓（第3・16図　図版11）
　調査区南東隅、標高35.2ｍで検出した。大きく削平を受けている箇所で、甕棺も破損している。26号甕棺
に北東側を一部切られている。墓壙は190×120㎝程度の長楕円形を呈し、深さは52㎝である。北東側には長
細いテラス面がみられる。接口式成人棺で、墓壙底は甕棺の形状に合う傾きとなっている。甕棺の主軸はN
－46°－Wで、埋地角度は水平（0°）と思われる。
甕棺（第27図　図版11）
　上甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。胴部上位から口縁部にかけてはやや内傾する。口縁部は水平面
を持ち、やや外側に傾く。内側端部は先が細くなり、外側は丸みを帯びた面を有す。外側にL字状に折れ曲
がる口縁に、内側に粘土を貼り足して水平面をつくっている。胴部中位に一見М字状と見える２条の低い三
角突帯が巡る。粘土帯の積み幅は７㎝前後である。底部を欠き、口縁部から胴部も一部欠く資料である。口
径66.0㎝、残存高61.4㎝である。内外面ともに板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く、２㎜以下の砂粒
を含む。色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。胴部上位に２点支持の黒斑、胴部下位に接地面黒斑が
みられる。部分的に黒色塗布物や光沢が残っており、黒塗りである。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。口縁部付近ではやや内傾する。口縁部はT字状を呈し、水平面
はやや外側に傾く。内側端部は丸みを帯びた面、外側は狭い面を有す。擬口縁の両側に粘土を貼り足して水
平面をつくる。胴部下位にМ字状の低い突帯が巡る。粘土帯の積み幅は下半では７～８㎝前後、上半では６
㎝単位である。口径65.0㎝、器高92.3㎝、底径12.9㎝である。内外面ともに板状工具ナデがみられる。胎土
は比較的精良で、２㎜以下の砂粒を少量含む。色調は橙色を呈し、焼成は良好である。胴部中位に２点支持
の楕円形黒斑、底部に接地面黒斑がみられる。その反対側の胴部上位には被覆部分の薄い黒斑がみられる。
29号甕棺墓（第3・17図　図版11）
　調査区南東隅、標高35.6ｍで検出した。大きく削平を受けている箇所で、甕棺も破損している。28号甕棺
と北東側でほぼ接している。墓壙は226×104㎝程度の長円形を呈し、深さは56㎝である。北東側でテラス面
を持っている。接口式成人棺で、墓壙底は甕棺の形状に合う傾きとなっている。甕棺の主軸はN－48°－Wで、
埋地角度は２°程度と思われる。人骨は遺存していない。
甕棺（第27図　図版19）
　上甕　口縁部は断面Ｔ字形を呈し、内側は丸みを帯びた端部で、外側は端部に面を持っている。口縁部の
成形は肥厚する擬口縁の両側にそれぞれ粘土を貼り付けて平坦面をつくっている。口縁部の一部を欠き、口
径66.7㎝、器高41.7㎝、底径10.4㎝を測る。内外面とも板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く３㎜以下
の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄褐色を呈し、焼成は良好である。とくに口縁部付近に黒色塗布物が
残り、黒塗りである。
　下甕　大形の甕で、長胴の器形である。胴部下位の突帯部分からふくらみをもって立ち上がる。口縁部は
断面T字形を呈し、やや外側に傾く。内側端部は丸みを帯びた面、外側は細い面を有す。肥厚する擬口縁の
両側に粘土を貼り足して水平面をつくっている。胴部下位に一見М字状と見える２条の三角突帯が巡る。粘
土帯の積み幅は10㎝前後である。口径60.6㎝、器高106.2㎝である。内外面ともに板状工具ナデがみられる。
胎土はやや粗く、３㎜以下の砂粒を含む。色調は明黄褐色を呈するがやや黒ずみ、黒塗りの影響かと考えら
れる。焼成は、外側は良好で、内側はやや不良である。胴部中下位に２点支持の黒斑、底部に接地面黒斑が
みられる。側面や上部にも薄い黒斑が分布する。
30号甕棺墓（第3・18図　図版11）
　調査区南東隅、標高35.4ｍで検出した。大きく削平を受けて、甕棺も破損している。29号甕棺と北側で接
し切られる。墓壙は180×90㎝程度の長円形を呈し、深さは56㎝程度である。東側でテラス面を持つ。接口
式成人棺で、墓壙底は甕棺の形状に合う傾きとなっている。甕棺の主軸はN－73°－Wで、埋地角度は水平
に近いと思われる。人骨がわずかに遺存していた。
甕棺（第27図　図版19）
　上甕　口縁部は断面Ｔ字形を呈し、内側は丸みを帯びた端部で発達し、外側への張り出しは弱く、端部は
面を持っている。口縁部の成形は肥厚する擬口縁の上部に板状の粘土をのせて貼り付けている。口縁下に断
面三角形の突帯を巡らす。口縁部から体部の多くと底部を欠き、復原口径64.1㎝、残存高27.5㎝である。内
外面とも板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を
呈し、焼成は良好である。体部外面に黒斑を有す。
　下甕　大形の甕で長胴の器形である。胴部下位の２条突帯部分からふくらみをもって立ち上がる。口縁部
は断面T字形を呈する。内側端部は丸みを帯び、外側は面を有す。肥厚する擬口縁の両側に粘土を貼り足
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して水平面をつくる。粘土帯の積み幅は７㎝前後である。口縁部～胴部は１/４の残存で、突帯以下は残存す
る。復元口径60.0㎝、器高102.5㎝である。磨滅により調整は不明。胎土はやや粗く、３㎜以下の砂粒を含む。
色調はにぶい黄橙色で、焼成は良好である。胴部上位に２点支持の黒斑、胴部下位に接地面黒斑がみられる。
31号甕棺墓（第3・19図　図版11・12）
　調査区南西端、標高35.4ｍで検出した。一部調査区を拡張した。墓壙上部で根攪乱がみられ、12号甕棺墓、
40号甕棺墓、12号甕棺墓に切られ、34号甕棺墓を切る。墓壙は２段掘りである。１次墓壙は隅丸方形状と考
えられ、検出規模は130×110㎝程度、標石からの深さは最大で120㎝である。平面図では南側に大きいテラ
ス部分を図示しているが、土層断面図でみるように、細かい数段の段差がみられる。北側の二次墓壙は、平
面長円形で170×100㎝以上、深さ18㎝の規模である。二次墓壙は中央が深く、甕棺の形状に沿っており、北
西壁を60㎝以上掘り込む。土層断面は調査区壁面に近く十分な角度で設定できていない。堆積状況は甕棺の
上位に淡赤褐色粘質シルトがのっている。１次墓壙の積土がよく観察できる断面となっているが、最深部の
12層が置土で甕棺を固定し、その後８～11層が堆積する。７層で広く埋めて水平を保った後、４～６層が堆
積する。３層は特徴的な層で赤褐色粘質土と白砂の互層となっている。その後１・２層の水平堆積が行われ、
標石をのせている。甕棺墓に伴う土饅頭は１層からうかがえる層厚20㎝程度のもの、もしくは当時は２層を
含めての盛土であったのだろうか。接口式成人棺で、合口部の下部から側面、側面から上面にかけて赤褐色
粘土で目貼りをする。甕棺の主軸はN－11°－Eで、埋地角度は－１°である。人骨が遺存していた。
甕棺（第28図　図版19）
　上甕　大形の鉢である。底部からラッパ状に開く器形で、口縁部は鋤先状を呈し、歪みが著しい。肥厚す
る擬口縁の両側に粘土を貼り付けて平坦面をつくっている。ほぼ完形で、口径68.5㎝、器高37.5㎝、底径
10.1㎝である。内外面とも板状工具ナデが確認できる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色
調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。底部付近内外面に黒斑を有す。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形で高さがある。口縁部は水平面を持ち、やや外側に傾く。内側端部は細
く丸みを帯び、外側端部はしっかりした面を有す。口縁部は顕著に肥厚する。胴部中下位に高さのある突帯
が２条巡る。粘土帯の積み幅は６～８㎝前後である。口径77.3㎝、器高117.1㎝、底径14.2㎝である。内外
面ともに板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く、２㎜以下の砂粒を含む。色調は明黄褐色を呈し、焼成
は良好である。突帯下全体が広く黒斑となっており、反対側はやや薄い黒斑である。
32号甕棺墓（第3・20図　図版12）
　調査区南西端、標高35.0ｍで検出した。一部調査区を拡張した。墓壙上部で根攪乱がみられ、15号甕棺墓、
19号甕棺墓、22号甕棺墓、37号甕棺墓に切られている。墓壙検出規模は100×92㎝以上、深さは最大で138㎝
である。東壁へ52㎝の掘り込みがあり、下甕を挿入する。なお、横穴部分は墓壙底から10㎝程度上がった部
分から掘り込みがみられる。堆積状況は甕棺の上位に淡赤褐色粘質土が広い範囲でのっている。その後も数
回に分けて粘質土の埋土が確認できる。接口式成人棺で、合口部の下部から側面、側面から上面にかけて赤
褐色粘土で目貼りをする。甕棺の主軸はN－71°－wで、埋地角度は６°である。人骨が遺存していた。
甕棺（第28図　図版20）
　上甕　大形の鉢である。口縁部は平坦で外側に発達し、内側に短く太く張り出す。口縁部の両側に粘土帯
を貼り付けて成形する。体部を一部欠損し、口径64.6㎝、器高36.6㎝、底径10.25㎝を測る。内面は板ナデ、
外面はハケメ、口縁部上面はハケメが確認できる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調浅
黄橙色を呈し、焼成は良好である。口縁端部の一部とその反対の胴部にやや広め楕縦長円形の黒斑を有す。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。口縁部は断面T字状を呈し、やや外側に傾く。内側端部、外側
端部ともに丸みを帯びた面を有す。胴部下位に三角形突帯が２条巡る。粘土帯の積み幅は７～８㎝前後である。
口径67.2㎝、器高106.0㎝、底径13.4㎝である。内外面ともに板状工具ナデがみられる。胎土は粗く、４㎜
以下の砂粒を多く含む。色調は明黄褐色を呈し、焼成は良好である。突帯付近に不整形に広がる黒斑と底部
の黒斑があり接地面黒斑であろう。反対側の胴部上位には広い範囲で薄い黒斑がみられた。
33号甕棺墓（第3・17図　図版20）
　調査区北西側、標高35.2ｍで検出した。調査区を拡張したが、工事掘削による崖面部分で十分な調査は出
来ていない。甕棺墓上部が割れており、土砂が入り込んでいた。13号甕棺墓に近接する。墓壙の検出規模は
140×84㎝の楕円形を呈し、深さは96㎝である。本来は２段掘りであり、１次墓壙が作業の安全上検出しき
れていない。大形の甕と鉢を使用した接口式成人棺である。合口部の側面から上面にかけて黄褐色粘質土で
目貼りをしている。甕棺の主軸はN－33°－wで、埋地角度は38°である。全身骨が遺存していた。
甕棺（第28図　図版20）
　上甕　口縁部は断面Ｔ字形を呈し、内側により発達する。内側は丸みを帯びた端部で、外側は端部に面を
持っている。ほぼ完形で、口径60.9㎝、器高38.85㎝、底径10.15㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハ
ケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好
である。口縁部から体部にかけて横に広がる黒斑を有す。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。口縁部は断面T字形を呈し、内側により発達する。内側端部は
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丸みを帯び、外側端部はしっかりした面を有す。擬口縁上部に板状の粘土をのせて、両側下部に貼り付け粘
土を充填して成形している。胴部下位に三角形突帯が２条巡る。粘土帯の積み幅は７～８㎝前後である。口

第18図　30・37・38・40号甕棺墓　実測図（s＝１/20）

－ 30 －



35.500ｍ

35.500ｍ

A A′

A A′

土層
土層

S N

ST31

根カクラン

1

2

3

4

56

7

8

9

10
11

12

13

標石

14

根

赤褐色粘土

根

赤褐色粘土

 1　暗赤褐色粘質土

 2　褐色砂質土

 3　赤褐色土と白砂互層

 4　褐色砂質土

 5　淡褐色粘砂

 6　暗褐色粘砂 

 7　暗褐色粘質土 

 8　暗赤褐色粘質土

 9　暗褐色粘質土

10　黄褐色粘質シルト 

11　赤褐色粘質土 

12　にぶい赤褐～黄褐色粘質シルト 

13　赤褐色粘質土 （1㎜以下の砂粒含む）

14　淡赤褐色粘質シルト （1㎜以下の砂粒含む）   

 

1m0

標石

第19図　31号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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径64.2㎝、器高99.1㎝、底径11.7㎝である。内面は板状工具ナデ、外面はハケメ、板状工具ナデがみられる。
胎土はやや粗く、２㎜以下の砂粒を含む。色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。つくりや調整が少し
雑である。黒色顔料が部分的に残っており、黒塗りである。胴部中位に２点支持の黒斑、底部に接地面黒斑
があり、その反対側胴部上位に狭い範囲で被覆部分の黒斑がみられる。
34号甕棺墓（第3・21図　図版13）
　調査区北西側、標高34.9ｍで検出した。12号甕棺墓の下層から検出された。12号甕棺墓、31号甕棺墓、19
号甕棺墓に切られている。２段掘りと考えられ、１次墓壙は南側にあったものと考えられる。２次墓壙の検
出規模は110×82㎝の楕円形を呈し、深さは68㎝である。北側ではテラス面を数か所確認できる。
　上甕は下甕内に転落しており、人骨自体もその衝撃で大きく動いている。接口式成人棺で、合口部の側面

第20図　32号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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から下部にかけて赤褐色粘質土で目貼りをしている。上面にも本来は目貼り粘土があったものと考えられる。
甕棺の主軸はN－31°－Eで、埋地角度は54°である。非常に傾斜が強い。人骨が遺存していた。
甕棺（第29図　図版20）
　上甕　大形の鉢である。口縁部は平坦で外側に発達し、内側に短くつまみ出している。口縁部の外側に粘
土を貼り足して平坦面を広くしている。ほぼ完形で、口径56.55㎝、器高38.9㎝、底径10.3㎝を測る。内面
は板ナデ、外面はハケメが確認できる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調浅黄橙色を呈
し、焼成は良好である。体部外面に縦に長い黒斑を有す。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。胴部上位から口縁部にかけてはやや内傾する。口縁部は断面Ｔ
字形を呈し、内側により発達している。内側端部、外側端部ともにはしっかりした面を有す。口縁部は擬口
縁に板状の粘土をのせて、その外側にも粘土を貼り足して水平をつくり、内側には貼り付け粘土を充填する。
口縁部下に断面М字状の突帯を巡らす。胴部中下位に高さのある突帯が２条巡る。粘土帯の積み幅は７㎝前
後である。口径66.8㎝、器高101.1㎝、底径11.0㎝である。内面は板状工具ナデ、外面はハケメ、板状工具
ナデがみられる。胎土はやや粗く、２㎜以下の砂粒を含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。
典型的な２点支持黒斑が確認できる。
35号甕棺墓（第3・12図　図版13）
　調査区中央、標高37.2ｍで検出した。墓壙上部は削平を受ける。墓壙の検出規模は92×40㎝以上の楕円
形状と考えられ、深さは42㎝である。接口式小児棺で、墓壙底は中央が緩やかにくぼみ、甕棺の形状に沿う。
甕棺の主軸はN－40°－Wで、埋地角度は水平（０°）である。
甕棺（第33図　図版22）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。口縁部から胴部にかけて一部欠損し、
口径30.3㎝、器高38.65㎝、復原底径8.3㎝を測る。胴部内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎
土はやや粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。底部にモミ・種
子圧痕多数が確認できる。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側にやや突出した逆L字口縁である。口縁部から胴部の一部と底部を
欠く。口径32.4㎝、器高33.2㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土は粗く４㎜以
下の砂粒をやや多く含む。色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。
36号甕棺墓（第3・12図）
　調査区北西端、標高36.9ｍで検出した。調査区を拡張して調査した。付近には樹木根があり、苦労した。
４号甕棺を切っている。墓壙の検出規模は130×56㎝の楕円形を呈し、深さは42㎝である。中形甕と壺を利
用した覆口式中形棺である。壺の上半を打ち欠いて蓋としている。墓壙を斜め下方に掘り下げ、下甕を挿入
していたと思われる。甕棺の主軸はN－79°－Eで、埋地角度は14°である。人骨の一部が遺存していた。
甕棺（第30図　図版22）
　上甕　大形の壺体部上半から口縁部を打ち欠いて使用している。体部最大径付近には断面М字状突帯を巡
らせている。突帯部径49.6㎝、器高36.8㎝、復原底径11.6㎝を測る。体部内外面は板状工具ナデがみられる。
胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。底部外面
にイネわら状圧痕を持つ。体部外面上位に黒斑あり。体部外面中位から下位に赤色顔料かがみられる。丹塗
り土器である可能性も考えられる。
　下甕　中形の甕である。口縁部は内側にやや突出した逆L字口縁である。口縁下に断面三角形の突帯を巡
らす。ほぼ完形で、口径47.4㎝、器高60.5、底径10.8㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみら
れる。胎土はやや粗く３㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい橙色を呈し、焼成は良好である。胴部
中位には縦に長い楕円形の黒斑とその反対側にやや小さい方形状の黒斑がみられる。胴部内面下位にはコゲ、
外面中位には帯状に煤が付着している。
37号甕棺墓（第3・18図　図版13）
　調査区南西端、標高35.4ｍで検出した。調査区を拡張して調査した。墓壙上部は削平を受けている。32号
甕棺墓を切る。墓壙の検出規模は40×42㎝以上の楕円形状と考えられ、深さは40㎝である。接口式小児棺で、
墓壙を斜め下方に掘り下げ、北壁で18㎝程度掘り込んで下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－15°－Wで、埋
地角度は36°である。
甕棺（第34図　図版22）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁でやや上面は緩やかに膨らみを持つ。胴部中
位に断面かまぼこ形の突帯を巡らす。ほぼ完形で、口径30.35㎝、器高33.9㎝、底径8.6㎝を測る。胴部内面
は板状工具ナデ、口縁部付近は横走行のハケメ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒
をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。底部外面に黒斑、種子圧痕が確認できる。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁で外側にやや垂れ下がる。胴部中位に断面三
角形の高い突帯を持つ。ほぼ完形で、口径32.6㎝、器高36.45㎝、底径8.6㎝を測る。内面は板状工具ナデ後
ハケメ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を
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呈し、焼成は良好である。胴部外面下位に黒斑を有す。
38号甕棺墓（第3・18図　図版14）
　調査区南西端、標高35.6ｍで検出した。調査区を拡張して調査した。40号甕棺墓、31号甕棺墓を切ってい
る。墓壙の検出規模は64×58㎝の円形を呈し、深さは78㎝である。接口式小児棺で、墓壙を斜め下方に掘り
下げ、下甕を深く挿入する。甕棺の主軸はN－45°－Wで、埋地角度は42°である。
甕棺（第34図　図版22）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。胴部を一部欠損する、口径33.0㎝、
器高38.2㎝、底径8.05㎝を測る。胴部内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜
以下の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい黄橙色を呈し、焼成は良好である。底部に種子圧痕かがみられる。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に細く突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径34.65㎝、器
高38.6㎝、底径7.9㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の
砂粒をやや多く含む。色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。胴部中位から底部外面にうすい黒斑を有す。
39号甕棺墓（第3・21図　図版14）
　調査区中央、標高35.0ｍで検出した。調査区中央部分の段造成の影響を受け、墓壙自体は大きく削平され
ている。かろうじて、下甕は原位置を保っている。上甕は造成によって掻き出された形で検出され、人骨も
同様に動いていた。２段掘りと考えられ、２次墓壙の掘り込みが北東壁へ68㎝程度確認できる。接口式成人
棺で、甕棺の主軸はN－34°－Eで、埋地角度はほぼ水平である。人骨の一部が遺存していた。
甕棺（第29図　図版20）
　上甕　大形の鉢である。口縁部は平坦でやや外側に傾く。外側に発達し、内側に短く張り出す。ほぼ完形
で、口径58.5㎝、器高40.4㎝、底径11.35㎝を測る。内外面ともに板ナデが確認できる。胎土はやや粗く２
㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調にぶい橙色を呈し、焼成は良好である。底部に黒斑、種子圧痕を有す。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形である。胴部上位から口縁部にかけてはやや内傾する。口縁部は断面Ｔ
字形を呈し、水平面は外側にやや傾く。内側端部は丸みを帯び、外側端部はしっかりした面を有す。口縁部
は擬口縁の両側に粘土を貼り足して水平面をつくっている。口縁部下に三角形突帯を巡らす。胴部中下位に
三角形突帯が２条巡る。粘土帯の積み幅は６㎝前後である。口径58.0㎝、器高98.8㎝、底径11.8㎝である。
内外面とも丁寧な板状工具ナデがみられる。胎土はやや粗く、２㎜以下の砂粒を含む。色調は浅黄色を呈し、
焼成は良好である。外面に広い範囲で楕円形状に広がる黒斑があり、内面もほぼ黒斑が広がっている。意識
的かどうかわからないが黒い発色となっている。
40号甕棺墓（第3・18図　図版14）
　調査区南西端、標高35.4ｍで検出した。調査区を拡張して調査した。墓壙上部は削平を受けている。31号
甕棺墓を切り、38号甕棺墓に切られている。墓壙の検出規模は60×54㎝以上の楕円形状と考えられ、深さは
44㎝である。接口式小児棺で、墓壙を斜め下方に掘り下げ、下甕を挿入する。甕棺の主軸はN－85°－Wで、
埋地角度は42°である。人骨の一部が遺存していた。
甕棺（第34図　図版22）
　上甕　小形の甕である。口縁部は内側に突出した逆L字口縁である。ほぼ完形で、口径34.65㎝、器高
38.75㎝、底径8.9㎝を測る。胴部内面は板状工具ナデ、外面はハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下
の砂粒をやや多く含む。色調はにぶい橙色を呈し、焼成は良好である。他の小児棺と比べて赤味が強い。胴
部内面下位から底部内面に黒斑を有す。
　下甕　小形の甕である。口縁部は内側に細く突出した逆L字口縁で、口縁下に断面三角形の突帯を巡らす。
ほぼ完形で、口径34.0×35.9㎝（楕円形）、器高42.1㎝、底径8.4㎝を測る。内面は板状工具ナデ、外面は
ハケメがみられる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調は橙色を呈し、焼成は良好である。
他の小児棺と比べて赤味が強い。胴部内面下位から底部内面には黒斑を有す。
41号甕棺墓（図版14）
　調査区の南東進入路付近の崖面に位置する。標高36ｍ付近で検出した。緊急で取り上げたために写真記録
のみである。甕棺墓の主軸は北東―南西方向である。接口式成人棺である。人骨が一部遺存していた。
甕棺（第29図　図版20）
　上甕　大形の鉢である。口縁部は逆L字状を呈し、やや外側に傾く。擬口縁の上部に粘土をかぶせて平坦
面を持つように成形している。口縁部～体部を一部欠損し、復原口径53.0㎝、器高34.35㎝、底径10.0㎝を測る。
内面は板状工具ナデ、外面はハケメが確認できる。胎土はやや粗く２㎜以下の砂粒をやや多く含む。色調浅
橙色を呈し、焼成は良好である。かなり、器壁が薄く作られている。
　下甕　大形の甕で、砲弾型の器形で高さがある。口縁部は断面Ｔ字形を呈し、やや外側に傾く。内側端部
は丸みを帯び、外側端部は丸みを帯びた面を有す。肥厚する擬口縁の両側に粘土を貼り足し、水平面をつくっ
ている。胴部下位に三角形突帯が２条巡る。粘土帯の積み幅は７～８㎝前後である。口縁部から胴部にかけ
て約１/２の残存で、復元口径59.6㎝、器高108.1㎝、底径11.4㎝である。内面は板供工具ナデ、外面はハケメ
がみられる。胎土はやや粗く、３㎜以下の砂粒を含む。色調は浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。
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第21図　34・39号甕棺墓　実測図（s＝１/20）
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第22図　甕棺（大形棺）実測図①[ST04・ST07]（s＝１/10，1・2はS=1/6）
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第23図　甕棺（大形棺）実測図②[ST10・ST11・ST12]（s＝１/10）
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第24図　甕棺（大形棺）実測図③[ST13・ST16・ST19]（s＝１/10）
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第25図　甕棺（大形棺）実測図④[ST14・ST20・ST23]（s＝１/10）
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第26図　甕棺（大形棺）実測図⑤[ST24・ST25・ST27]（s＝１/10）
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第27図　甕棺（大形棺）実測図⑥[ST28・ST29・ST30]（s＝１/10）
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第28図　甕棺（大形棺）実測図⑦[ST31・ST32・ST33]（s＝１/10）
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第29図　甕棺（大形棺）実測図⑧[ST34・ST39・ST41]（s＝１/10）
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第30図　甕棺（中形棺）実測図[ST02・ST08・ST36]（s＝１/６・１/８）
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第31図　甕棺（小形棺）実測図①[ST01・ST03・ST05・ST06]（s＝１/６）
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第32図　甕棺（小形棺）実測図②[ST09・ST15・ST17・ST26]（s＝１/６）
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第33図　甕棺（小形棺）実測図③[ST18・ST22・ST35]（s＝１/６）
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第34図　甕棺（小形棺）実測図④[ST37・ST38・ST40]（s＝１/６）
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３．溝状遺構
　調査区の北東斜面で間断をもち、甕棺墓列に沿う形でみられた溝状遺構である。調査区端にあたること、
段造成によって形成された急峻な崖面の上に位置することなどから、調査は難航したが、その出土遺物や出
土状況から甕棺墓に伴う祭祀溝であると考える。

１号溝（第3・35図　図版15）
　調査区の南東端、標高36.6ｍで検出された。北西への延長は段造成によって消え、北東側の一部は調査
区外に及ぶ。検出長は４ｍ55㎝、最大幅は１ｍ、深さは95㎝程度である。溝は北西―南東方向に走っている。
検出した中央部分から北西で深く下がる形状である。長細い土坑状の掘り込みが重なるような形かもしれな
い。中央部分から北西方向では上層や底付近から土器が出土している。埋土は、暗赤褐色～淡褐色土である。
　出土遺物（第37図　図版23）
　樽型甕（１・２）、丹塗無頸壺（３）、広口壺頸部～体部（４）が出土した。広口壺と無形壺は土層断面図
にもあるように最上層からの出土である。樽型甕は上・中層と下層出土のものが接合した。
　樽型甕（１・２）は同一個体と考えられる。口縁部下位と胴部中位、下位に断面三角形の突帯がめぐる。
無頸壺（３）は正位で据え置かれたように出土した。一部のみの欠損である。口縁部上面、体部外面にミガ
キが密に施されている。広口壺（４）は口縁部と底部を欠く資料で、頸部のつけねに断面三角形の突帯１条、
体部最大径の上位にМ字の２条突帯がみられる。
２号溝（第3・36図　図版15・16）
　調査区の中央、標高37.3～36.8ｍで検出された。北側は出来るだけ調査区を拡張したが、一部は調査区外
に及ぶ。溝の南東側は段造成によって大きく削平され、崖面となっている。足場を作っての調査は難航した。
検出長は５ｍ20㎝、幅は42㎝から56㎝以上、溝の深さは北西側から階段状に下がっていき、50～65㎝程度で
ある。溝は北西―南東方向に走っている。北西部分で大量の土器が出土している。下位の土器群は正位を保っ
ており、特に広口壺⑬と筒形器台⑮は据えられた状態といえる。その上位には横位の壺⑨⑩⑯などが多くみ
られる。埋土は暗赤褐色～淡褐色土である。
　出土遺物（第37・38図　図版23）
　広口壺（４）は出土状況図⑮にあたり、体部を一部欠損する。素口縁で体部上位にМ字突帯を有し最大径
となっている。体部は肩が張り、強く屈曲して直線的に開く頸部を持つ。残存は悪いが、頸部には細い縦ミ
ガキ、外面には丹塗りの痕跡が確認できる。広口壺（５）は出土状況図⑯にあたり、ほぼ完形である。鋤先
状口縁で頸部下半にМ字突帯を有する。体部はやや肩が張り、緩い屈曲で頸部が立ち上がる。頸部は細い縦
ミガキ、体部上半は横ミガキ、下半は縦ミガキである。広口壺（６）は出土状況図⑨にあたり、体部上半を
一部欠損ある。鋤先状口縁で体部最大径とその上位に断面三角形突帯を有する。体部は肩が張り、強く屈曲
して短い頸部が立ち上がる。広口壺（９・12・13）は出土状況図⑭⑰にあたり、破片資料であるが同一個体
の可能性が高いと判断した。素口縁で肩部付近にМ字突帯を有し最大径となっている。体部は肩が張り、ラッ
パ状に広く口縁部を持つ。肩部には９本１単位の沈線による施文がある。丹塗り土器である。長頸壺（７）
は出土状況図①にあたり、体部中位に最大径を持つ器形で、短い口縁部が直に立ち上がる。白色精良胎土で
丹塗り土器である。体部は細かい横ミガキ、頸部は縦ミガキがみられる。無頸壺（８）は出土状況図⑦にあ
たり、大きく欠損する。体部中位から上位に張りを持つ器形である。口縁部の屈曲は弱い。丹塗り土器であ
る。高坏（14）は出土状況図④にあたり、坏部の1／2を欠損する。椀形の坏部で口縁部は水平に折れ曲がる。
脚部は比較的高さがあり、裾部分は短く開く。磨滅しているが、脚部には縦ミガキがみられる。坏部から脚
部にかけて丹塗りが施される。透かしは切り取った面に稜がみられるので複数回の切り取りが行われたと考
えられ、切り取り部分には赤色顔料が付着していない。鍔部はやや外側に傾いて、くの字状に屈曲、短い上
端部となっている。外面は細かい縦ミガキ、丹塗りが施されている。筒形器台（16）は出土状況図の⑤にあ
たり、脚裾部を欠くがその他は3／4残存している。透かしはなく脚が長い。（15）よりも高さのある筒形
器台である。脚部分は真っすぐに立ち上がり、鍔部で大きく開き、広い鍔部を有する。鍔部から上端部へも
高く立ち上がる。外面は細かい縦ミガキ、丹塗りが施されている。そのほか、丹塗り土器甕口縁部（３：出
土状況図⑱）、丹塗り壺底部（12：出土状況図⑥）、丹塗り樽型甕底部（11：出土状況図⑩）が出土している。
３号溝（第3・35図　図版16）
　調査区の中央、標高37.8ｍで検出された。北側は出来るだけ調査区を拡張したが、一部は調査区外に及ぶ。
溝の南東側は段造成によって大きく削平され、崖面となっている。検出長は２ｍ98㎝、幅は62㎝以上、溝の
深さは25～37㎝程度である。溝は北西―南東方向に走っている。土器片や礫が出土している。埋土は淡褐色
土である。
　出土遺物（第38図）
　甕口縁部（１・２）、樽型甕底部（５）が出土した。
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 1　暗褐色砂質土 (2〜3㎜大砂粒を含む）
 2　淡赤褐色砂質土 (2〜3㎜大砂粒を含む）
 3　赤褐色土 (2〜3㎜大砂粒を含む） 
 4　淡赤褐色砂質土 (1㎜以下の砂粒を含む） 
 5　淡褐色土 (1㎜以下の砂粒を含む）

第35図　１・３号溝　実測図（s＝１/25）

－ 50 －



第36図　２号溝　実測図（s＝１/25）
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第37図　祭祀溝出土土器実測図①[SD01・SD02]（s＝１/４，2はS=1/8）
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第38図　祭祀溝出土土器実測図②[SD02・SD03]（s＝１/４・１/６）
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４．土坑

１号土坑
　当初、４号甕棺墓に隣接する別遺構（土坑）と判断し掘削を進めたが、調査区壁面の土層を観察すると明
確に、４号甕棺墓と１号土坑の線引きが出来なかった。最終的に、４号甕棺墓と同一の掘り込みと判断した。
４号甕棺墓の入棺時における葬送行為に伴う丹塗り土器が出土している。4号甕棺墓の項目で報告する。
２号土坑（第3・39図）
　調査区北東側、標高36.7ｍで検出した。10号甕棺墓を切っている。検出規模は134×108㎝の方形を呈し、
深さは24㎝程度である。埋土は赤褐色土である。東隅に直径20㎝程、深さ34㎝のピットがみられた。出土遺
物はみられない。
３号土坑（倒木痕）【欠番】
４号土坑（第3・39図）
　調査区北東側、標高36.8ｍで検出した。ST08・ST14を切る。埋土はブロック土を含む淡黄褐色土である。
出土遺物はみられない。
５号土坑（倒木痕）【欠番】
６号土坑（第3・39図）
　調査区中央の段造成内に位置し大きく削平を受けている。検出面の標高は35.0ｍ前後である。７号土坑を
切る。平面は楕円形を呈し、長軸196㎝、短軸166㎝、深さ30㎝程度の浅い土坑である。北側には細いテラス
面があり、底面に至る。底面中央は長円形に一段低くなっており、周囲がテラス面を形成する。埋土は赤褐
色粘質土である。原位置を保っていない器高70㎝前後の甕胴部から底部が出土しており、甕棺墓の下部のみ
が残存し、中形棺の破片が出土した可能性を考える。検出時には甕棺墓壙かと考えて掘削したが、棺体を検
出できなかったため、土坑として報告する（旧21号甕棺墓）。
　出土遺物（第42図）
　甕胴部から底部片（４）が出土した。底部はほぼ残存するが、胴部は１／４周の残存である。内面底部付
近は指頭圧痕が多く残り、上位では板状工具ナデで消されている。外面はハケメ後板状工具ナデである。
７号土坑（第３図）
　調査区中央の段造成内に位置し大きく削平を受けている。検出面の標高は35.0ｍ前後である。６号土坑に
切られる。隅丸長方形を呈し、長軸120㎝、短軸88㎝、深さ10㎝程度の浅い土坑である。埋土は赤褐色粘質
土である。遺物の出土はみられない。
８号土坑（第３図）
　調査区中央の段造成内に位置し、大きく削平を受けている。検出面の標高は35.4ｍである。大形の甕２個
体と大型の鉢が出土している。甕棺墓であれば原位置を保っていない。また、下甕に相当する大形甕が２個
体あることから、造墓時に前の甕棺に影響し、それらを整理、もしくは廃棄した土坑であると考えた。
　出土遺物（第42図　図版24）
　大形甕（１）が出土した。口縁部を欠いている。やや丸みを帯びた器形で、胴部下位に２条の三角形突帯
を有す。底径11.0㎝、残存高63.1㎝である。大形甕（３）は口縁部から胴部下位を大きく欠く資料である。
砲弾系の器形で、断面T字形の口縁部を持つ。胴部中下位に２条の三角形突帯を持つ。粘土帯の積み幅は７
～８㎝である。復元口径72㎝、器高さ107.4㎝、底径13.6㎝を測る。内面は板状工具ナデがみられた。大型
鉢（２）は底部を欠き、約２／３の残存である。内側に細く突出する。水平口縁を持つ。内外面とも板状工
具ナデがみられる。復元口径64.9㎝、残存高16.65㎝である。
９号土坑（第3・39図　図版16）
　調査区中央の段造成内に位置し大きく削平を受けている。20号甕棺墓の底面下から検出された。検出面の
標高は35.3ｍ前後である。隅丸方形を呈し、検出面で長軸128㎝、短軸100㎝、深さ70㎝程度の土坑である。
底面から内傾して立ち上がり、埋土は赤褐色粘質土から砂質土である。遺物の出土はみられない。
　形状から貯蔵穴の可能性を考える。
10号土坑（第3・39図）
　調査区南東側の標高36.8ｍ付近の斜面に位置し、23号甕棺墓に切られる。平面は不整方形を呈し、長軸
160㎝、短軸124㎝、深さ最大100㎝程度の土坑である。壁は底面から大きく広がって立ち上がる。埋土は淡
褐色粘質土～明赤褐色砂質シルトで、水平堆積である。
　丹塗り土器壺や高坏脚部片の出土がみられることや同一の標高で祭祀溝や祭祀土坑が連続することから祭
祀土坑の可能性が考えられる。
　出土遺物（第41図）
　広口壺口縁部（１）と体部片が出土した。丹塗り磨研土器である。いずれも破片であり詳細は不明である
が、砂粒の入り方が異なるので、別個体の可能性がある。内面・外面ともミガキで仕上げられており、外面
では暗文風の規則正しい非常に細いヘラミガキが確認できる。
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 1　淡褐色粘質土 (1㎝以下の砂粒を含む、5㎜大の炭化物混じる）

 2　暗茶褐色粘質土 (1㎜以下の砂粒を含む）

 3　明赤褐色粘質シルト (サラサラ）

 4　明淡褐色〜明赤褐色砂質シルト (2㎜以下の砂粒を含む）

第39図　２・６・９・10号土坑　実測図（s＝１/40）
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11号土坑（倒木痕）【欠番】
12号土坑（倒木痕）【欠番】
13号土坑【欠番】
14号土坑（第3・40図　図版16）
　調査区南東側の標高36.8ｍ付近の斜面に位置する。祭祀溝と考えられる１号溝・２号溝間に位置している。
平面は長円形を呈し、長軸169㎝、短軸88㎝、深さ最大89㎝の土坑である。東側では床面から20㎝程度下が
る部分があり、締まりのない黒色土が堆積していた。根攪乱によるものと考えている。壁は底面から広がっ
て立ち上がり、埋土は淡褐色から暗褐色砂質土である。水平堆積である。
　東側では上層に素口縁の広口壺が横位で出土し、その下層に無頸壺が正位で出土した。西側では、別個体
の突帯を持つ壺体部片が出土している。いずれも丹塗り土器である。祭祀土坑と考えられる。
　出土遺物（第41図　図版24）
　広口壺（3・4）と無頸壺（２）、突帯を持つ壺体部片が出土した。いずれも丹塗り磨研土器である。広
口壺は口縁部１／６、体部１／２程度の残存である。口縁は素口縁で、球胴に肩が張る器形を持ち、屈曲し
てやや短い頸部となっている。外面頸部縦ミガキ、体部以下横ミガキである。内面は頸部横ミガキで、体部
以下は指オサエ・ナデか。無頸壺（２）は体部の中位に最大径があり緩やかに屈曲する。完形である。口縁
部は短く水平に張り出す口縁で、内側にも少し突出する。この２者は２㎜以下の砂粒を多く含んでおり、器
表が荒れて、丹塗りも剥落しつつある。М字突帯を持つ壺体部片は精良胎土である。体部片の北側で同じ精
良胎土の壺頸部片が出土しており、同一個体と考えられる。横走行のミガキの上にかなり細い沈線の連続に
よる縦方向の施文がある。13本以上の沈線による文様体で、４か所に文様体があったかと考えられる。
15号土坑（第３図）
　調査区東端の標高36.8ｍ付近の斜面に位置する。今回の一連の開発工事によって大きく削平されており、
土器が壁面から露出している状況であった。祭祀土坑もしくは溝の可能性がある。規模は不明。本調査の範
囲にはかかっていないが、崩落の恐れもあるので露出している土器を取り上げている。
　出土遺物（第41図　図版24）
　広口壺（５～９）、無頸壺（11）、筒形器台（10）他が出土した。広口壺（８）は非常に大形の壺である。
体部下半から底部を欠く資料で１／２程度の残存である。体部は肩が張っており、最大径部分と肩部の２箇
所のМ字突帯が貼りつけられている。体部から大きく屈曲し、外方に開く頸部を持つ。屈曲部には突帯を施
している。口縁部は鋤先状で端部に刻目を施している。器表面は磨滅しており不鮮明であるが、外面体部に
は横走行のミガキが確認できる。体部内面の頸部接合部付近には併行する条痕の単位がみられ、当て具痕か
と思われる。復原口径52.2㎝、体部最大（突帯部）径33.25㎝、残存高37.65㎝を測る。無頸壺（11）は完形
で、丸みを帯びた器形を持つ。口縁部はくの字状に折れ曲がる。丹塗り土器で底部付近には赤色顔料の上に
黒色物が付着している。器表面は剥落が著しく、黒色付着物が前面に及ぶものかはわからない。外面は横走
行のミガキ、内面は指押さえ後ナデである。広口壺（９）は体部以下を欠く資料で１／２程度の残存である。
内側への突出が弱い水平口縁で比較的短い頸部である。器表面は摩耗するが、外面肩部では横走行のミガキ、
内面頸部には板状ナデが確認できる。広口壺（７）は底部を欠く資料で1／4程度の残存である。口縁部は
素口縁でしっかりとした面を持つ。体部は肩が張っており、屈曲して大きく開く頸部を持つ。丹塗り土器で、
器表面は比較的残りが良く、内外面に横走行のミガキがみられ、外面頸部には屈曲部から口縁に向けて６本
１単位の暗文が施される。丹塗り土器である。広口壺（５）は体部以下を欠く資料で、１／４程度の残存で
ある。口縁部は素口縁でしっかりとした面を持つ。頸部は体部から直立して立ち上がり、その後大きく外方
へ開き口縁部に至る。器表面は比較的残りが良く、内外面に横走行のミガキがみられ、外面頸部には屈曲部
から口縁に向けて４～９本１単位の暗文が施される。丹塗り土器である。広口壺（６）は底部を欠く資料で、
口縁部は１／２程度の残存、体部は全周残存している。口縁部は素口縁でしっかりとした面を持つ。頸部は
体部から直立して立ち上がり、その後大きく外方へ開き口縁部に至る。体部の最大径部分にМ字突帯が貼り
付けられている。器表面は比較的残りが良く、外面は体部横ミガキ、頸部縦ミガキ、内面は口縁部から体部
上半まで横ミガキが施される。丹塗り土器で内面はミガキ範囲まで塗られており、それ以下は赤色顔料が
垂れている。筒形器台（７）は脚部を欠く資料で上端部は１／４の残存である。鍔部以下の胴部が締まって、
脚部に向かって緩やかに広がる器形であろう。外面はタテミガキ、内面は指オサエナデで鍔部付近はヨコナ
デである。丹塗り土器である。ほかに汲田式甕棺口縁部片も出土している。
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第40図　８・14号土坑　実測図（s＝１/40）
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第41図　祭祀土坑出土土器実測図[SK10・SK14・SK15]（s＝１/４・１/６）
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第１表　津古牟田遺跡７出土土器観察表
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第２表　出土人骨一覧表

　 星 野 宙 也 1）・ 米 元 史 織 4)5)・ 山 下 理 呂 1）・ 足 達 悠 紀 1）・ 諸 岡 初 音 2）・ 唐 尚 暉 2）・ 永 島 さ く ら 2）

・ 出 見 優 人 2）・ 小 髙 蒼 大 3）・ 松 尾 樹 志 郎 1）・ 中 野 真 澄 1）・James Frances Loftus Ⅲ 1）・ 舟 橋 京 子 5） 6）

　 　 　 　1) 九 州 大 学 地 球 社 会 統 合 科 学 府

2） 九 州 大 学 文 学 部

3） 九 州 大 学 共 創 学 部

4) 九 州 大 学 総 合 研 究 博 物 館

5） 九 州 大 学 ア ジ ア 埋 蔵 文 化 財 研 究 セ ン タ ー

6) 九 州 大 学 比 較 社 会 文 化 研 究 院

は じ め に
　 小 郡 市 津 古 牟 田 遺 跡 第 7 次 調 査 に お い て 弥 生 時 代 の 人 骨 が 出 土 し、 調 査 を 担 当 し た 小 郡 市 教 育 委
員 会 よ り 九 州 大 学 大 学 院 比 較 社 会 文 化 研 究 院 へ 人 骨 調 査 の 依 頼 が あ っ た。 そ の た め、 舟 橋 京 子 ・ 冨
田 貴 啓 （現 ・ 北 海 道 教 育 庁 生 涯 学 習 推 進 局 文 化 財 ・ 博 物 館 課）・ 星 野 宙 也 が 現 地 に 赴 き、 人 骨 の 調
査 お よ び 取 り 上 げ を 行 っ た。 人 骨 は そ の 後 九 州 大 学 ア ジ ア 埋 蔵 文 化 財 研 究 セ ン タ ー ・ 比 較 社 会 文 化
研 究 院 へ と 搬 送 さ れ、 整 理 ・ 分 析 を 行 っ た。 以 下 に そ の 結 果 を 報 告 す る。
　 分 析 に あ た っ て、 人 骨 の 年 齢 推 定 は、 成 年 人 骨 に つ い て 恥 骨 結 合 面 は Brooks and Suchy(1990)・
Sakaue（2006）、 耳 状 面 は Lovejoy(1985)、 歯 牙 の 咬 耗 は 栃 原 （1957） を 用 い、 性 別 の 判 定 に は、 頭 蓋 ・
骨 盤 に つ い て Buikstra and Ubelaker(1994) の 方 法 を 用 い た。 年 齢 の 表 記 に 関 し て は、 九 州 大 学 医 学 部
第 二 解 剖 学 教 室 編 集 の 『日 本 民 族 ・ 文 化 の 生 成 2』（九 州 大 学 医 学 部 第 二 解 剖 学 教 室 編 1988） 記 載
の 区 分 に 従 い、 乳 児 0-1 歳、 幼 児 1-6 歳、 小 児 6-12 歳、 若 年 12-20 歳、 成 年 20-40 歳、 熟 年 40-60 歳、
老 年 60 歳 以 上、成 人 20 歳 以 上（詳 細 は 不 明）と す る。 齲 歯 の 観 察 基 準 は 石 川 ほ か（1986）に 従 っ た。
　 な お、 人 骨 は 現 在、 九 州 大 学 大 学 院 比 較 社 会 文 化 研 究 院 古 人 骨 ・ 考 古 資 料 収 蔵 室 に 保 管 さ れ て い
る。 ま た、 出 土 人 骨 一 覧 表 は 以 下 の 通 り で あ る （第 ２ 表）。

1. 出 土 状 態

第４章　津古牟田遺跡第７次調査の埋葬状態と形質的特徴
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【ST01】第 46 図
　合口甕棺の下甕底部付近から頭蓋骨が、その直下の甕の底部直上から四肢骨・椎骨がまとまって
出土している。頭蓋骨は顔面を北に右側頭部を上に向けており、頭蓋骨の東側から下顎骨が咬合面
を上に、オトガイを北に向けた状態で出土している。頭蓋骨と下顎骨の位置関係から、埋葬時は咬
合状態にあったが軟部組織の腐朽に伴い頭蓋骨が側方にたおれ、下顎骨が外れたと考えられる。頭
蓋骨の東側から椎弓片が、下顎の周囲から歯牙が散乱した状態で出土している。
　頭蓋直下から下腿と考えられる長管骨片、および大腿骨が東西方向に長軸を揃えて出土してい
る。大腿骨は下腿の北側から、近位を北東、後面を上に大腿骨近位を北東、後面を上に向けた状態
で出土しており、その上から椎弓が出土している。
　頭蓋骨が下甕の四肢骨片の直上から出土していること、大腿骨が近位を東・上甕側に向けている
こと、上甕と下甕に高低差があることから、軟部組織の腐朽後に下甕に頭蓋骨が転じたと考えられ
る。
　以上の出土状況から、本人骨は合口甕棺の下甕に足から挿入され、頭位を南東に向けた状態で埋
葬されたと推定される。詳細な埋葬姿勢は、四肢骨の保存状態が良好でないこと、甕の底部から出
てきた 2 匹のカエルによって骨が攪乱されている可能性があるため不明である。
【ST04】（第 46 図）
　合口甕棺の上甕口縁部付近から頭蓋骨および椎骨・上肢骨が、下甕中央部付近から下肢骨が出土
している。頭蓋骨は顔面を南、側頭部を上に向けた状態で出土しており、頭蓋骨の北西側から下顎
骨が咬合面を上に、オトガイを北西に向けた状態で出土している。また、下顎骨の周辺から頸椎が
出土している。このことから埋葬時には顔面を北西あるいは西側に向けて埋葬されたが軟部組織の
腐朽に伴い、頭蓋骨が後方へ転落したと考えられる。
　頭蓋骨西側から左上腕骨が近位を南東側に向けた状態で出土しており、左上腕骨の骨体中央部直
上から左肩甲骨が烏口突起を南西に向け前面を上面にした状態で出土している。右上腕骨は、頭蓋
骨の北西側から近位を南東に向けた状態で出土している。左右の上腕骨は、ともに近位を南東に向
け、前面を上にして出土している。そのため、おおむね相対的位置関係を保って出土していると考
えられる。しかし、前腕骨が左右ともに遺存していないため、埋葬時の腕の状態については不明で
ある。
　下肢は、下甕の北側から右大腿骨が近位を東、前面を上に向け、その南側から左大腿骨が近位を
南東、前面を上に向け出土している。右脛骨は右大腿骨の西側から近位を北東、前面を上にした状
態、左脛骨は左大腿骨の北側から近位を南西に向け、外側を上にした状態で出土している。左腓骨
は左大腿骨の遠位端上部から近位を北東に前面を上にした状態で出土している。左下腿は軟部組織
の腐朽に伴いより下方へ転落したと考えられるが、左右大腿骨や右脛骨はおおよその相対的位置関
係を保ち、膝を立てて屈した状態であると考えられる。
　以上の出土状況から、本人骨は頭位を南東に向け、合口甕棺の下甕に足から挿入されたと考えら
れる。埋葬姿勢については仰向けで、膝を屈した仰臥屈葬であったと推定される。
【ST07】（第 46 図）
　合口甕棺の上甕からほぼ全身が、下甕から下肢骨の末端部分が出土している。合口甕棺の北西側、
下甕の底部側から、頭蓋骨が顔面を南東やや左に傾けた状態で出土しており、上下顎は咬合状態を
保っている。頭蓋骨の北西側から中手骨が 1 点出土している。
　全身のいずれの関節もほぼ関節状態を保っている。右上腕骨の北東側から右尺骨が近位を南西側
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に向け、右橈骨は近位を南に向け、回内した状態で出土している。肘関節部分は残存していないが、
上腕骨と前腕骨の相対的な位置関係は正しい。また、左胸郭内から右の手骨が、中手骨が南側、基
節骨が北側の位置関係で出土していることから、右前腕に関しては解剖学的位置関係をおおむね保
ち、左の胸腔上に手を置いた状態で埋葬されたと考えられる。左尺骨は上腕遠位の南側に位置し、
近位を北側、外側を上に向け、上腕骨との相対的な位置は正しい。一方、左橈骨は近位を南西、遠
位を肘側である北東に向けており、左橈骨のみ解剖学的位置から逸脱し、近・遠位が逆になって出
土している。左尺骨は回内した状態で出土していることから、軟部組織の腐朽に伴い左尺骨の南側
に左橈骨が転落する可能性は考えられるが、その場合においても、近・遠位が本来の向きと逆にな
るということは想定しがたい。また、右橈骨近位・左尺骨の遠位側下位より左手根骨が出土してい
る。左手骨はほとんど遺存していないが、左前腕に関しては、腹腔上に手を置いた状態で埋葬され
たと考えられる。
　下肢は、いずれの関節も関節状態を保っており、左右膝関節ともに北東側に位置する。膝を立て
た状態で埋葬され、軟部組織の腐朽に伴い左右の膝関節は左側に倒れたと考えられる。
　以上の出土状況から、本人骨は、頭位を北西、仰臥の状態で、合口甕棺の下甕に頭から挿入され
たものと考えられる。上肢は、肘を屈曲し右手を左の胸部に、左手を右の腹部に置いた状態で、下
肢は股関節および膝関節を屈した仰臥屈葬であると推定される。左橈骨の出土状況に関しては別項
で検討する。
【ST10】（第 47 図）
　合口甕棺の下甕からほぼ全身骨が出土し、下肢の末端の一部のみが上甕から出土している。頭蓋
骨は下甕から出土しており、頭位は南東に向けた状態である。頭蓋骨は顔面を上甕側（北西）に向
け、下顎骨は頭蓋骨の下位、やや北東側から出土している。上下顎は咬合状態を保っておらず、上
顎の歯牙が、上部胸椎付近直下から出土している。このことから、軟部組織の腐朽に伴い頭蓋骨が
前方に転じたものと考えられる。
　躯幹骨は、頭蓋骨の北西側から頸椎・胸椎・腰椎・仙骨がほぼ関節状態を保って出土している。
右肋骨は、おおむね関節状態を保っていると考えられる。左肋骨は椎骨の南西側から出土している
が保存状態が良好ではないため関節状態にはない。胸骨柄は、本来の位置である胸椎上から大きく
動き左上腕骨の遠位側上位、右大腿骨遠位端の下位から出土している。
　上肢について、左鎖骨と左肩甲骨は、頭蓋骨の直下から出土している。右鎖骨は下顎骨の北側か
ら出土しており、その下から右肩甲骨が出土している。右上腕骨は、頭蓋骨の北西側から、近位を
南東、前面を上に向け出土している。右橈骨は、右肋骨の直上から、椎骨に沿うように近位を北西、
背面を上に向け出土している。右尺骨は、近位を右上腕の遠位端の上位にのせ、遠位を南西側、背
面を上に向けた状態であり、遠位側は右大腿骨の遠位側下位から出土している。左上肢はすべて長
軸を北西 - 南東にそろえて出土している。左上腕骨は頭蓋骨の西側から近位を南東、前面を上に向
けた状態で出土している。左尺骨・左橈骨は近位を北西、背面を上に向けた状態で出土している。
この出土状況より、上肢は肘関節を強屈し、手を肩関節部分においた状態で埋葬されていたと考え
られる。
　下肢の出土状況については、左右の寛骨は仙骨と関節状態を保ち出土している。下肢はおおよそ
長軸を北西 - 南東にそろえて出土している。右大腿骨は右寛骨の西側から、近位を北西、背面を上
に向け出土している。右大腿骨頭と右寛骨の関節状態は保たれていないが近接した位置から出土し
ている。右脛骨は右大腿骨の西側から、近位を南東、前面を上に向けた状態で出土している。右脛
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骨の直下から右腓骨が近位を南東に向け脛骨と長軸をそろえた状態で出土している。右脛骨遠位の
南西側、上甕から右距骨・右第１中足骨・右第２中足骨が出土している。左大腿骨は右腓骨の下、
左寛骨の西側から出土し、近位を北西、背面を上に向けた状態で出土している。左大腿骨の西側か
ら左脛骨が近位を南東、前面を上に向け大腿骨と長軸をそろえた状態で出土している。左腓骨は、
左脛骨遠位付近に左腓骨遠位が出土し、遠位端の南側、左脛骨の直下から骨体部が出土している。
　以上の出土状況より、本人骨は頭位を南東側に向け、合口甕棺の下甕に頭から挿入され、両肘関
節・両膝関節・股関節を強屈し、左右の手はそれぞれの肩関節付近にのせるような側臥屈葬の状態
で埋葬されたと推定される。左距骨・左舟状骨・中足骨・胸骨の移動に関しては別項で検討する。
【ST12】
　本人骨の遺存状態は良好ではなく、埋葬姿勢などは不明である。
【ST13】（第 47 図）
　合口甕棺の上甕から頭蓋骨と上肢骨、下甕から下肢骨が出土している。上甕の南側から頭頂骨が
内面を上にした状態で、頭頂骨の南東から右側頭骨が内側を上にした状態で出土している。頭頂骨
と側頭骨の間から右橈骨が出土することから、頭蓋骨は軟部組織の腐朽に伴い大きく動き原位置を
保っていないと考えられる。
　頭蓋骨の北西から右尺骨が近位を北、前面を上に向けた状態で、頭頂骨の直上から右橈骨が近位
を西、前面を上にした状態で出土している。頭蓋の北東から左橈骨・左尺骨が近位を北西、前面を
上にした状態で出土している。したがって、上肢は左右の尺骨と橈骨が長軸方向をおおむね揃えた
状態で出土している。
　下甕から左右大腿骨が近位を北、前面を上に向けた状態で出土し、左大腿骨の直下から左脛骨が
前面を上に、大腿骨と長軸を揃えた状態で出土している。
　以上の出土状態から、上下肢はおおむね相対的な位置関係を保っていると考えられ、頭位北西の
仰臥位で、下肢をやや左側に傾けた状態で屈曲した状態であったと推定される。
【ST14】（第 48 図）
　合口甕棺に埋葬され、上甕から頭蓋骨と上肢骨が、下甕から下肢骨が出土している。頭蓋骨は、
顔面部を下甕側、北西に向け、後頭部を北東側に向けた状態で出土している。下顎骨が頭蓋骨の下
位、やや北西側から出土しており、上下顎は咬合状態ではない。頭蓋骨は軟部組織の腐朽に伴い、
やや南東側に動いたものと考えられる。
　頭蓋骨の西側から、右肩甲骨と右上肢骨が出土している。右肩甲骨は関節窩を上面に向け出土し、
右肩甲骨の北西側から右上腕骨は、近位を北東、前面を上に向け出土している。右上腕骨の西側か
ら右尺骨が上腕骨と長軸をそろえ、近位を南西に向けた状態で出土している。左上肢は、頭蓋骨の
南西側から長軸を北東 - 南西にそろえて出土している。このことから、上肢は肘関節を強屈し、肩
関節付近に手を置いた状態で埋葬されていたと考えられる。
　下肢は、左上肢の南西側から左大腿骨・左脛骨は長軸を北東 - 南西にそろえ、前面を上にした状
態で出土している。左下肢の南西側から右大腿骨が近位を北西、前面を上に向けた状態で出土して
いる。右大腿骨の南西側から右脛骨が長軸を大腿骨とそろえ出土している。このことから、左下肢
は、股関節・膝関節を仰臥位で強屈し、右下肢は膝を立てた状態で埋葬されたが軟部組織の腐朽に
伴い左側に倒れたと考えられる。
　以上の出土状況から、本人骨は頭位を北東側に向け、合口甕棺の下甕に足から挿入されたものと
考えられる。埋葬姿勢は仰向けで、肘関節を強屈し肩に手を置いた状態、左側の膝関節・股関節は
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強屈した状態、右は膝を立てた状態で埋葬された、仰臥屈葬位であったと考えられる。
【ST16】（第 48 図）
　合口甕棺の下甕から頭蓋骨から骨盤まで、上甕から下肢骨が出土した。頭蓋骨は顔面を南東に向
け、頭頂骨を北東、右側頭骨を上に向けた状態で出土している。下顎骨はオトガイを南東へ、歯冠
咬合面を上に向け、オトガイ付近が頭蓋骨の直下から出土している。頭蓋骨の下位から胸椎が、そ
れに連なった状態で腰椎・仙骨が解剖学的位置関係を保ったまま出土している。
　頭蓋骨の下位、やや西側から右鎖骨が、胸骨端を東に向けた状態で、その北西側から右肩甲骨が、
そのさらに北西側から右上腕骨が出土しており、右肩関節は相対的な位置関係を保っている。右上
腕骨は近位を北西、外側を上に向けた状態で出土しており、右上腕骨の遠位端の上に右橈骨・尺骨
が近位側をのせた状態で、近位を南西に向け、右尺骨は内側を上に、右橈骨は前面を上にした状態
で、右橈骨の遠位端が右尺骨に重なるように出土している。右肘関節を屈曲し、手を左胸部付近に
置いた状態であったと考えられる。左上腕骨は頭蓋骨頭頂部のやや東側から、近位を北、前面を上
にした状態で出土しており、左上腕骨よりも西側、頭蓋骨下位から左橈骨・左尺骨が近位をほぼ南
側に向けた状態で出土している。左橈骨は後面を上に、左尺骨は外側を上にした状態で、左橈骨が
より上腕骨側に位置している。左肘関節は強屈し、手を肩関節あたりにのせた状態であったと考え
られる。
　仙骨の左右から右寛骨・左寛骨が関節状態を保って前面を上に向け出土している。右腓骨が左寛
骨の東側から近位を北に向けて出土しており、右腓骨に一部重なるようにして右大腿骨が近位を南
西に、内側を上に向け出土する。右大腿骨の近位端は右寛骨の寛骨臼に近接し、関節状態をおおむ
ね保った状態であったと考えられる。さらに、右大腿骨の遠位側に重なるように近位を北側、前面
を上に向けた右脛骨が出土している。左大腿骨は、左寛骨の東側から近位を西側、内側を上にした
状態で出土し、大腿骨の遠位側に一部重なるようにして左脛骨が近位を北東、後面を上に向け、左
脛骨の下から長軸を揃えた状態で、左腓骨が近位を北東に向けて出土している。左腓骨と左脛骨が
おおむね位置関係を保ちながらも関節状態を維持していないことから、左右ともに膝を立てた状態
で埋葬され、軟部組織の腐朽に伴い左側に倒れたと考えられる。また、左右の脛骨遠位は上甕の南
側に近接しており、その南側から左右の足根骨がまとまって出土している。このことから左右の足
をそろえた状態であったと考えられる。
　以上の出土状況から、合口甕棺の下甕に仰向けで頭から挿入され、上肢は、右肘を屈し右手を左
胸部あたりにのせ、左肘は強屈した状態で手を肩にのせ、下肢は立膝の状態であったと考えられる。
埋葬姿勢は仰臥屈葬と推定される。軟部組織の腐朽後に下肢は左側に倒れたと考えられる。また、
頭蓋骨に関しては軟部組織腐朽に伴い、甕棺の傾斜に沿って前方に転じたものと考えられる。
【ST19】（第 49 図）
　本人骨は、合口甕棺の下甕から全身が出土している。下甕の東側、上甕口縁部付近から頭蓋骨が、
顔面を北西に、後頭骨を東側に向けた状態で出土している。頭蓋骨の下から下顎骨が、左側を西に
むけた状態で出土しており、上下顎はほぼ咬合状態である。頭蓋骨は軟部組織が腐朽する前にやや
北側に傾いたものと考えられる。
　甕の中央、頭蓋骨の南側から胸椎から腰椎・仙骨までが連なった状態で出土しており、その周辺
から肋骨が出土している。保存状態が良好ではないため関節状態にはないが、右肋骨は椎骨の右側、
左肋骨は椎骨の左側から出土している。また、胸椎北側から胸骨柄が出土している。
　下顎骨の西側からは左右鎖骨が出土しており、どちらも胸骨端を西側に向け胸椎付近によせた状
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態である。椎骨の南側から左上腕骨が出土しており、上腕骨と関節状態を保って左尺骨が遠位を西
に向けて出土している。左尺骨の上位からおよそ長軸を揃えた状態で左橈骨が出土している。左肘
関節は内側に軽く屈し前腕は回内位にあったと考えられる。頭蓋骨の下位、椎骨の北側から右上腕
骨が遠位を東側、前面を上に向けた状態で出土しており、右上腕骨の遠位付近から右橈骨が近位を
北側、後面を上に向けた状態で出土している。右橈骨の西側から右尺骨が近位を北西、内側を上に
向け出土しており、右尺骨と右橈骨の遠位は近接した状態である。右肘関節は躯幹骨側に屈し、前
腕は回内位である。腰椎付近から手の指の骨が数点出土している。
　左右寛骨は仙骨と関節状態を保って出土している。左大腿骨は左寛骨の上位、近位を南西側寛骨
臼付近に、外側を上に向けた状態で出土しており、左大腿骨の遠位側付近から近位を接した状態で
左脛骨が近位を北東、外側を上に向けた状態で出土しており、左腓骨が左脛骨に長軸を揃えた状態
で出土している。右大腿骨は大腿骨頭を寛骨臼に接した状態で近位を南西、背側を上に向けた状態
で出土しており、右大腿骨の遠位に近位を接して長軸を揃えた状態で右下腿の骨が近位を北東、内
側を上に向けた状態で出土している。右脛骨の遠位付近より足根骨がまとまった状態で出土してい
る。
　以上の出土状況より、合口甕棺に足から挿入され、頭位を東に仰臥位で埋葬されたと考えられる。
上肢は、右肘関節を躯幹側に屈し手を腹部上におき、左肘関節は軽く屈し手を腰のあたりに置いた
状態、下肢は股関節・膝関節左右ともに強屈し、右側に傾けた状態で埋葬されたと考えられる。
【ST23】（第 49 図）
　合口甕棺の下甕から人骨が出土している。頭蓋骨は下甕の南西側から右側頭部を上に向け、顔面
を北に向けた状態で出土している。下顎骨は、頭蓋骨の北東側からオトガイを東側、左側下顎骨を
上に、咬合面を西側に向けた状態で出土している。上下顎は咬合状態にはなく、顎関節も関節状態
を保っていない。本来頭位南向き、顔面北向きで埋葬されていたが甕の埋置角が急であったため、
軟部組織の腐朽に伴い頭蓋骨が大きく動いたと考えられる。
　下顎骨の北東側から右橈骨・左尺骨が近位を北東に向け、長軸を北東 - 南西に揃えた状態で出土
している。右橈骨の北西側から左橈骨が近位を東に向けた状態で出土し、左橈骨の南西側から左尺
骨が近位を南東に向け遠位を右尺骨の上位にのせた状態で出土している。左右ともに前腕は回内し
た状態と考えられる。このことから、左右の肘関節を屈曲させ、右手は肩関節部におき、左手は胸
部付近においていたと考えられる。
　左橈骨の北側から椎骨が連なった状態で出土し、第 4・第５腰椎は仙骨と関節状態を保ったまま
出土している。仙骨の北西側から左寛骨が仙骨と関節状態を保って出土している。
　左寛骨の東側から右大腿骨が近位を西側下方に向けて出土している。右大腿骨の北側から右脛骨
が近位を東側上方に向けて出土している。右脛骨の南側から右腓骨が出土している。また、左寛骨
の北側寛骨臼付近から左大腿骨が近位を南西側下方に向けた状態で出土しており、左股関節は関節
状態を保っていると考えられる。左大腿骨の北西側から、左脛骨・左腓骨が近位を北東上方に向け
背面を大腿骨側に向けた状態で出土しており、左膝関節は関節状態を保っていると考えられる。こ
のことから、本来は左右ともに立膝の状態で埋葬されたと考えられる。
　以上の出土状況より、本人骨は南を頭位にして足から下甕に挿入されたと考えられる。埋葬姿勢
は両腕を屈し、右手は肩関節付近に、左手を胸部付近に置いた状態で、立膝の仰臥屈葬位であると
考えられる。甕の傾斜に従って頭蓋が下甕の底部側に転じたものと推定される。
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【ST24】
　合口甕棺の上甕から人骨が出土している。本人骨の遺存状態は良好ではなく、骨片が残るのみで
あったため埋葬姿勢などは不明である。
【ST25】（第 50 図）
　合口甕棺の下甕から人骨が出土している。下甕底部付近南西側から頭蓋骨片が、下甕底部付近の
北東側から下顎骨片が出土している。頭蓋骨は残存状態が良好ではないが、残存する上顎骨と下顎
骨の位置関係から上下顎は咬合状態にあったと考えられる。
　下顎の東側から右上肢が出土しており、最も南側から前腕骨片と考えられる長管骨片が、その北
側から上腕骨片が、その北側から右尺骨が近位を東に、外側を上に向けた状態で出土している。右
尺骨の北側から手の基節骨が、左橈骨が近位を北東側に向けて出土している。右上肢は肘関節を強
屈し、手を肩関節部分に置いた状態であったと考えられる。
　右尺骨の北東側からは胸椎・腰椎・仙骨まで連なった状態で出土している。
　仙骨と解剖学的位置関係を保った状態で左右の寛骨が腹側を上に向けた状態で出土している。左
寛骨の上位、寛骨臼付近から左大腿骨が近位を北、後面を上に向けた状態で出土しており、遠位の
上方から左脛骨が近位を南に前面を上に向けた状態で出土している。左脛骨と長軸をそろえた状態
で左腓骨が出土している。右寛骨の東側から右大腿骨が長軸をおよそ南北に向けた状態で、右大腿
骨の東側から右脛骨・右腓骨が長軸をおよそ南北にむけた状態で出土している。
　以上の出土状況から、頭位を南西にむけ、仰向けの状態で頭から下甕に挿入されたものと考えら
れる。右肘関節は強屈し、手を肩関節に置いた状態、膝関節は立膝の状態で埋葬されていたものが、
左右下肢の軟部組織の腐朽に伴い、下肢が左側に倒れたと推測される。
【ST27】（第 50 図）
　合口甕棺の下甕から人骨が出土している。頭蓋骨は、顔面を西に、後頭部を東に向けた状態で、
上下顎は咬合状態を保っている。
　頭蓋骨の左右から左右の鎖骨がそれぞれ出土しており、ともに胸骨端を下甕の口縁方向に向けて
いる。右鎖骨の北側から右肩甲骨が、そのさらに北側から右上腕骨が近位を北東に向けた状態で出
土している。左鎖骨の南側から左上腕骨が近位を東に向けた状態で出土しており、左右の上腕骨は
ともに近位を東側に向け遠位をやや躯幹部分に寄せたような状態である。右尺骨と右橈骨は右上腕
骨の南西側から出土しており、橈骨がより上腕骨側に位置する。そのため、左右前腕は回内し、右
肘関節をやや軽屈した状態で出土しており、右手を骨盤付近にのせた状態と考えられる
　下肢は、右前腕の遠位端の下位より寛骨と考えられる骨片が出土している。右大腿骨が右前腕の
西側、寛骨片の北側から長軸を南北に向けた状態で出土しており、それと長軸をそろえて右脛骨が
出土している。左の大腿骨は寛骨片の南側から長軸を南北に向けた状態で出土している。寛骨片と
大腿骨の位置関係が近接すること、右大腿骨と右脛骨の位置関係から、股関節・膝関節を強屈して
いたと考えられる。軟部組織の腐朽に伴い膝が左右に倒れ開いた状態となったと考えられる。
　以上の出土状況から、頭位を東に向け、合口甕棺の下甕に仰向けの状態で頭から挿入され、埋葬
姿勢は、肘を軽く曲げ、手を腹腔あたりにのせ、膝を立てた仰臥屈葬位であると推定される。
【ST30】
　合口甕棺の下甕中央部から人骨が出土している。本人骨の遺存状態は良好ではなく、骨片が残る
のみであったため埋葬姿勢などは不明である。
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【ST31】（第 51 図）
　合口甕棺の下甕から人骨が出土している。甕の南側、下甕の口縁部付近から頭蓋骨が顔面を北東
側に向けて出土している。左下顎骨が外面を上に向けて出土しており、その東側から下顎体中央部
がオトガイを上に、咬合面を南西部に向けた状態で出土している。
　下顎骨の北西側から左上肢が出土しており、左上腕骨が近位を南西に向けて、左前腕が近位を北
東に向けて、頭蓋骨側から尺骨・橈骨・上腕骨の順で長軸をそろえて出土している。このことから、
左肘関節は強屈し、手を肩関節あたりに置いた状態であったと考えられる。左上肢の東側から右前
腕が近位を東に向け、長軸をそろえた状態で出土している。右上腕骨が残存していないが、前腕の
位置から右肘関節は腹側に屈し手を左腹腔あたりに乗せた状態であったと考えられる。
　右前腕の北側、遠位端の上位から左大腿骨が近位を北西、後面を上に向けた状態で出土している。
左大腿骨の近位周辺に寛骨片と考えられる骨片が出土している。左大腿骨の遠位付近におおよそ近
位を接する状態で左脛骨が近位を南、前面を上に向けて出土している。左脛骨の東側から右大腿骨
が近位を南、後面を上にして、右脛骨が近位を南、前面を上にした状態で出土しており、その付近
から右腓骨が出土している。このことから、左右の膝関節は関節状態を保って出土しており、膝を
強屈し右側に倒した状態であったと考えられる。
　以上の出土状況から、頭位を南西にして合口甕棺の下甕に足から挿入され、仰向けの状態で埋葬
されたと考えられる。埋葬姿勢は右肘を屈し右手を左腹腔上にのせ、左肘は強屈し手を肩関節にの
せた状態、下肢は膝関節を強屈し右側に倒した状態の、仰臥屈葬で埋葬されたと考えられる。
【ST32】（第 51 図）
　合口甕棺の下甕から人骨が出土している。頭蓋骨片が下甕の南東側、底部付近から出土している。
頭蓋骨の保存状態は良好ではないため上下顎の関節状態などは不明である。
　頭蓋骨の北西側から右上腕骨と考えられる長管骨片が出土しており、右上腕骨の西側から右尺骨
が近位を北、遠位を南に向けた状態で出土している。また、右橈骨が、右尺骨の西側に近接し、長
軸を東西にした状態で出土している。右前腕は、本来肘関節を軽屈して手を腹部付近に置いていた
ものが、軟部組織の腐朽に伴い崩落した際に尺骨と橈骨が肘関節を起点として別方向に動いたと推
定される。頭蓋骨の南西側からも左上腕骨が近位を南東に向けた状態で出土している。左上腕骨の
北西側から左尺骨が近位を西に向けた状態で、また左橈骨が左尺骨の北側から、左尺骨と近接し長
軸をそろえた状態で、近位を西に向けた状態で出土している。
　左橈骨の西側から仙骨片・左寛骨片が出土している。仙骨片・左寛骨片の北側から、左大腿骨が
近位を東に向けた状態で出土しており、さらにその北側から右大腿骨が近位を東に向けた状態で出
土している。大腿骨と寛骨の間から左脛骨が近位を東、後面を上に向けて出土している。左脛骨遠
位西側から左大腿骨頭が出土している。
　以上の出土状況より、頭位を南東に向け、下甕に頭から挿入された状態で埋葬されたと推定され
る。保存状態が良好ではないが、仰向けの状態で右肘関節を屈し、左右股関節・膝関節は強屈した、
仰臥屈葬位と考えられる。
【ST33】（第 52 図）
　合口甕棺の下甕から人骨が出土している。頭蓋骨は下甕の南東側から頭頂部を東に、後頭部を上
に顔面を下に向けて出土している。上顎骨は頭蓋骨の西側から咬合面を西に、前面を下に向けて出
土している。下顎骨は、右側のみ残存しており、下甕の北側からオトガイを北に、内側を上に向け
て出土している。上顎骨と下顎骨が離れた場所に位置することから顎関節は関節状態を保っていな
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い。 下 顎 骨 の 南 側、 頭 蓋 骨 と 下 顎 骨 の 間 か ら 椎 骨 ・ 肋 骨 が 出 土 し て い る。
　 下 顎 骨 の 西 側 か ら 右 鎖 骨 が 出 土 し て い る。 右 鎖 骨 の 南 側 か ら 右 上 腕 骨 が 近 位 を 北、 前 面 を 上 に 向
け た 状 態 で 出 土 し て い る。 右 上 腕 骨 の 南 東 側 か ら 右 尺 骨 が 近 位 を 北 西、 前 面 を 上 に 向 け て 出 土 し て
お り、 上 腕 骨 と 尺 骨 の 位 置 関 係 か ら 解 剖 学 的 位 置 関 係 を 保 っ て い る と 考 え ら れ、 肘 関 節 を 軽 く 屈 し
た 状 態 で あ る。 左 鎖 骨 は 下 顎 の 下 位 か ら 出 土 し て い る。 右 上 腕 骨 の 南 側 か ら 左 尺 骨 が 近 位 を 南 西、
内 側 を 上 に 向 け た 状 態 で 出 土 し て い る。 左 尺 骨 の 南 西 側 か ら 左 橈 骨 が 近 位 を 東、 後 面 を 上 に 向 け た
状 態 で 出 土 し て い る。 左 橈 骨 と 左 尺 骨 は 解 剖 学 的 位 置 関 係 を 保 っ て い な い。  　
　 右 尺 骨 の 南 側 か ら 右 寛 骨 が 出 土 し て い る。 右 寛 骨 の 西 側 か ら 右 大 腿 骨 が 近 位 を 東、 後 面 を 上 に 向
け た 状 態 で 出 土 し て お り、 右 股 関 節 は 関 節 状 態 を あ る 程 度 保 っ て い る と 考 え ら れ る。 右 大 腿 骨 の 南
東 側 か ら 右 脛 骨 が 近 位 を 南 西、 内 側 を 上 に 向 け た 状 態 で 出 土 し て い る。 右 脛 骨 の 南 東 側 か ら、 左 大
腿 骨 が 近 位 を 北 東、 後 面 を 上 に 向 け た 状 態 で 出 土 し て い る。 左 大 腿 骨 の 北 西 側 か ら、 左 脛 骨 ・ 左 腓
骨 が 近 位 を 南 西、 内 側 を 上 に 向 け た 状 態 で、 長 軸 を 南 西 - 北 東 に 揃 え て 出 土 し て い る。 こ の こ と か
ら、 左 右 膝 関 節 は 関 節 状 態 を 保 っ て い な い も の の、 本 来 は 立 膝 の 状 態 で あ っ た も の が 右 側 に 倒 れ た
と 考 え ら れ る。
　 以 上 の 出 土 状 況 よ り、 本 人 骨 は 北 を 頭 位 に し て 足 か ら 合 口 甕 棺 の 下 甕 に 挿 入 さ れ た と 考 え ら れ る
が、甕 の 埋 置 角 が 急 で あ っ た た め、軟 部 組 織 の 腐 朽 に 伴 い 頭 蓋 が 下 甕 側 に 落 ち 込 ん だ と 推 定 さ れ る。
埋 葬 姿 勢 は 仰 向 き で 右 肘 関 節 を 屈 し、 膝 を 立 て た 仰 臥 屈 葬 位 で あ る と 考 え ら れ る。
【ST34】（第 52 図）
　 合 口 甕 棺 の 下 甕 底 部 付 近 に か け て 人 骨 が 出 土 し て い る。 こ の 墓 は 上 甕 が 口 縁 部 側 を 上 に、 底 部 を
下 甕 底 部 に 向 け、 下 甕 の 底 部 付 近 に 落 ち 込 ん だ 状 態 で 検 出 さ れ て お り、 上 甕 の 口 縁 付 近 北 東 端 か ら
頭 蓋 骨 が 顔 面 を 南 東、 頭 頂 部 を 北 に 向 け た 状 態 で 出 土 し て い る。 歯 牙 は 上 甕 南 西 及 び 下 甕 内 に 散 乱
し た 状 態 で あ る。
　 上 甕 口 縁 部 東 端 直 下 か ら、 右 橈 骨 が 前 面 を 下、 近 位 を 南 西 に し た 状 態 で 出 土 し、 そ の 直 下 か ら 右
尺 骨 が 出 土 し て い る。 右 前 腕 は 長 軸 方 向 を 揃 え た 状 態 で 出 土 し 解 剖 学 的 位 置 関 係 を 保 っ て い る。 頭
蓋 骨 の 直 下 か ら 左 橈 骨 が 近 位 を 西 に 向 け た 状 態 で 出 土 し て い る。 右 前 腕 の 北 東 か ら 左 中 手 骨 が 近 位
を 北 西 に 向 け た 状 態 で 出 土 し て い る。
　 右 前 腕 の 東、 下 甕 内 か ら 右 大 腿 骨 が 遠 位 を 上 方 に 向 け 直 立 し た 状 態 で 出 土 し た。 右 大 腿 骨 の 北 西
か ら 左 大 腿 骨 が 遠 位 を 上 方 に 向 け 直 立 し た 状 態 で 出 土 し て い る。 右 大 腿 骨 の 直 下 か ら 右 脛 骨 が 背 面
を 上、 近 位 を 南 東 に し た 状 態 で 出 土 し て い る。 右 脛 骨 の 北 東 か ら 左 脛 骨 ・ 腓 骨 が 近 位 を 南 東、 背 面
を 上 に し た 状 態 で 出 土 し た。 左 右 大 腿 骨 は 遠 位 を 上 に し て 直 立 し た 状 態 で あ り、 左 右 脛 骨 ・ 腓 骨 は
近 位 を 南 側 に 向 け て 倒 れ て お り、 膝 関 節 は 関 節 状 態 を 保 っ て い な い が、 立 膝 の 状 態 で 埋 葬 さ れ、 軟
部 組 織 の 腐 朽 に 伴 い 脛 骨 が 東 側 に 倒 れ こ ん だ も の と 考 え ら れ る。 左 脛 骨 の 直 下、 右 脛 骨 の 北 西 か ら
右 距 骨 が 出 土 し て お り、 関 節 状 態 を 保 っ て い る。
　 上 顎 の 歯 牙 が 歯 槽 骨 と ま と ま っ て 下 甕 底 部 付 近 か ら 出 土 し て い る こ と、 前 腕 や 下 肢 骨 が お お む ね
関 節 状 態 を 保 つ こ と か ら、 軟 部 組 織 が 腐 朽 す る 前 に 上 甕 が 転 落 し 下 甕 の 中 に 落 ち 込 ん だ と 考 え ら れ
る。頭 蓋 や 上 肢 は 上 甕 の 転 落 に 伴 い 大 き く 動 い て い る が、下 甕 か ら 出 土 し た 肢 骨 は 原 位 置 を ほ ぼ 保 っ
て い る。
　 以 上 の 出 土 状 況 か ら、 本 人 骨 は 合 口 甕 棺 の 下 甕 に 足 か ら 挿 入 さ れ、 頭 位 を 南 西 に し、 仰 向 け で 膝
を 立 て た 仰 臥 屈 葬 位 の 状 態 で あ っ た と 推 定 さ れ る。

－ 69 －



（〇歯槽開放、×歯槽閉鎖、/ 欠損、△歯根のみ、・遊離歯、c 齲歯　以下同様）

【ST36】
　合口甕棺の下甕から部位不明の頭蓋骨片のみが出土しており、遺存状態が良好ではないことから
埋葬姿勢は不明である

【ST39】 
　合口甕棺の破損した上甕口縁部・胴上部および、比較的残りの良い下甕口縁部にかけて人骨が出
土している。頭蓋骨は上甕の北東側から顔面部を南西に、左側頭部を上に向けて出土している。頭
蓋骨の南西側から右尺骨が近位を北西に向けて出土している。右尺骨の南西側から右橈骨が出土し
ている。頭蓋骨の西側から、左尺骨・左橈骨が近位を南西、前面を上に向けた状態で長軸を南西 -
北東にそろえて出土している。
　頭蓋骨の北西側から右大腿骨が近位を南西、外側を上に向けた状態で出土している。右大腿骨の
南西側から右脛骨が出土している。下甕口縁部中央付近、左尺骨の南西側から左大腿骨が近位を北
東、背面を上に向けて出土している。また下甕口縁部西側、左大腿骨の西側から左脛骨が前面を上
に向けて出土している。　
　以上の出土状況より、本人骨は北東を頭位にして足から下甕に挿入されたと考えられる。右肘関
節を強く屈曲させていた可能性はあるものの、埋葬後に甕棺が崩れたことにより人骨が原位置を
保っておらず、詳細な埋葬姿勢は不明である。

【ST41】
　本人骨の遺存状態は良好ではなく、埋葬姿勢などは不明である。

2. 保 存 状 態
【ST01】
〔人骨所見〕
　本人骨の遺存状況は良好ではない。頭蓋骨は頭頂骨の一部と左側頭骨を除いて遺存している。下
顎骨は左側下顎体・枝が遺存している。残存歯牙の歯式は以下の通りある。

　躯幹骨は椎骨片 3 点・不明肋骨 1 点が遺存している。
　下肢骨の遺存状況は、右大腿骨の骨体部、その他、不明大腿骨片・不明腓骨片・不明脛骨片・指
骨片が遺存している。
〔性別と年齢〕
　性別は判定可能な年齢に達していないため不明である。年齢は椎骨が癒合していないこと、乳歯
の萌出状態と永久歯の形成状況から 3 歳前後の幼児と推定される。
〔特記事項〕
　眼窩にクリブラ・オルビタリアが確認される。

【ST04】
〔人骨所見〕
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　 本 人 骨 の 遺 存 状 態 は 比 較 的 良 好 で あ る。 頭 蓋 骨 は 前 頭 骨 と 後 頭 骨 右 側 と 頭 頂 骨、 右 側 頭 骨 が 遺 存
し て お り、 顔 面 部 は 左 側 の 眼 窩 上 縁、 頬 骨 を 除 い て お お む ね 遺 存 し て い る。 下 顎 骨 は 左 下 顎 枝 を 除
き ほ ぼ 完 存 し て い る。 残 存 歯 牙 の 歯 式 は 以 下 の 通 り で あ る。

歯 牙 の 咬 耗 度 は 栃 原 （1957） の 2 a゚-2 ｂ゚ で あ る。
　 躯 幹 骨 は、 第 １- ２ 頸 椎 と 第 ７ 頸 椎、 そ の 他 頸 椎 2 点 ・ 上 部 胸 椎 3 点 ・ 不 明 椎 骨 片 ・ 不 明 肋 骨 片
が 遺 存 し て い る。
　 上 肢 骨 の 遺 存 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る。 左 鎖 骨 は 近 位 端 以 外 が 遺 存 し て い る。 左 肩 甲 骨 は 関 節 窩
の 一 部 と 烏 口 突 起 が、 右 肩 甲 骨 は 関 節 窩 か ら 烏 口 突 起 ま で が 遺 存 し て い る。 左 右 上 腕 骨 は 骨 体 部 が
遺 存 し て い る。 右 橈 骨 は 手 根 関 節 面 を 除 く 遠 位 側 骨 体 部 が 一 部 遺 存 し て い る。
　 下 肢 骨 の 遺 存 状 況 は 以 下 の 通 り で あ る。 左 右 大 腿 骨 は 骨 頭 の 一 部 と 骨 体 部 は お お む ね 遺 存 し て い
る。 左 右 脛 骨 は と も に 内 側 上 関 節 面 か ら 骨 体 部 ま で が お お む ね 遺 存 し て い る。 左 腓 骨 は 骨 体 部 が お
お む ね 遺 存 し て い る。 そ の 他、 不 明 中 節 骨 と 思 わ れ る 骨 が １ 点 遺 存 し て い る。

〔性 別 と 年 齢〕
　 性 別 は 眼 窩 上 隆 起・乳 様 突 起 の 発 達 か ら 男 性 と 判 定 さ れ る。 年 齢 は 歯 牙 咬 耗 度 が 栃 原（1957）の 2 ゜
a-2 b゚ で あ る こ と か ら 熟 年 で あ る と 推 定 さ れ る。

〔特 記 事 項〕
　 鼻 骨 に 治 癒 し た 骨 折 の 痕 跡 が 認 め ら れ る。
　 上 顎 の 左 右 第 一 切 歯 間 に 過 剰 歯 が み ら れ る。 上 顎 左 側 第 一 小 臼 歯 の 歯 槽 窩 が 小 さ い こ と か ら 矮 小
歯 だ っ た 可 能 性 が あ る。
　 下 顎 左 側 第 二・第 三 大 臼 歯、 下 顎 右 側 第 二 大 臼 歯 は 齲 蝕 で あ る。 齲 蝕 の 進 行 度 は、 下 顎 左 側 第 二・
第 三 大 臼 歯 が C₂、 下 顎 右 側 第 二 大 臼 歯 が C₃ を 示 す。 下 顎 右 第 一 大 臼 歯 の 歯 槽 に 齲 歯 由 来 の 膿 胞 の
痕 跡 が み ら れ る。
　 左 右 脛 骨 と 左 腓 骨 に 骨 膜 炎 に よ る 肥 厚 が み ら れ る。

〔形 質 的 特 徴〕
　 頭 蓋 骨 は、 頭 蓋 最 大 長 が 175mm で 比 較 群 中 に お い て 最 小 の 値 を 示 す。 顔 高 が 124mm で 隈 ・ 西 小
田 弥 生 人 骨 と 近 似 す る。 鼻 幅 は 25mm で あ り、 比 較 群 中 で 最 小 の 値 を 示 す。 鼻 高 は 56mm で 比 較 群
中 に お い て 最 大 の 値 で あ る。 鼻 示 数 は 44.6 で 狭 鼻 型 を 示 す。 全 側 面 角 は 81.5°で 比 較 群 中 に お い て
最 小 の 値 を 示 し、 津 雲 ・ 吉 胡 人 骨 と 同 じ 値 で あ る。 歯 槽 側 面 角 は、81°で あ り、 比 較 群 中 で 最 大 の
値 で あ る。 前 眼 窩 間 幅 は 19mm で、 こ れ は 北 部 九 州 弥 生 人 骨 と 同 様 の 値 で あ り、 比 較 群 中 に お い て
中 間 的 な 値 を 示 す。 鼻 根 横 弧 長 は、27mm で あ り 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 鼻 根 湾 曲 示 数
は 70.4 で、 比 較 群 中 に お い て 最 小 の 値 を 示 し、 鼻 根 部 が や や 突 出 し て い る 傾 向 を 示 す が、 本 個 体 の
鼻 根 部 に 治 癒 し た 骨 折 所 見 が 認 め ら れ る こ と と 関 連 す る 可 能 性 も あ る。 鼻 根 最 小 幅 は 9.5mm で、 西
北 九 州 弥 生 人 骨 に 次 い で 2 番 目 に 大 き い 値 を 示 す。
　 下 顎 骨 は、 オ ト ガ イ 高 が 32mm で あ り、 比 較 群 中 で 小 さ な 値 を 示 す 一 方、 下 顎 枝 高 は 66mm、 下
顎 枝 幅 は 37.5mm を 示 し、 そ れ ぞ れ 比 較 群 中 で 二 番 目 に 大 き い 値、 な い し 最 大 の 値 を 示 す。
　 脛 骨 は、 栄 養 孔 位 最 大 径 は 39.3mm、 栄 養 孔 位 横 径 は 28.2mm、 栄 養 孔 位 周 は 105mm で い ず れ も 比
較 群 中 で 最 大 の 値 で あ り、 栄 養 孔 位 断 面 示 数 は 71.6 で あ り 比 較 群 中 で 中 間 の 値 を 示 す。 ヒ ラ メ 筋 線
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の 後 方 へ の 突 出 が や や 明 瞭 で あ る こ と も 一 つ の 要 因 で あ る が、 特 定 部 位 の 筋 発 達 と い う よ り む し ろ
脛 骨 が 全 体 的 に 太 い こ と に 起 因 す る。
【ST07】
〔人 骨 所 見〕
　 本 人 骨 の 保 存 状 態 は 極 め て 良 好 で あ る。 頭 蓋 骨 は 左 頬 骨 以 外 ほ ぼ 完 存 し て い る。 下 顎 骨 は 左 下 顎
体 を 欠 損 す る が ほ ぼ 完 存 し て い る。 残 存 歯 牙 の 歯 式 は 以 下 の 通 り で あ る。

歯 牙 咬 耗 度 は 栃 原 (1957) の 2 a゚-3 で゚ あ る。
　 躯 幹 骨 は、 椎 骨 は 完 存 し て お り、 左 肋 骨 10 点 ・ 右 肋 骨 10 点 ・ 胸 骨 が 遺 存 し て い る。 仙 骨 は 第 一
仙 椎 か ら 第 三 仙 椎 部 分 ま で と 耳 状 面 付 近 が 遺 存 し て い る。
　 上 肢 骨 の 残 存 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る。 左 鎖 骨 は 胸 骨 端 か ら 骨 体 部 に か け て 遺 存 し、 右 鎖 骨 は ほ
ぼ 完 存 し て い る。 左 肩 甲 骨 は 烏 口 突 起 と 関 節 窩 か ら 外 側 縁 が 遺 存 し、 右 肩 甲 骨 は 関 節 窩 か ら 烏 口 突
起 に か け て 遺 存 し て い る。 左 上 腕 骨 は 骨 体 部 と 上 腕 骨 滑 車 付 近 が 遺 存 し、 右 上 腕 骨 は 骨 頭 か ら 骨 体
中 央 部 あ た り ま で 遺 存 し て い る。 左 橈 骨 は 手 根 関 節 面 の 一 部 以 外 遺 存 し、 右 橈 骨 は ほ ぼ 完 存 し て い
る。 左 右 尺 骨 は 肘 頭 付 近 以 外 ほ ぼ 完 存 し て い る。 そ の 他、 右 手 骨 は 中 手 骨 4 点 ・ 基 節 骨 3 点 ・ 中 節
骨 5 点 ・ 末 節 骨 1 点 ・ 有 頭 骨 が 遺 存 し て い る。
　 下 肢 骨 の 残 存 状 況 は 以 下 の 通 り で あ る。 左 右 寛 骨 は 坐 骨 の 一 部 と 腸 骨 の 一 部 以 外 遺 存 し て い る。
左 大 腿 骨 は 外 側 顆 と 骨 体 部 が 遺 存 し、 右 大 腿 骨 は 大 腿 骨 頸 部 以 外 ほ ぼ 完 存 し て い る。 左 脛 骨 は 内 果
と 上 関 節 面 以 外 が 遺 存 し、 右 脛 骨 は 内 果 以 外 ほ ぼ 完 存 し て い る。 左 腓 骨 片 が 遺 存 し、 右 腓 骨 は 骨 体
部 が 遺 存 し て い る。 左 足 骨 は 第 一 か ら 第 三 中 足 骨 ・ 踵 骨 ・ 舟 状 骨 ・ 距 骨 ・ 内 側 楔 状 骨 ・ 中 間 楔 状 骨
が 遺 存 し、 右 足 骨 は 中 足 骨 2 点 ・ 舟 状 骨 ・ 踵 骨 ・ 距 骨 ・ 第 二 楔 状 骨 が 遺 存 し て い る。

〔性 別 と 年 齢〕
　 性 別 は 眼 窩 上 隆 起 ・ 乳 様 突 起 ・ 外 後 頭 隆 起 が 発 達 し て い な い こ と、 恥 骨 下 角 が 大 き い こ と か ら 女
性 と 判 定 さ れ る。 年 齢 は 恥 骨 結 合 面 が phase6(Sakaue2006)、 耳 状 面 が Phase7,8（Lovejoy1985）、 歯 牙 咬
耗 度 が 栃 原 （1957） の 2 a゚-3 で゚ あ る こ と か ら 熟 年 後 半 - 老 年 で あ る と 推 定 さ れ る。

〔特 記 事 項〕
　 上 顎 右 側 犬 歯 ・ 第 二 小 臼 歯 は 齲 蝕 で あ る。 齲 蝕 の 進 行 度 は C₄ を 示 す。 腰 椎 に リ ッ ピ ン グ が 認 め
ら れ る。 ま た 左 橈 骨 の 遠 位 端 付 近 に 骨 折 の 所 見 が 認 め ら れ る。 遠 位 骨 端 の 背 側 転 位 が 確 認 さ れ、 骨
折 線 は 関 節 外 に 確 認 さ れ る こ と か ら Gartland I 型 と 考 え ら れ る （田 島 1990）。 手 を 背 屈 位 に し て 転 倒
す る こ と で 発 生 し、 現 代 で は 中 年 以 降 骨 委 縮 を 生 じ た 女 性 に 頻 度 が 高 い 傾 向 が あ る。 背 側 に 転 位 し
た 状 態 で 変 形 治 癒 し て い る。

〔形 質 的 特 徴〕
　 頭 蓋 骨 は、 最 大 長 が 182mm、 頭 蓋 最 大 幅 が 145mm で あ り、 比 較 群 中 で 最 大 の 値 を 示 す 一 方、
Ba-Br 高 は 129㎜ と 比 較 群 中 で も 小 さ い 値 を 示 す。 頭 長 幅 示 数 は 79.7 で 中 頭 で あ り、 こ れ は 横 隈 狐
塚 人 骨 と 同 様 の 値 で あ り、 比 較 群 中 で も 大 き な 値 で あ る。 一 方、 頭 長 高 示 数 は 70.9 で 高 頭、 頭 幅
高 示 数 は 88.9 で 平 頭 で あ り、 そ れ ぞ れ 比 較 群 中 に お い て 最 小 の 値 を 示 す。 中 顔 幅 は 100mm で あ り、
こ れ は 横 隈 狐 塚 第 7 次 人 骨 と 同 様 の 値 で あ り、 比 較 群 中 で も 大 き い 値 を 示 す。 顔 高 は 109.5 で あ り、
比 較 群 中 に お い て 小 さ い 値 を 示 す。 上 顔 高 は 72mm で 隈 ・ 西 小 田 人 骨 と 近 い 値 を 示 し、 比 較 群 中 で
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も大きい値をとる。ウィルヒョウ顔示数は、109.5 で西北九州弥生人骨と同じ値で、比較群中におい
て中間の値をとり、過低顔を示す。ウィルヒョウ上顔示数は 72 で隈・西小田人骨と同じ値で、比
較群中において大きい値をとり、低顔を示す。眼窩幅は 40.5mm で、比較群中で低い値を示す。眼
窩高は 33mm で、比較群中で中間の値を示す。眼窩示数は 81.5 で中眼窩を示す。鼻幅は 26mm であ
り比較群中で中間の値を示、鼻高は 51mm で比較群中でも大きい値を示す。鼻示数は 50.9 で中鼻で
あり、比較群中でも大きい値を示す。全側面角は 81.1°で中顎であり、比較群中において最小の値
を示す。歯槽側面角は 71°で中顎であり、比較群中において中間の値を示す。前眼窩間幅は 19mm
であり、土井ヶ浜弥生人骨と近似した値を示し、比較群中において大きな値を示す。鼻根横弧長は
28mm であり、比較群中で最大の値を示す。鼻根湾曲示数は 67.9 で、比較群の値と比べて大幅に小
さい値を示し、鼻根最小幅は 9mm で、比較群中で大友弥生人骨に次いで二番目に大きい値を示す。
　下顎骨は、オトガイ高が 28mm であり、比較群中でも小さい値を示す。下顎枝高は 56mm であり、
比較群中において中間の値を示す。下顎枝幅は 37.5mm であり、比較群中で最大の値を示す。
　尺骨は、最小周が 35mm であり、比較群中において横隈狐塚弥生人骨に次いで 2 番目に大きい値
を示す。尺骨矢状径が 11.2mm であり、これは北部九州弥生人骨と同様の値であり、比較群中にお
いて中間的な値を示す。尺骨横径は 15.9mm で、大友弥生人骨と同様の値を示し、比較群中におい
て最大の値を示し、骨間縁の発達が明瞭である。骨体断面示数は 70.4 で北部九州弥生人骨と近似し、
比較群中において北部九州弥生人骨に次いで 2 番目に小さい値を示す。
　大腿骨は、骨体上横径が 29.5mm、骨体上矢状径は 22.3mm、骨体上断面示数は 75.6 で、比較群中
においてそれぞれ中間的な値を示す。縄文時代人骨のような柱状性の形成はみられないが、大腿骨
の粗線に付着する筋群の発達は明瞭である。
　脛骨は、栄養孔位最大径は 28mm で比較群中において最小の値を示す。これはヒラメ筋線の後
方への突出が明瞭でないことに起因する。栄養孔位横径は 20.6mm、栄養孔位周は 80mm、最小周は
65mm であり、それぞれ比較群中において小さい値を示す。栄養孔位断面示数は 73.7mm で比較群
中において大きい値を示す。
【ST10】
〔人骨所見〕
　遺存状況は良好である。頭蓋骨はほぼ完存し、下顎骨は、右下顎枝の一部以外は遺存している。
残存歯牙の歯式は以下のとおりである。

歯牙咬耗度は栃原 (1957) の 2°a-2°b である。
　躯幹骨の遺存状況は以下のとおりである。椎骨については、頸椎 1 点、胸椎 12 点、腰椎 5 点が
遺存している。肋骨については、左肋骨第 1・第 2・第 3 肋骨とその他の左肋骨片が少なくとも 5 点、
右は第 1 肋骨・第 2 肋骨とその他右肋骨が少なくとも 7 点、ほかに不明肋骨片が遺存している。胸
骨については、胸骨柄は完存しているが、胸骨体は小片のみ遺存している。
　上肢骨の遺存状況は以下の通りである。左右鎖骨はともに完存している。左右肩甲骨はともに烏
口突起から関節窩、外側縁が遺存している。左上腕骨は骨頭の後面と滑車を除き完存している。右
上腕骨は上腕骨頭と骨体部、上腕骨滑車部がそれぞれ遺存している。左右ともに尺骨・橈骨は完存
している。左手は有頭骨と舟状骨が遺存している。左右不明の基節骨・中手骨が計 14 本遺存して
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いる。
　下肢骨の遺存状況は以下の通りである。左右寛骨は耳状面付近以外ほぼ完存している。仙骨は仙
骨底から第 2 仙骨孔付近まで遺存している。左大腿骨は大転子部以外遺存し、右大腿骨は完存して
いる。左右膝蓋骨は上面の一部を欠損している。左右ともに脛骨はほぼ完存している。左腓骨は遠
位端と骨体部が遺存し、右腓骨は完存している。右腓骨の近位には関節炎が認められる。左足は、
舟状骨・距骨・第 1 中足骨・第 2 中足骨が完存しており、踵骨は破片として遺存している。右足は、
舟状骨・距骨・第 1 中足骨が完存している。そのほかにも中足骨片が多数遺存している。
〔性別と年齢〕
　性別については、眼窩上隆起や乳様突起が発達していること、恥骨下角と大坐骨切痕の角度が小
さいことから男性と判定される。
　年齢については、歯牙咬耗度が栃原 (1957) の 2°a-2°b であること、恥骨結合面が phase5-6（Sakaue2006）
であることから熟年 - 老年であると推定される。
〔特記事項〕
　第 4 胸椎、第 1 腰椎 - 第 5 腰椎には重度の骨棘形成が認められ、変形性脊椎症と考えられる。肋
骨には肋軟骨の骨化が認められる。右膝蓋骨には関節炎が認められる。右脛骨の遠位に骨膜炎が認
められる。肩甲骨関節窩や大腿骨遠位関節面に骨増殖が認められるが、いずれも軽度であり、椎骨
の関節症と比較すると関節症の重症度が低い。左右の脛骨の遠位側骨幹部に重度の骨膜炎が確認さ
れた。
〔形質的特徴〕
　頭蓋骨は、頭蓋最大長が 185.5mm で、横隈狐塚第 7 次弥生人骨に次いで 2 番目に大きい値を示す。
頭蓋最大幅は 154.5mm、Ba-Br 高は 142mm で、それぞれ比較群中において最大の値を示す。頭長幅
示数は 83.2 で短頭であり、これは比較群中において最大の値を示す。頭長高示数は 76.5 で高頭であ
り、これは比較群中において中間的な値を示す。頭幅高示数は 91.9 で平頭であり、比較群中におい
て最小の値を示す。頬骨弓幅は 141mm で、比較群中において中間的な値を示す。中顔幅は 102mm で、
比較群中において小さい値を示す。顔高は 127mm で、横隈狐塚第 7 次弥生人骨と近似し、2 番目に
大きい値を示す。上顔高は 75.5mm で、隈・西小田人骨と同様の値を示し、比較群中において大き
い値を示す。コルマン顔示数は 90.0 で高顔の狭顔、コルマン上顔示数は 53.5 で中上顔であり、それ
ぞれ比較群中において大きい値を示す。ウィルヒョウ顔示数は 124.5 で正顔であり、横隈狐塚Ⅱ弥
生人骨と近似した値を示し、比較群中において同人骨に次いで 2 番目に大きい値を示す。ウィルヒョ
ウ上顔示数は 74.0 で低顔であり、比較群中において横隈狐塚第 7 次弥生人骨に次いで 2 番目に大き
い値を示す。眼窩幅は 42mm であり、比較群中において最小の値を示す。眼窩高は 35mm で、他の
北部九州弥生時代人骨と大差なく、比較群中において大きい値を示す。眼窩示数は 83.3 で中眼窩で
あり、比較群中において最大の値を示す。鼻幅は 26mm で横隈狐塚Ⅱ弥生人骨と近似した値を示し、
比較群中において小さい値を示す。鼻高は 51.1mm であり、比較群中において小さい値を示す。鼻
示数は 50.8 で中鼻であり、比較群中において小さい値を示す。全側面角は 86.5°で正顎、歯槽側面
角は 83°で中顎であり、それぞれ比較群中において最大の値を示す。前眼窩間幅は 19.5mm で、隈・
西小田弥生人骨と同様の値を示し、比較群中において大きい値を示す。鼻根横弧長は 30mm で、比
較群中において最大の値を示す。鼻根湾曲示数は 65 で比較群中において最小の値を示す。鼻根最
小幅は 10mm と、西北九州弥生人骨と近似した値を示し、比較群中において同人骨に次いで 2 番目
に大きい値を示す。
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　下顎骨は、オトガイ高が 37mm で比較群中において最大の値を示す。下顎枝高は 62mm で比較群
中において小さい値を示す。下顎枝幅は 37mm、下顎枝示数は 59.6 であり、それぞれ比較群中にお
いて大きい値を示す。
　上腕骨は、骨体最小周が 69mm で比較群中において最大の値を示す。
　橈骨は、最大長が 251mm、機能長が 233mm、最小周が 45mm で、それぞれ比較群中において最大
の値を示す。骨体横径は 17.7mm で比較群中において大きい値を示す。骨体矢状径は 12.2mm で比較
群中において中間的な値を示す。骨体矢状径が比較群中において中間的な値を示す一方、骨体横径
が比較群中において大きい値を示すことから、骨体断面示数は 68.7 と比較群中において小さい値を
示す。骨間縁の発達が明瞭であることと関連する。骨体中央横径は 16.2mm で、隈・西小田弥生人
骨と同様の値を示し、比較群中において小さい値を示す。骨体中央矢状径は 12.9mm で、隈・西小
田弥生人骨と近似した値を示し、比較群中において大きい値を示す。骨体中央断面示数は 79.9 と比
較群中において最大の値を示す。長厚示数は 19.3 であり比較群中において小さい値を示す。
　尺骨は、最大長が 273mm、機能長が 241mm で、それぞれ比較群中において最大の値を示す。最
小周は 39mm であり比較群中において大きい値を示す。尺骨矢状径は 15.2mm で比較群中において
最大の値を示す。尺骨横径は 18mm で、横隈狐塚第 7 次弥生人骨と同様の値を示し、同人骨ととも
に比較群中において最大の値を示す。長厚示数は 16.2 で、比較群中において小さい値を示す。骨体
断面示数は 84.4 で、比較群中において大きい値を示す。骨間縁の発達も明瞭であるが、周径が大き
いことからもわかるように頑丈な傾向にある。
　大腿骨は、骨体中央部矢状径が 30mm、骨体中央部横径が 29.7mm、骨体中央周が 94mm で、それ
ぞれ比較群中において大きい値を示す。骨体上横径は 34mm で、比較群中において最大の値を示す。
骨体上矢状径は 28mm で、比較群中において大きい値を示す。骨体中央断面示数は 101 で、比較群
中において最小の値を示す。骨体上断面示数は 82.2 で、隈・西小田弥生人骨と近似した値を示し、
比較群中において小さい値を示す。縄文時代人骨のような大腿骨の柱状性は形成されていないが、
粗線に付着する筋群の発達は明瞭である。
　脛骨は、全長が 374mm、最大長が 380mm、中央最大径が 35.5mm で、それぞれ比較群中におい
て最大の値を示す。一方、中央横径は 19.2mm と比較群中において最小の値を示す。栄養孔位最大
径は 37.3mm で、隈・西小田弥生人骨と同様の値を示し、比較群中において最大の値を示す。一
方、栄養孔位横径は 22.4mm と比較群中において最小の値を示す。骨体周は 91mm、栄養孔位周は
99mm、最小周は 80mm であり、それぞれ比較群中において最大の値を示す。中央断面示数は、中
央横径が小さく中央最大径が大きいことから、54 と比較群中において最小の値を示す。栄養孔位
断面示数も同様に、栄養孔位横径が小さく栄養孔位最大径が大きいことから、60.1 と比較群中にお
いて最小の値を示す。長厚示数は 21.3 であり、比較群中において最小の値を示す。左脛骨のヒラメ
筋線は、上部に隆起が形成されるのみであり、栄養孔位最大径の値は鉛直線の形成によっていると
考えられる。右脛骨のヒラメ筋線の発達は明瞭であることが、下腿の栄養孔位最大径の左右差の要
因である。腓骨の周径が大きく腓骨中央周／脛骨中央周の比が縄文時代人骨に近い値になっている
が、筋の起始部の凹みは縄文時代人骨ほど明瞭とは言えない。　
【ST12】
〔人骨所見〕
　遺存状態は良好ではない。頭蓋骨は右側錐体が遺存するのみである。四肢骨は詳細部位不明の長
管骨が遺存するのみである。歯牙の残存状況は以下の通りである。
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〔性別と年齢〕
　性別は判定可能な年齢に達していないため不明である。下顎左側第 2 乳臼歯が遺存していること
から、10 歳以下の未成人である。
【ST13】
〔人骨所見〕
　遺存状態は良好ではない。頭蓋骨は前頭骨・頭頂骨・右側頭骨の一部、右頬骨が遺存している。
下顎はオトガイ隆起部が一部遺存している。残存歯式は以下の通りである。

　上肢骨は、左右橈骨・右尺骨・左中手骨の骨体部のみが遺存している。
　下肢骨は、左右大腿骨・左右脛骨、中足骨の骨体部のみが遺存している。
〔性別と年齢〕
　性別・年齢は推定可能な部位が遺存していないため不明である。
【ST14】
〔人骨所見〕
　遺存状況はやや良好である。頭蓋骨はほぼ完存している。下顎骨は右下顎頭以外遺存している。
残存歯牙の歯式は以下のとおりである。

歯牙咬耗度は栃原 (1957) の 1°c-2°b である。
　躯幹骨の遺存状況は以下のとおりである。椎骨は環椎・軸椎と小片が遺存している。
　上肢の遺存状況は以下の通りである。左鎖骨は肩峰端以外が遺存している。左肩甲骨は烏口突起
から関節窩、外側縁が、右肩甲骨は烏口突起から関節窩、外側縁が遺存している。左上腕骨は小片
のみが遺存している。左橈骨は骨体部が遺存しているが小片である。右上腕骨は骨体部が遺存して
いる。右尺骨は完存している。右橈骨は小片のみ遺存している。中手骨が１本、手根骨側を欠いて
遺存している。
　下肢の遺存状況は以下のとおりである。左大腿骨・右大腿骨は骨体部が遺存している。左脛骨は
骨体部が遺存しているがいずれも骨片である。右脛骨はほぼ風化しており遺存状況は非常に悪い。
その他小片が多数遺存している。
〔性別と年齢〕
　性別は眼窩上隆起や乳様突起が発達していることから、男性と判定される。
年齢は、歯牙咬耗度が栃原 (1957) の 1°c-2°b であることから、熟年と推定される。
〔形質的特徴〕
　頭蓋骨は、頭蓋最大長が 178mm で、比較群中において最小の値を示す。一方、頭蓋最大幅は
151mm で、比較群中において最大の値を示す。Ba-Br 高は 140mm で、横隈狐塚第７次弥生人骨と近
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似した値を示し、比較群中において大きな値を示す。頭長幅示数は 85.3 で過短頭であり、比較群中
において最大の値を示す。頭長高示数は 78.6 で高頭であり、比較群中において大きな値を示す。頭
幅高示数は 92.1 で中頭であり、比較群中において最小の値を示す。頬骨弓幅は 137mm で、横隈狐
塚第 7 次弥生時代人骨と同様の値を示し、比較群中において中間的な値を示す。中顔幅は 100mm で、
比較群中において最小の値を示す。顔高は 133.5mm、上顔高は 81mm で、それぞれ比較群中におい
て最大の値を示す。コルマン顔示数は 95.3 で高顔の過狭顔、コルマン上顔示数は 57.8 で高上顔の狭
上顔、ウィルヒョウ顔示数は 131.8 で狭顔、ウィルヒョウ上顔示数は 80 で狭顔であり、それぞれ比
較群中において最大の値を示す。鼻幅は 25mm で比較群中において最小の値を示す。
　下顎骨は、オトガイ高が 41.8mm で、比較群中において最大の値を示す。
　尺骨は、骨間縁の発達が明瞭であるため、尺骨矢状径が 14.9mm と較群中において最大の値を示す。
尺骨横径は 17.5mm で、その他の弥生人骨との間に大きな差はみられない。骨体断面示数は 84.9 で
あり、比較群中において大きな値を示す。
【ST16】
〔人骨所見〕
　本人骨の遺存状況は非常に良好である。頭蓋はほぼ完存し、下顎骨も左下顎頭以外はほぼ完存し
ている。残存歯牙の歯式は以下のとおりである。

歯牙咬耗度は栃原 (1957) の 2°a-2°b である。
　躯幹骨は、胸椎 8 点・腰椎 5 点・仙骨片・左肋骨片 10 点・右肋骨片 11 点が遺存している。
　上肢骨の遺存状態は以下の通りである。右鎖骨がほぼ完存し、左鎖骨は胸骨端以外が遺存する。
右肩甲骨は烏口突起から関節窩までが遺存している。右上腕骨は遠位側および遠位関節面以外が遺
存し、左上腕骨は近位・遠位骨端以外が遺存している。左右橈骨及び左右尺骨は遠位端以外が遺存
している。また、左右の有頭骨、右月状骨、左第 1 中手骨、右第 2 中手骨、右第 3 基節骨が遺存し
ている。
　下肢骨の遺存状態は以下の通りである。左右共に寛骨は、恥骨部以外は遺存している。大腿骨は
左右共に骨体部が遺存している。右脛骨は遠位端以外、左脛骨は近位端以外が遺存している。腓骨
は左右共に骨体部が遺存している。また、左右距骨、右第 1 基節骨、左内側楔状骨、中手骨 1 点が
遺存している。
〔性別と年齢〕
　眼窩上隆起・乳様突起・外後頭突起が発達していることから性別は男性であると判定される。ま
た、恥骨結合面が Phase4（Sakaue2006）、耳状面が Phase6-8(Lovejoy1985) であることから熟年 - 老年と
推定される。
〔特記事項〕
　第 2・3 腰椎が癒合し、その他腰椎および第 12 胸椎にも重度の骨棘形成が認められ、変形性脊椎
症と考えられる。左尺骨・橈骨および右橈骨の関節面に関節炎の所見が認められる。
〔形質的特徴〕
　頭蓋骨は、頭蓋最大長が 187.5mm、頭蓋最大幅が 153mm であり、それぞれ比較群中において最
大の値を示す。Ba-Br 高が 138mm で、隈・西小田弥生人骨と同様の値を示し、比較群中において
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大きい値を示す。頭長幅示数は 81.6 で短頭であり、比較群中において最大の値を示す。頭長高示
数は 73.6 で中頭であり、比較群中において小さい値を示す。頭幅高示数は 90.1 で平頭であり、比
較群中において最小の値を示す。頬骨弓幅は 143.9mm で比較群中において最大の値を示す。中顔幅
は 105.5mm で、比較群中において大きい値を示す。顔高は 127.1mm で、横隈狐塚第 7 次弥生人骨と
近似した値を示し、比較群中において大きい値を示す。上顔高は 77mm で、比較群中において最大
の値を示す。コルマン顔示数は 88.3 で中顔であり、隈・西小田弥生人骨と近似した値を示し、比較
群中において中間的な値を示す。コルマン上顔示数は 53.5 で中上顔であり、隈・西小田弥生人骨と
近似した値を示し、比較群中において大きい値を示す。ウィルヒョウ顔示数は 120.4 で正顔であり、
比較群中において大きい値を示す。ウィルヒョウ上顔示数は 72.9 で低顔であり、隈・西小田弥生人
骨と近似した値を示し、比較群中において大きい値を示す。眼窩幅は 44mm であり、比較群中にお
いて最大の値を示す。一方、眼窩高は 32mm で比較群中において最小の値を示す。眼窩示数は、眼
窩高が小さく眼窩幅が大きいため、72.7 と低眼窩であり、比較群中において最小の値を示す。鼻幅
は 29mm、鼻高は 57mm であり、それぞれ比較群中において最大の値を示す。鼻示数は 50.8 で中鼻
であり、比較群中において中間的な値を示す。全側面角は 84.5°で中顎であり、北部九州弥生人骨
と同様の値を示し、比較群中において最大の値を示す。歯槽側面角は 78.5°で突顎であり、比較群
中において最大の値を示す。前眼窩間幅は 19mm で、北部九州弥生人骨と同様の値を示し、比較群
中において大きい値を示す。鼻根横弧長は 28mm で、比較群中において最大の値を示す。鼻根湾曲
示数は 67.8 であり、比較群中において最小の値を示す。鼻根最小幅は 10mm で比較群中において大
きい値を示す。
　上腕骨は、骨体最小周が 69mm で、比較群中において最大の値を示す。三角筋粗面の発達は明瞭
である。
　橈骨は、最小周が 45mm、骨体横径が 18.9mm、骨体矢状径が 13.4mm であり、それぞれ比較群中
において最大の値を示す。骨間縁の発達は明瞭であるが橈骨は全体的に頑丈である。骨体断面示数
は 70.8 であり、比較群中において小さい値を示す。
　尺骨は、尺骨矢状径が 13.6mm で、比較群中において最大の値を示す。尺骨横径は 17.4mm であり、
隈・西小田弥生人骨と近似した値を示し、比較群中において大きい値を示す。橈骨と同様、骨間縁
の発達は明瞭で、かつ全体的に頑丈である。骨体断面示数は 77.9 であり、比較群中において小さい
値を示す。
　大腿骨は、骨体上横径は 30.1mm で、比較群中において最小の値を示す。骨体矢状径は 27.3mm で、
比較群中において大きい値を示す。上骨体断面示数は、骨体上横径が大きく骨体矢状径が小さいこ
とから、90.6 と比較群中において最大の値を示す。縄文時代人骨のような柱状性の形成はみられな
いが、粗線に付着する筋群の発達は明瞭である。
　脛骨は、栄養孔位最大径は 36.3mm で、北部九州弥生人骨と近似した値を示し、比較群中におい
て大きい値を示す。栄養孔位横径は 27.8mm、栄養孔位周は 100mm、最小周は 84.5mm であり、それ
ぞれ比較群中において最大の値を示す。栄養孔位断面示数は 76.5 で、比較群中において最大の値を
示す。左右ともにヒラメ筋線の発達も顕著であるがそれ以上に鉛直線の形成が明瞭である。
【ST19】
〔人骨所見〕
　本人骨の遺存状態は良好である。頭蓋骨は右頬骨と右側頭骨以外ほぼ完存している。下顎骨は左
下顎角以外遺存している。残存歯牙の歯式は以下の通りである。
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歯 牙 咬 耗 度 は 栃 原 （1957） の 2°a-2°b で あ る。
　 躯 幹 骨 の 残 存 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る。 第 5 － 第 12 胸 椎 が 遺 存 し て い る が、 そ れ よ り も 上 位 の
も の は 破 片 の み 遺 存 し て い る。腰 椎 は 第 1 － 第 5 ま で 遺 存 し て い る。左 右 の 第 一 肋 骨、左 肋 骨 片 4 点、
右 肋 骨 片 が 6 点、 胸 骨 柄、 胸 骨 体 片 が 遺 存 し て い る。
　 上 肢 の 遺 存 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る。 左 右 鎖 骨 は 肩 峰 端 以 外 遺 存 し て い る。 右 肩 甲 骨 は 関 節 窩 周
辺 の み 遺 存 し て い る。 左 右 上 腕 骨 は 近 位 側 及 び 骨 頭 以 外 遺 存 し て い る。 左 橈 骨 は 完 存 し て い る。 右
橈 骨 は 橈 骨 頭 以 外 遺 存 し て い る。 左 右 尺 骨 は 肘 頭 以 外 遺 存 し て い る。
　 下 肢 の 遺 存 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る。 仙 骨 は 仙 骨 底 の 一 部 の み 遺 存 し て い る。 左 寛 骨 は 恥 骨 上 枝
と 坐 骨 恥 骨 枝 以 外 が 遺 存 し て い る。 右 寛 骨 は 恥 骨 結 合 面 を 含 む 恥 骨 の 一 部 と 腸 骨 の 一 部 が 遺 存 し て
い る。 左 大 腿 骨 は ほ ぼ 完 存 し て い る。 右 大 腿 骨 は 遠 位 端 以 外 遺 存 し て い る。 左 右 脛 骨 は ほ ぼ 完 存 し
て い る。 左 腓 骨 は 腓 骨 頭 以 外 遺 存 し て い る。 右 腓 骨 は 骨 体 部 の み 遺 存 し て い る。 そ の 他、 右 距 骨、
右 踵 骨、 右 立 方 骨、 右 舟 状 骨、 右 外 側 楔 状 骨 が ほ ぼ 完 存 し て い る。 ま た、 左 距 骨、 左 踵 骨、 左 右 第
一 中 足 骨、 右 中 足 骨 が 1 点、 左 中 足 骨 が 1 点、 左 右 不 明 中 足 骨 が 6 点、 左 右 不 明 基 節 骨 が 3 点、 左
右 不 明 の 膝 蓋 骨 片 が 遺 存 し て い る。

〔性 別 と 年 齢〕
　 眼 窩 上 隆 起 ・ 外 後 頭 隆 起 ・ 乳 様 突 起 が 発 達 し て い る こ と、 恥 骨 下 角 が 小 さ い こ と か ら 男 性 と 判
定 さ れ る。 年 齢 は 歯 牙 咬 耗 度 が 栃 原 （1957） の 2°a-2°b で あ る こ と、 恥 骨 結 合 面 が Phase5（Sakaue 
2006） で あ る こ と か ら 熟 年 と 推 定 さ れ る。

〔特 記 事 項〕
　 顔 面 と 鎖 骨 に 赤 色 顔 料 が 認 め ら れ る。 ま た、 上 顎 の 大 臼 歯 部 に 歯 周 病 の 所 見 が 認 め ら れ る。 下 部
胸 椎 に 重 度 の、 腰 椎 に 中 度 の 骨 棘 形 成 が 認 め ら れ る

〔形 質 的 特 徴〕
　 頭 蓋 骨 は、 頭 蓋 最 大 長 が 183mm で あ り、 隈 ・ 西 小 田 弥 生 人 骨 と 同 様 の 値 を 示 し、 比 較 群 中 に お
い て 中 間 的 な 値 を 示 す。Ba-Br 高 は 142mm で、 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 頭 長 高 示 数 は
77.6 で 高 頭 で あ り、 比 較 群 中 に お い て 大 き い 値 を 示 す。 顔 高 は 128mm で あ り、 比 較 群 中 に お い て
最 大 の 値 を 示 す。 上 顔 高 は 75mm で、 北 部 九 州 弥 生 人 骨 と 近 似 し た 値 を 示 し、 比 較 群 中 に お い て 大
き い 値 を 示 す。 眼 窩 幅 は 43mm で、 隈 ・ 西 小 田 弥 生 人 骨 と 同 様 の 値 を 示 し、 比 較 群 中 に お い て 大 き
い 値 を 示 す。 一 方、 眼 窩 高 は 33.4mm で あ り、 比 較 群 中 に お い て 小 さ い 値 を 示 す。 眼 窩 示 数 は 77.6
と 中 眼 窩 で あ り、 眼 窩 高 が 小 さ く 眼 窩 幅 が 大 き い た め 比 較 群 中 に お い て 小 さ い 値 を 示 す。 鼻 幅 は
29mm、 鼻 高 は 54mm で あ り、 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 鼻 示 数 は 53.7 で 広 鼻 で あ り、 比
較 群 中 に お い て 大 き い 値 を 示 す。 全 側 面 角 は 86°で 正 顎 で あ り、比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。
歯 槽 側 面 角 は 67°で 過 突 顎 で あ り、 比 較 群 中 に お い て 最 小 の 値 を 示 す。 前 眼 窩 間 幅 は 23.5mm、 鼻 根
横 弧 長 は 31mm で、 そ れ ぞ れ 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 鼻 根 湾 曲 示 数 は 75.8 で、 比 較 群 中
に お い て 最 小 の 値 を 示 す。 鼻 根 最 小 幅 は 9mm で、 横 隈 狐 塚 第 7 次 弥 生 人 骨 と 同 様 の 値 を 示 し、 比
較 群 中 に お い て 大 き い 値 を 示 す。
　 下 顎 骨 は、 オ ト ガ イ 高 が 37.5mm で、 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 下 顎 枝 高 は 68.8mm で、
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横隈狐塚第 7次弥生人骨と同様の値であり、比較群中において最大の値を示す。下顎枝幅は 39mmで、
比較群中において最大の値を示す。下顎枝示数は 65 で、比較群中において最大の値を示す。
　上腕骨は、骨体最小周が 67mm で横隈狐塚第 7 次弥生人骨と同様の値を示し、比較群中において
最大の値を示す。
　橈骨は、最小周が 46mm で、比較群中において最大の値を示す。骨体横径は 17.3mm で、比較群
中において中間的な値を示す。骨体矢状径は 14.4m で、比較群中において最大の値を示す。骨体断
面示数は 83.5 であり、比較群中において最大の値を示す。
　尺骨は、最小周が 42.5mm、尺骨矢状径が 16mm で、それぞれ比較群中において最大の値を示す。
尺骨横径は 17.9mm で、比較群中において大きい値を示す。骨体断面示数は 89.3 で、比較群中にお
いて最大の値を示す。橈骨・尺骨ともに骨間縁の発達はやや明瞭である。
　大腿骨は、骨体上横径が 31mm で、比較群中において小さい値を示す。一方、骨体上矢状径は
27mm で、比較群中において大きい値を示す。縄文時代人骨ほどではないが柱状性の形成がみられ
る。上骨体断面示数は、骨体上矢状径が大きく骨体上横径が小さいことから、87 と比較群中にお
いて大きい値を示す。
　脛骨は、栄養孔位最大径が 40.4mmで、比較群中において最大の値を示す。栄養孔位横径は 25mmで、
比較群中において大きい値を示す。栄養孔位周は 100mm、最小周は 82mm で、それぞれ比較群中に
おいて最大の値を示す。栄養孔位断面示数は 61.8 で、比較群中において最小の値を示す。鉛直線の
形成は見られないがヒラメ筋線の発達は明瞭である。
　腓骨は、最小周が 43mm で、比較群中において最大の値を示す。
【ST23】
〔人骨所見〕
　本人骨の遺存状態は比較的良好である。頭蓋骨は前頭骨の右側・右頭頂骨の一部・右蝶形骨・右
側頭骨・後頭骨の右側が遺存し、顔面骨は右眼窩上隆縁・鼻骨の一部が遺存する。下顎骨は右オト
ガイ孔及び下顎体の一部を除く下顎骨右側が遺存している。残存歯牙の歯式は以下の通りである

歯牙の咬耗度が栃原 (1957) の 2°a-2°b である。
　躰幹骨は腰椎の一部・仙骨の一部が遺存する。
　上肢骨は左右橈骨の骨体部・左右尺骨の骨体部が遺存する。
　下肢骨は、左腸骨及び左恥骨の一部、左右大腿骨の骨体部・左右脛骨の骨体部・左右腓骨の骨体
部が遺存する。
〔性別と年齢〕
　性別は、外後頭隆起・眼窩上隆起・乳様突起が発達していないこと、前頭結節が発達しているこ
とから、女性と判定される。年齢は、冠状縫合・矢状縫合の内板が閉鎖し、ラムダ縫合の内板が閉
鎖途中であること、外板は全て閉鎖途中であることに加え、歯牙の咬耗度が栃原 (1957) の 2°a-2°b
であることから、成年後半 - 熟年であると推定される。
〔形質的特徴〕
　橈骨は、最小周が 37.5mm で、他の弥生時代人骨と大きな差はない。
　尺骨は、最小周が 36.5mm で、横隈狐塚第 7 次弥生人骨と同様の値であり、比較群中において最
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大の値を示す。尺骨矢状径は 11.6mm で、その他の弥生人骨と大きな差は無い。尺骨横径は 16.9mm で、
比較群中において最大の値を示す。骨間縁の発達は不明瞭である。骨体断面示数は骨体横径が大き
いことから 68.6 と、比較群中において最小の値を示す。
　脛骨は、 栄養孔位最大径は 29.6mm で、 比較群中において小さい値を示す。 栄養孔位横径は
22.2mm で、北部九州弥生人骨と近似した値を示し、比較群中において中間的な値を示す。栄養孔
位周は 83mm で、他の弥生人骨と大きな差はみられない。最小周は 69mm で、隈・西小田弥生人骨
と近似した値を示し、比較群中において同人骨に次いで 2 番目に大きい値を示す。栄養孔位断面示
数は 72.8 で、比較群中において中間的な値を示す。最大径や小さいことからもわかるようにヒラメ
筋線の発達は不明瞭である。本個体は大腿骨の粗線の発達も不明瞭であり、全身的に筋付着部の発
達が低い。
　腓骨は、最小周が 35mm で、比較群中において中間的な値を示す。
【ST24】
〔人骨所見〕
　本人骨の遺存状態は良好ではない。詳細部位不明の長管骨片が遺存するのみである。
〔性別と年齢〕
　遺存状態が良好ではないため、性別・年齢ともに不明である。
【ST25】
〔人骨所見〕
　本人骨の保存状態は良好ではない。頭蓋骨は前頭骨片・左頬骨・上顎骨が遺存している。下顎骨
は下顎体と左側下顎頭が遺存している。残存歯牙の歯式は以下の通りである。また、不明歯冠片が
遺存している。

歯牙咬耗度は栃原（1957）の 2°a-2°ｂである。
　躯幹骨は胸椎 2 点、腰椎 5 点、仙骨片が遺存している。
　上肢骨は、左右橈骨および左右尺骨が骨体部のみ遺存している。その他、基節骨が 2 点と部位・
左右不明の指骨が 5 点遺存している。
　下肢骨は、右寛骨片および左寛骨の恥骨部が遺存している。右大腿骨は骨体部のみ遺存し、左大
腿骨は骨頭から骨体部までが遺存している。左脛骨は近位関節面から骨体部まで、右脛骨は骨体部
のみが遺存している。左右腓骨は骨体部のみ遺存している。また左第一基節骨が 1 点遺存している。
〔性別と年齢〕
　性別は大腿骨頭のサイズや四肢の周径から男性の可能性が高いと考えられる。年齢は歯牙咬耗度
が栃原の 2°a-2°b であることから熟年以上と推定される。
〔特記事項〕
　脛骨骨体部に軽度の骨膜炎がみられる。
【ST27】
〔人骨所見〕
　本人骨の遺存状況は良好ではない。頭蓋骨は前頭骨・左右頭頂骨・右側頭骨が、顔面骨は左眼窩
部と鼻骨、上顎骨が遺存している。下顎骨は右側の下顎体の一部が遺存している。残存歯牙の歯式
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は以下のとおりである。

歯牙咬耗度は栃原 (1957) の 1°a-2°a である。
　上肢骨は左肩甲骨片・右鎖骨の一部が遺存している。左上腕骨は骨体部のみが遺存しており、右
上腕骨は近位側骨体と上腕骨滑車部が遺存している。左右尺骨は骨体部が遺存している。その他、
橈骨片・左有頭骨・中手骨片が遺存している。
　下肢骨の遺存状況は以下の通りである。左右寛骨は大坐骨切痕周辺および恥骨の一部が遺存して
いる。右大腿骨の骨体部中央部および左大腿骨の骨頭と近位側骨体部が遺存している。右脛骨のヒ
ラメ筋線周辺骨体と左右不明の腓骨片が遺存している。
　また、詳細部位は不明であるが基節骨片・中節骨片が遺存している。
〔性別と年齢〕
　眼窩上隆起・乳様突起が発達していることから、性別は男性と判定される年齢は歯牙咬耗度が栃
原 (1957) の 1°a-2°a であることから成年と推定される。
【ST30】
〔人骨所見〕
　本人骨の遺存状態は良好ではない。頭蓋骨の右乳様突起部と詳細部位不明の長管骨片が遺存する
のみである。
〔性別と年齢〕
　遺存状態が良好ではないため、性別・年齢ともに不明である。
【ST31】
〔人骨所見〕
　本人骨の保存状況は良好ではない。頭蓋骨は、左側頭頂骨・左側頭骨・後頭骨の一部が遺存して
いる。下顎骨は、左下顎枝から下顎体にかけて遺存している。残存歯牙の歯式は以下のとおりであ
る。

歯牙咬耗度は栃原 (1957) の 1°a-1°b である。
　上肢骨の遺存状態は以下の通りである。左上腕骨は、骨体中央部が遺存する。尺骨・橈骨は左右
共に骨体中央部が遺存する。
　下肢骨の遺存状態は以下の通りである。大腿骨は、左右共に骨体中央部が遺存する。右脛骨は骨
体中央部が遺存し、左脛骨は遠位側骨体及び近位関節面以外が遺存する。
〔性別と年齢〕
　大腿骨のサイズから男性の可能性が考えられる。年齢は歯牙咬耗度が 1°a-1°b であることから
成年であると考えられる。
【ST32】
〔人骨所見〕
　本人骨の保存状況は良好でない。頭蓋骨は破片としてのみ遺存している。歯牙片も一部認められ
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る が い ず れ も 遊 離 し て い る。
残 存 歯 牙 の 歯 式 は 以 下 の 通 り で あ る。

こ の う ち、 上 顎 の M² に つ い て の 歯 牙 咬 耗 度 は 栃 原 (1957) の 2°a で あ っ た。
　 躯 幹 骨 に つ い て は、 仙 骨 片 が 遺 存 し て い る。
　 上 肢 は、 右 上 腕 骨 骨 体 部、 左 橈 骨 ・ 右 尺 骨 が 骨 体 部 の み 遺 存 し て い る。 右 橈 骨 は 骨 体 部 が 破 片 と
し て 遺 存 し て い る。 左 尺 骨 は 破 片 と し て 遺 存 し て い る。
　 下 肢 は、 左 寛 骨 の 恥 骨 部 が 遺 存 し て い る。 右 大 腿 は 骨 体 部 が、 左 大 腿 骨 は 骨 頭 と 骨 体 部 が 遺 存 し
て い る。 左 脛 骨 は 骨 体 部 が 遺 存 し て い る。 右 腓 骨 は 骨 体 部 が 遺 存 し て い る。 左 腓 骨 は 破 片 の み で あ
る。 そ の 他 に も 長 管 骨 片、 小 さ な 骨 片 が 多 数 遺 存 し て い る。

〔性 別 と 年 齢〕
　 性 別 は、 恥 骨 下 角 が 大 き い こ と か ら、 女 性 と 判 定 さ れ る。 年 齢 に つ い て は、 恥 骨 結 合 面 が
phase5-6(Sakaue2006) で あ り、 歯 牙 咬 耗 度 が 栃 原 (1957) の 2°a で あ る こ と か ら、 熟 年 と 考 え ら れ る。

〔形 質 的 特 徴〕
　 脛 骨 は、 栄 養 孔 位 最 大 径 が 35.8mm、 栄 養 孔 位 横 径 が 23mm、 栄 養 孔 位 周 が 89mm で あ り、 そ れ ぞ
れ 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 最 大 径 の 値 は 男 性 に 近 い が、 ヒ ラ メ 筋 線 の 後 方 へ の 突 出 が 顕
著 で あ る こ と に 起 因 す る。 栄 養 孔 位 断 面 示 数 は 64.1 で、 比 較 群 中 に お い て 小 さ い 値 を 示 す。
　 腓 骨 は、 最 小 周 が 42mm で、 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。
【ST33】
〔人 骨 所 見〕
　 保 存 状 態 は 良 好 で あ る。 頭 蓋 骨 は 左 側 頭 骨 の 一 部 を 除 い て 遺 存 し、 顔 面 骨 は 左 右 眼 窩 上 縁 ・ 頬 骨
及 び 上 顎 の 一 部 が 遺 存 す る。 下 顎 骨 は 右 側 半 分 が 遺 存 す る。 残 存 歯 牙 の 歯 式 は 以 下 の 通 り で あ る。

　 躰 幹 骨 は、 肋 骨 及 び 椎 骨 が 一 部 残 存 す る。
　 上 肢 骨 は、 左 右 鎖 骨 の 一 部・肩 甲 骨 片・右 上 腕 骨 の 骨 体 部・右 尺 骨 の 遠 位 端 か ら 骨 体 部・左 橈 骨・
左 尺 骨 の 近 位 端 か ら 骨 体 部 ・ 左 右 不 明 中 手 骨 ・ 左 右 不 明 中 節 骨 が 遺 存 す る。
　 下 肢 骨 は、 寛 骨 臼 か ら 恥 骨 付 近 の 右 寛 骨 ・ 左 恥 骨 ・ 右 大 腿 骨 の 近 位 端 か ら 骨 体 部 ・ 左 大 腿 骨 の 近
位 端 か ら 骨 体 部 ・ 近 位 端 と 遠 位 端 の 一 部 を 除 く 右 脛 骨 ・ 左 脛 骨 の 遠 位 端 か ら 骨 体 部 ・ 左 腓 骨 の 遠 位
端 か ら 骨 体 部 ・ 右 第 一 基 節 骨 が 遺 存 す る。

〔性 別 と 年 齢〕
　 性 別 は、 大 腿 骨 粗 線 が 発 達 し て い る も の の、 外 後 頭 隆 起 ・ 眼 窩 上 隆 起 ・ 乳 様 突 起 が 発 達 し て い な
い こ と、 前 頭 結 節 が 発 達 し て い る こ と か ら、 女 性 と 判 定 さ れ る。 年 齢 は、 恥 骨 結 合 面 が phase5(40
代 後 半 － )(Brooks and Suchey1990) で あ る こ と、歯 牙 の 咬 耗 度 が 栃 原 (1957) の 1°c-2°b で あ る こ と、内 板・
外 板 と も に 癒 合 し て い る こ と か ら、 熟 年 で あ る と 推 定 さ れ る。

〔特 記 事 項〕
　 上 顎 の 右 中 切 歯 は 抜 歯 さ れ た 可 能 性 が あ る。
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〔形質的特徴〕
　頭蓋骨は、頭蓋最大長が 183mm で、比較群中において最大の値を示す。一方、頭蓋最大幅は
94mm と比較群中において最小の値を示す。Ba-Br 高は 129mm で、比較群中において中間的な値を
示す。頭長幅示数は 51.6 で超長頭であり、頭蓋最大幅が小さく頭蓋最大長が大きいことから比較群
中において最小の値を示す。頭長高示数は 70.8 で中頭であり、比較群中において最小の値を示す。
頭幅高示数は 137.2 で狭頭であり、比較群中において最大の値を示す。
　橈骨は、最小周が 38mm で、北部九州弥生人骨と近似した値を示し、比較群中において最大の値
を示す。骨体横径は 15.5mm で、比較群中において中間的な値を示す。骨体矢状径は 11.1mm で、比
較群中において大きい値を示す。骨体断面示数は 71.6 で比較群中において大きい値を示し、骨間縁
の発達は明瞭ではない。
　尺骨は、尺骨矢状径が 11.3mm で、比較群中において大きい値を示す。一方、尺骨横径は 13.7mm で、
比較群中において小さい値を示す。骨体断面示数は、尺骨矢状径が大きく尺骨横径が小さいことか
ら、82.5 と比較群中において大きい値を示すが、骨間縁の発達は明瞭ではない。
　大腿骨は、骨体上横径が 28.6mm で、比較群中において小さい値を示す。骨体上矢状径は 23.8mm で、
比較群中において最大の値を示す。上骨体断面示数は、骨体上矢状径が大きく骨体上横径が小さい
ことから、83.2 と比較群中において最大の値を示す。粗線の後方への突出は明瞭である。
　脛骨は、 栄養孔位最大径が 27.1mm で、 比較群中において最小の値を示す。 栄養孔位横径は
19.7mm で比較群中において小さい値を示す。栄養孔位周は 76mm で、比較群中において最小の値
を示す。最小周は 66.5mm で、他の弥生人骨に比べて小さい値を示す。栄養孔位断面示数は 72.8 で、
他の弥生人骨と大きな差はみられない。栄養孔位や周径の計測値からもわかるようにヒラメ筋線の
発達は不明瞭であり、全体的に華奢である。
　腓骨は、最小周が 34.5mm で、比較群中において小さい値を示す。
【ST34】
〔人骨所見〕
　保存状態は良好ではない。頭蓋骨は、頭頂骨・後頭骨・右側頭骨の一部、下顎骨片が遺存するの
みである。残存歯式は以下の通りである。

　上肢骨は、上腕骨・橈骨の骨体部と右橈骨遠位端が遺存している。そのほか、中手骨片が数点遺
存している。
　下肢骨は左右大腿骨・脛骨・腓骨の骨体部が遺存している。その他、中足骨と右距骨片が遺存し
ている。
〔性別と年齢〕
　性別は外後頭隆起の発達から男性であると判定される。年齢は、歯牙の咬耗度が栃原（1957）の
1°ｂ - １°ｃであること、第 3 大臼歯が萌出していることから、成年と推定される。
〔特記事項〕
　下顎右犬歯に逆鞍上の摩滅がある。
〔形質的特徴〕
　脛骨は、栄養孔位最大径が 34.2mm で、比較群中において小さい値を示す。一方、栄養孔位横径
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は 29.3mm で、 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 栄 養 孔 位 周 は 91.5mm で、 比 較 群 中 に お い て 小 さ
い 値 を 示 す。 栄 養 孔 位 断 面 示 数 は、 栄 養 孔 位 横 径 が 大 き く 栄 養 孔 位 最 大 径 が 小 さ い こ と か ら、85.7
と 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 栄 養 孔 位 の 諸 計 測 値 か ら も わ か る 通 り ヒ ラ メ 筋 線 の 発 達 は 不
明 瞭 で あ り、 鉛 直 線 の 形 成 も み ら れ な い。
【ST36】
〔人 骨 所 見〕
　 保 存 状 態 は 良 く な い。 部 位 不 明 の 頭 蓋 片 の み が 認 め ら れ る。
ま た、 歯 牙 も 一 部 認 め ら れ た。 残 存 歯 式 は 以 下 の 通 り で あ る。

〔性 別 と 年 齢〕
　 推 定 可 能 な 部 位 が 依 存 し て い な い た め、 性 別 は 不 明 で あ る。 乳 歯 の 萌 出 状 態、 お よ び 未 萌 出 の 永
久 歯 が 形 成 さ れ て い る こ と か ら、 年 齢 は 幼 児 と 推 定 さ れ る。

〔特 記 事 項〕
　 下 顎 右 第 一 大 臼 歯 は 未 萌 出 で あ り、 エ ナ メ ル 質 も 2 － 3㎜ ほ ど し か 形 成 さ れ て い な い。
【ST39】
〔人 骨 所 見〕
　 保 存 状 態 は よ く な い。 頭 蓋 骨 は、 左 右 側 頭 骨 の 一 部・外 後 頭 骨 の 一 部・左 右 蝶 形 骨 の 除 き 遺 存 し、
顔 面 骨 は 左 右 眼 窩 上 縁 ・ 左 右 頬 骨 ・ 上 顎 の 一 部 を 遺 存 す る。 残 存 歯 牙 の 歯 式 は 以 下 の 通 り で あ る。

歯 牙 の 咬 耗 度 が 栃 原 ( 1957) の 2° a で あ る。 右 上 側 切 歯 は 矮 小 歯 で あ る。 ま た、 左 下 側 切 歯 は 鞍 状
の 咬 耗 が あ る。
　 躰 幹 骨 は 左 肩 甲 骨 片 が 遺 存 す る。
　 上 肢 骨 は 左 前 腕 骨 の 骨 体 部 ・ 右 橈 骨 の 骨 体 部 ・ 左 右 尺 骨 の 骨 体 部 ・ 左 橈 骨 の 遠 位 端 か ら 骨 体 部 ・
左 尺 骨 の 遠 位 端 か ら 骨 体 部 が 遺 存 す る。
　 下 肢 骨 は 左 右 大 腿 骨 の 骨 体 部 ・ 左 右 脛 骨 の 骨 体 部 ・ 腓 骨 片 が 遺 存 す る。

〔性 別 と 年 齢〕
　 性 別 は、 大 腿 骨 粗 線 ・ 外 後 頭 隆 起 ・ 眼 窩 上 隆 起 が 発 達 し て い る こ と、 前 頭 結 節 が 発 達 し て い な い
こ と か ら、 男 性 と 判 定 さ れ る。 年 齢 は、 全 て の 縫 合 の 内 板 が 癒 合 し、 全 て の 縫 合 の 外 板 が 癒 合 途 中
で あ る こ と に 加 え、歯 牙 の 咬 耗 度 が 栃 原 (1957) の 2°a で あ る こ と か ら、成 年 以 上 で あ る と 推 定 さ れ る。

〔形 質 的 特 徴〕
　 上 腕 骨 は、 骨 体 最 小 周 が 59.5mm で、 比 較 群 中 に お い て 最 小 の 値 を 示 す。
　 橈 骨 は、最 小 周 が 40.5mm、骨 体 横 径 は 14.6mm で あ り、そ れ ぞ れ 比 較 群 中 に お い て 小 さ い 値 を 示 す。
一 方、 骨 体 矢 状 径 は 12.9mm で、 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す。 骨 体 断 面 示 数 は、 骨 体 矢 状 径
が 大 き く 骨 体 横 径 が 小 さ い こ と か ら、88.1 と 比 較 群 中 に お い て 最 大 の 値 を 示 す が、 骨 間 縁 の 発 達 は
明 瞭 で は な い。
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　尺骨は、最小周が 32mm で、比較群中において最小の値を示す。
　脛骨は、 栄養孔位最大径が 32.9mm で、 比較群中において小さい値を示す。 栄養孔位横径は
25.2mm で、その他の弥生人骨と大きな差はみられない。栄養孔位周は 93.5mm で、比較群中におい
て小さい値を示す。栄養孔位断面示数は 76.4 で、比較群中において大きい値を示す。栄養孔位の諸
計測値からもわかる通りヒラメ筋線の発達は不明瞭であり、鉛直線の形成もみられない。

3. 形 質 的 特 徴 の 検 討
　津古牟田遺跡から出土した人骨のうち計測可能であったのは男性 10 体（頭蓋骨 5体、四肢骨 10 体）、
女性 2 体（うち 1 体は計測項目中 2 項目のみ）のみであった。本来形質的特徴の比較分析は、集団
を代表させうるに足る個体数を用いた平均値によって行うべきである。しかし、日本列島内で唯一
弥生時代人骨が数多く出土し、細かい地域性の検討（中橋 1993）も行われつつある北部九州地域の
中で、本遺跡から出土した人骨がどのように位置づけることができるかを検討することは極めて重
要であると考える。また、比較集団として用いた横隈狐塚Ⅱと横隈狐塚第 7 次に関して、本来的に
は横隈狐塚遺跡で平均値化すべきであるが、横隈狐塚遺跡Ⅱの個体の計測値が不明であるため、今
回は分けて分析を行った。この 2 遺跡に関しても個体数が少ないため、その中に含まれる個体の特
徴を強く示し集団の傾向を代表しきれていない可能性がある。以下、本遺跡出土人骨の平均値と比
較群との比較を行っていく。
▽ 頭 蓋

【男 性 （第 ３ ・ ４ 表）】
　頭蓋最大長は、隈・西小田弥生人骨および北部九州弥生人骨と近似した値を示し、比較群中にお
いて中間的な値を示す。頭蓋最大幅は、比較群中において最大の値を示し、Ba-Br 高も横隈狐塚弥
生人骨の値と近似し、比較群中において同人骨に次いで 2 番目に大きな値を示す。頭長幅示数（83.2）
は短頭であり、比較群中においておいて最大の値を示す。頭長高示数（76.6）は高頭であり、その
他の弥生時代人骨と大差のない値を示す。頭幅高示数（91.6）は平頭を示し、比較群中において最
小の値を示す。これらの値は、高頭という点では他の弥生時代人骨と同様の傾向を示すものの、他
個体群と比較して非常に扁平な傾向が指摘される。
　頬骨弓幅は比較群中において最大の値を示し、中顔幅は比較群中において比較的小さい一方、顔
高、上顔高とも他の弥生時代人骨と大差ない値を示すため、相対的に幅が広いことが指摘できる。
コルマン顔示数（89.2）・上顔示数（53.5）は中顔を示し、ウィルヒョウ顔示数（122.5）・上顔示数（73.5）
は正顔・低顔を示す。
　眼窩の形は、眼窩幅がやや広いため、眼窩示数（78.7）が中眼窩であり、北部九州弥生時代人骨
と津雲縄文時代人骨の中間的な値を示す。
　鼻型は、鼻幅が隈・西小田遺跡弥生人骨と同様の値を示し、北部九州弥生人骨との間に大差は見
られない。一方、鼻高は比較群中において最大の値を示し、このことから鼻示数（50）は中鼻であ
り、比較群中において小さい値を示す。また、鼻彎曲示数（74.8）は比較群中おいて最小の値を示し、
やや高い鼻立ちであることが指摘される。
　下顎の特徴としては、オトガイ高・下顎枝幅の値が比較群中において最大であり、一方、下顎枝
高が比較群中おいて小さい値を示す。
　以上、個体数は少ないが、男性の顔面頭蓋の形質的特徴を概観すると、幅・高径ともサイズが大
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第３表　主要頭蓋計測値の比較（男性）

第４表　主要下顎骨計測値の比較（男性）

きく、高顔性が指摘される。これらの特徴は、北部九州地域で確認されている弥生時代人が有する、
いわゆる渡来的形質（中橋・永井 1989）と合致し、さらにその中でも、顔面幅径が大きく、鼻根部
の凹凸が概して強いことが特徴として指摘されよう。
【女性（第５・６表）】
　頭蓋最大長・頭蓋最大幅は比較群中で最大の値を示す一方、Ba-Br 高は、他の北部九州弥生時代
人骨と比較して小さい値を示す。頭長幅示数（79.7）は中頭、頭長高示数（70.9）は高頭、頭幅高示
数（89.0）は平頭を示し、他の北部九州弥生人骨と比較し、サイズが大きく、幅が広いことが指摘
される。
　中顔幅・上顔高は他の北部九州弥生人骨と同様の傾向を示す一方、顔高は、オトガイ高の値が低
いことと関連し、北部九州弥生人骨と比較して小さい値を示す。高顔形質を示すが弥生時代の比較
集団の中ではやや幅が広いことが指摘できる。ウィルヒョウ顔示数（109.5）・上顔示数（72.0）は過
低顔・低顔を示す。
　眼窩の形は、中眼窩であり、眼窩示数（81.5）は北部九州弥生時代人骨と比べてやや小さい値を

－ 87 －



第５表　主要頭蓋計測値の比較（女性）

第６表　主要下顎骨計測値の比較（女性）

示すものの、眼窩高の値が極端に小さいということはないため、概ね同様の傾向を示し、津雲縄文
時代人骨や西北九州弥生時代人骨とは異なる。
　鼻型は、鼻幅は北部九州弥生時代人骨と比べてやや小さい値を示し、鼻高は北部九州弥生時代人
骨と大差ない値を示す。鼻示数（51.0）は、広鼻よりの中鼻であり、比較群中において最小の値を示す。
また鼻根部は、鼻根彎曲示数（67.9）が、比較群中において最小の値を示し、高い鼻立ちであるこ
とが指摘される。
　下顎の特徴としては、北部九州弥生時代人骨と比較すると、オトガイ高の値が小さい値を示す。
　以上、女性の顔面頭蓋の形質的特徴を概観すると、個体数は少ないが、男性同様に幅径のサイズ
が大きく鼻根部の凹凸が概して強いことが指摘される。
▽比較分析（第 43 ～ 45 図、第 7・8 表）
・主成分分析（第 43・44 図、第 7・8 表）
　男性については頭蓋 9 項目（頭蓋最大長・最大幅・Ba-Br 高・頬骨弓幅・上顔高・眼窩幅・眼窩高・
鼻幅・鼻高）、女性については頭蓋 9 項目（頭蓋最大長・最大幅・Ba-Br 高・中顔幅・上顔高・眼窩幅・
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第 43図　男性頭蓋 9項目による主成分分析

第 44図　女性頭蓋 9項目による主成分分析

第８表　主成分得点表（男性）第７表　主成分得点表（男性）

眼窩高・鼻幅・鼻高）を用いて主成分分析を
行った。
【男性】
　 第 一 主 成 分（X 軸： 固 有 値 2.579, 寄 与 率
28.653％）は Ba-Br 高と眼窩高と負の相関を、
それ以外の項目と正の相関を示すが、Ba-Br
高と眼窩高の主成分負荷量は低いため、概し
てサイズファクターと考えられる。特に幅径
と強く正の相関があり、図の右側に位置する
ほど頭蓋のサイズが大きく、中でも頬骨の張
り出した強い広顔を示すといえる。第 2 主成
分（Y 軸：固有値 3.065, 累 積寄与率 62.708％）
は主に長・高径と正の相関を脳頭蓋の幅径と
顔面部の幅径と負の相関を示し、図の上方に
位置するほど長頭・高顔性を示す。
　津古牟田第 7 次弥生時代男性人骨は、概し
て北部九州弥生時代人骨、特に隈・西小田弥
生時代人骨に似て長頭・高顔性を示すが、一
方で、頭蓋全体のサイズが大きく、顔の幅径
がやや広い傾向にあることが指摘される。
【女性】
　 第 一 主 成 分（X 軸： 固 有 値 2.926, 寄 与 率
32.514％）は全項目と正の相関を示し、中で
も高径と強く正の相関を示すことから、図の
右側に位置するほど頭蓋全体のサイズが大き
い。また、脳頭蓋よりも顔面部のサイズとの
相関が高く、特に上顔高と鼻高との正の相関
が高いが顔面部のどの項目とも比較的高い正
の相関を示す。第 2 主成分（Y 軸：固有値 2.414,
累積寄与率 59.334％）は主に脳頭蓋の最大長
と最大幅、および顔面部の幅径と正の相関を
示し、Ba-Br 高と顔面部の高径と負の相関を
示すことから、図の上方に位置するほど脳頭
蓋のサイズが大きく頬骨の張り出した広顔で
あり、図の下方に位置するほど長頭・高顔性
であることを示している。
　津古牟田第 7 次弥生時代女性人骨は、男性人骨と同様に、概して他の北部九州弥生時代人骨、特
に隈・西小田弥生時代人骨、横隈狐塚第 7 次弥生時代人骨と顔面部のサイズは類似し、その高顔性
も共通するが、その一方で、脳頭蓋のサイズや顔の幅径も広く、特に脳頭蓋の長径・幅径が大きい
という点で縄文時代人骨や西北九州弥生時代人骨的な特徴も有する。
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第 45図：ペンローズ形態距離による頭蓋比較分析（男性）

・ペンローズ形態距離による比較（第 45 図）
　男性人骨について、頭蓋最大長・最大幅・Ba-Br 高・頬骨弓幅・上顔高・眼窩幅・眼窩高・鼻幅・
鼻高を基に、津古牟田第 7 次弥生時代人骨と横隈狐塚第 7 次、隈・西小田、土井ヶ浜、北部九州、
西北九州、広田、津雲縄文時代人骨、西南日本現代人骨とのペンローズ形態距離を算出し、第 45
図に示した。女性は計測個体数が少なく本分析を行うことができなかった。
　ペンローズの形態距離分析の結果、隈・西小田・北部九州・土井ヶ浜・横隈狐塚第 7 次弥生時代
人骨と近似する傾向にあり、西北九州弥生時代人骨・津雲縄文時代人骨との差が顕著であるといえ
る。
頭蓋形質まとめ
　以上のことから、津古牟田遺跡第 7 次調査
の男性の頭蓋形質はいわゆる渡来的な形質を
示すといえる。中でも隈・西小田遺跡出土人
骨と最も類似する傾向を示す。隈・西小田遺
跡出土人骨は、福岡平野部の人々と比較して
も著しい高顔性を有すことが指摘されている
（中橋 1993）。また、男性の場合、脳頭蓋のサ
イズが大きい点や顔面部の幅径が大きい点も
隈・西小田遺跡出土人骨と共通しているが、
頭幅示数では短頭を示す点や頭高がやや低い
点、鼻根部の凹凸がやや明瞭である点など異
なる特徴を示す部分も散見される。稲作開始
以来、福岡平野を中心として起きた大規模な人口増加によって生じたいわゆる渡来系弥生人が、各
地域へ広がる際の在来住人との人口比によって弥生時代人骨の形質の地域性は生じたとされる（田
中 2014）。津古牟田遺跡出土の男性人骨の形質は北部九州地域内では隈・西小田遺跡出土人骨と最
も類似する傾向を示すことから、三国丘陵域の大枠を外れるものではない。
　一方、女性の頭蓋形質は、上顔高・眼窩示数・鼻示数の値や主成分分析の結果からもわかるように、
女性も高顔性を示し、いわゆる渡来的な形質を示すという点では男性と大差ない。しかし、顔高や
オトガイ高が低いこと、脳頭蓋のサイズが大きいという点でやや傾向を異にする。ほぼ ST7 号 1 個
体の値であることからこの個体の特徴であり、地域全体を代表するものではない可能性が高い。し
かし、中橋（1989）で指摘されているように女性の頭蓋形態（特に MartinNo.1・8・5・48・55）に縄
文的特徴が強く残存する傾向があること、また山鹿縄文時代人骨の女性で狭顔の個体が多くみられ
るなど、女性の頭蓋形質に関しては男性と傾向が全く同じというわけではない。これは形質の発現
の仕方にそもそも男女差があることに起因する可能性もあるが、あるいは社会の基本原理は双系で
ありながらもやや男性優位に傾きつつある（田中 2000、田中 2014）ことや、男性の活動の特殊化と
女性の活動の均一化（米元 2016）からも考えられるように、男女の通婚・交流圏の範囲に徐々に違
いが出始めた結果と考えることもできよう。いずれにしても男女ともに三国丘陵域全体での検討を
行う必要がある。隈・西小田遺跡出土人骨と異なる傾向を示す部位については、現時点では個体数
が少ないことに起因する可能性が高く、積極的に評価することはできないが、今後北部九州・山口
地域全体で個体の有する形質的変異幅の地域性の再検討を行っていく必要があるだろう。また、横
隈狐塚遺跡Ⅱと 7 次の結果がやや異なる要因としてもそれぞれの個体数の少なさが挙げられる。
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第９表　四肢骨計測値比較（男性）▽四肢
【男性（第９表）】
上肢
・上腕骨：上腕
骨の骨体最小周
は、横隈狐塚第
7 次弥生時代人
骨と近似し、他
の北部九州弥生
時代人骨と比べ
大 き い 値 を 示
す。
・橈骨：最大長・
機能長は比較群
中において最大
の値を示す。最
小周・骨体横径
は他の北部九州
弥生時代人骨と
比べてやや小さ
い値を示す。骨
体中央横径・矢
状径は他の北部
九州弥生時代人
骨と近似する。長厚示数は他の北部九州弥生時代人骨と近似する一方、骨体断面示数・骨体中央断
面示数は比較群中において最大の値を示す。
・尺骨：最大長・機能長は比較群中において最大の値を示す。最小周は他の北部九州弥生時代人骨
と同様の傾向を示す。矢状径は概ね他の北部九州弥生時代人骨と同様の傾向を示す。一方、横径は
他の北部九州弥生時代人骨よりやや小さい値を示し、このことに起因して骨体断面示数は他の北部
九州弥生時代人骨と比べて大きい値を示す。長厚示数は他の北部九州弥生時代人骨よりやや小さい
傾向を示す。
　従来の指摘（中橋・永井 1989）通り、上腕骨は相対的に華奢（上腕最小周と大腿の比から）で、
尺骨の骨体断面示数に関しては縄文との違いが明瞭であり、骨間縁の発達と関連し、すなわち前腕
や手の動きに関する諸筋の発達が示唆され（土肥 1996）、この点においても弥生時代人骨的な要素
を踏襲すると言えよう。
下肢
・大腿骨：骨体中央断面示数は他の北部九州弥生時代人骨と近似し、骨体中央部横径は他の北部九
州弥生時代人骨よりやや大きい値を示す。骨体中央周は他の北部九州弥生時代人骨と比べて大きい
値を示す。骨体上横径は他の北部九州弥生時代人骨と比べてやや小さい値を示す。骨体上矢状径は
他の北部九州弥生時代人骨と比べてやや大きい値を示す。このことから上骨体断面示数は他の北部
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第 10表　四肢骨計測値比較（女性）九州弥生時代人骨
と比べて大きい値
を示す。骨体中央
断面示数は他の北
部九州弥生時代人
骨と比較して小さ
い値を示す。
・脛骨：全長・最
大長は一個体の値
ではあるが、比較
群中おいて最大の
値を示し、極めて
長い傾向にあるこ
とが指摘される。
中央最大径・栄養
孔位最大径・栄養
孔 位 横 径・ 骨 体
周・最小周・栄養
孔位周も比較群中
おいて最大の値を
示すことから、概
して長大な傾向が
指摘される。中央
横径が比較群中に
おいて最小の値を
示すことから、中
央断面示数は比較
群中において最小
の値を示す。栄養
孔位断面示数は、比較群中において大きな値を示す。長厚示数は比較群中において最小の値を示す。
・腓骨：一個体の値であり、また計測可能箇所が少ないが、最小周は比較群中において最大の値を
示し、脛骨同様に長大な傾向が指摘される。
　下肢に関してはかなり太く頑丈であるが大腿骨の柱状性は低いという点で従来この地域の弥生時
代人骨で指摘されている（中橋・永井 1989）傾向を有する。また、粗線に付着する筋群の発達もみ
られるが、ヒラメ筋線の後方への突出が極めて明瞭な個体が多く、これは弥生時代人骨の筋付着部
の発達の仕方の特徴の１つである（米元 2016）。しかし、鉛直線の形成や腓骨の長大化などからも
わかるようにやや弥生的ではない形質的特徴も示しており、この点に関しては当該地域の生業活動
の特殊性に起因する可能性が考えられる。
【女性（第 10 表）】
上肢
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第 11表　推定身長の比較（男性）

・橈骨：最小周骨体矢状径は概ね他の北部九州弥生時代人骨と近似した値を示す一方、骨体横径は
他の北部九州弥生時代人骨と比べやや小さい値を示す。このため、骨体断面示数は比較群中におい
て大きい値を示している。
・尺骨：矢状径、横径・骨体断面示数ともに他の北部九州弥生時代人骨と比べて大きい値を示し、
相対的に矢状径が大きい傾向が指摘される。
　従来の指摘（中橋・永井 1989）通り、尺骨の骨体断面示数に関しては縄文との違いが明瞭であり、
骨間縁の発達と関連し、すなわち前腕や手の動きに関する諸筋の発達が示唆され（土肥 1996）、こ
の点においても弥生時代人骨的な要素を踏襲すると言えよう。
下肢
・大腿骨：骨体上横径・上矢状径は、他の北部九州弥生時代人骨と概ね近似した値を示す。上骨体
断面示数は比較群中において最大の値を示し、相対的に相対的に矢状径が大きい傾向が指摘され
る。
・脛骨：栄養孔位最大径は他の北部九州弥生時代人骨と近似した値を示す一方、栄養孔位横径・栄
養孔位周・最小周は他の北部九州弥生時代人骨と比べてやや小さい値を示す。栄養孔位断面示数は
他の北部九州弥生時代人骨と近似した値を示し、相対的に矢状径が大きい傾向が指摘される。
・腓骨：最小周は他の北部九州弥生時代人骨と比べて大きい値を示し、個体数が少ないものの、男
性同様にやや頑丈な傾向が指摘される。
　下肢に関しては、大腿骨の柱状性は低いが矢状径が比較的大きく、栄養孔位断面示数も弥生時代
人骨と近似するという点で従来この地域の弥生時代人骨で指摘されている（中橋・永井 1989）傾向
を有する。また、ヒラメ筋線の後方への突出は明瞭な個体が多く、概して鉛直線の形成は確認され
ないという点も弥生時代的であるといえよう。
▽身長の比較（第 11 表）
　大腿骨最大長に Pearson の身長推定式を適用して身長を算出した。算出できたのは男性 1 体分
（ST10 号人骨）のみであり、計測可能な右大腿骨最大長の値を用いている。推定身長は 164.8cm で
あり、他の集団と比較したところ、個体数が 1 体と少ないためか、隈・西小田弥生人骨と近い値を
示すものの、北部九州・山口地域の弥生時代人よりやや大きな値を示すが、高身長を特徴とする点
では同様の傾向を示す。また、西北九州弥生時代人骨・津雲貝塚の縄文時代人骨よりも大きな値を
示す。今後、三国丘陵地域全体として検討を行うべきであるが、津古牟田遺跡出土の男性は北部九
州弥生時代人骨の中でも高身長である。身長の決定はヘテロシス
効果も含めた遺伝的要因に負うところが大きいにしても、栄養条
件をはじめとする生活・環境要因の関連も無視できないと指摘さ
れていること（中橋・永井 1989）、上述のように当該集団の脛骨・
腓骨の長径が比較群中において最大であることも踏まえれば、こ
の高身長は栄養条件をはじめとする生活・環境要因にも一部起因
するものであると考えられる。また、下腿が大腿骨と比べて相対
的に長いという傾向は四肢プロポーションとしてはやや縄文的で
ある（高椋 2016）とも言え、隈・西小田遺跡出土人骨の特徴（中
橋 1993）とは異なる。また、脛骨に比して腓骨の周径が大きいと
いう傾向も縄文時代人骨と類似している。この点からも生業や栄
養状態などの後天的影響に一部起因する可能性が示唆される。
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4. 津 古 牟 田 断 体 儀 礼
　本遺跡においては、断体儀礼の可能性のある事例が 2 例認められた。ST7 と ST10 である。それ
ぞれに関し、若干言及したい。
　ST7 に関しては、全身の骨はほぼ関節状態あるいは解剖学的位置関係を保っているにもかかわら
ず、左の橈骨のみ近位と遠位が逆になっている。すなわち、橈骨近位を掌側に、遠位を肘関節側に
した状態で出土している。また、ST10 に関しても同様に全身がほぼ関節状態あるいは解剖学的位
置関係を保っているにもかかわらず、胸骨、左足根骨および中足骨が本来の位置から離れた場所か
ら出土している。胸骨は、ST10 に見られる仰臥位であれば本来胸椎の直上ないしはそこから滑り
落ちその近辺から出土する。ただし、ST10 に関しては、胸骨柄・胸骨体が上下に重なった状態で、
右膝関節直下から出土している。加えて同個体の左足根骨および中足骨が腰椎の左右の位置から出
土している。左距骨は第４・５腰椎の右側（北東）から出土しており、左舟状骨・左第１・２中足
骨は第４・５腰椎の左側（南西）から出土している。加えて、これらの骨の下には 1cm 程度土が
堆積している。したがって、これらの左足は本来腹部上に置かれていたものが、軟部組織の腐朽に
伴い腰椎の左右に落ち込んだと考えられる。
　このような人骨の移動の要因として、①動物による移動②軟部組織腐朽時の移動③人為的移動が
考えられる。まず、①に関しては、上述のいずれの事例も甕そのものに大きな破損がほとんどみら
れないことから、この可能性は低いと考えられる。②に関しては、本遺跡で見られる甕内面の傾
斜・埋置角と移動部位から判断するとこの可能性は考えにくい。最後に③に関しては、列島先史社
会においては、縄文時代以来古墳時代まで遺体の毀損行為が散見され、頭部や脚部・躯幹骨などの
離断部位に反映されるように死者の蘇りを阻止するための儀礼行為であったと推定されている（田
中 2008）。本遺跡と同時期の甕棺における一部人骨の移動例は、横隈狐塚遺跡（岩橋他 1990）、西新
町遺跡（田中他 2001）で確認されており、胸骨を離断している ST10 に関してはこれらに類する儀
礼であると推定される。一方で ST7 に関しては、移動部位が前腕部であり類例は見られず、先行
研究に見られる断体儀礼の意味から逸脱している。今後類例の検討が必要ではあるが、ST7 号人骨
の離断された左橈骨に骨折痕が認められることから、生前の疾患に関連する行為の可能性を考慮し
ておく必要があろう。

お わ り に
　津古牟田第 7 次遺跡出土人骨の特徴は以下の通りであり。
・本遺跡出土人骨は全部で 21 体であり、男性 10 体（うち成年 4 体、熟年以上 6 体）、女性 4 体（う
ち成年後半 - 熟年 1 体、熟年 3 体）、性別不明 7 体（うち幼児 2 体、10 歳以下の未成人 1 体、年齢
不明 4 体）である。
・埋葬姿勢は、足から下甕に挿入された個体が 11 体、頭から下甕に挿入された個体が 4 体であり、
仰臥屈葬が 13 体、側臥屈葬が 1 体、埋葬姿勢不明が 7 体である。
・頭蓋形質に関して、男女ともに長頭又は高頭性を示す。また、隈・西小田遺跡出土人骨に匹敵す
る著しい高顔性を示し、いわゆる渡来的形質を保持しているといえよう。また、頭蓋骨のサイズが
全体的に大きいという特徴も示し、この点も隈・西小田遺跡出土人骨と共通する。ただし男女とも
に幅径が大きいなど、いわゆる渡来的形質との差異も認められる。また女性人骨に関しては顔高や
オトガイ高が低いこと、脳頭蓋のサイズが大きいという特徴がみられ、縄文時代人骨や西北九州弥
生人との共通点も指摘される。男女で形質的特徴の傾向がやや異なる要因として、そもそもの個体
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数 の 少 な さ ・ 形 質 発 現 の 生 物 学 的 な 男 女 差 も 考 え ら れ る が、 通 婚 ・ 交 流 圏 の 男 女 差 な ど も 考 慮 す る
必 要 が あ る だ ろ う。
・ ク リ ブ ラ ・ オ ル ビ タ リ ア が 1 体 （ST01） 確 認 さ れ る。
・ 過 剰 歯 1 体 （ST04）、 齲 歯 2 体 （ST04・07）、 歯 周 病 1 体 （ST19） が 確 認 さ れ る。
・ 抜 歯 の 可 能 性 が あ る 個 体 1 体 （ST33） が 確 認 さ れ る。
・ 変 形 性 脊 椎 症 2 体 （ST10・16）・ 重 度 の 骨 膜 炎 が 2 体 （ST04・25） 確 認 さ れ る。
・ST04 号 人 骨 に 鼻 骨 骨 折、ST07 号 人 骨 に 左 橈 骨 骨 折 が 確 認 さ れ る。
・ 四 肢 骨 の 特 徴 と し て、 上 肢 は 男 女 と も に 下 肢 に 比 し て や や 華 奢 で あ る。 こ れ は、 上 肢 骨 が サ イ ズ
や 太 さ の 点 で 頑 丈 で な い と い う こ と で は な く、 下 肢 骨 の サ イ ズ や 太 さ が よ り 顕 著 な た め で あ る。 骨
間 縁 の 発 達 は 明 瞭 で あ り、 す な わ ち 前 腕 や 手 の 動 き に 関 す る 諸 筋 の 発 達 が 示 唆 さ れ、 こ の 点 で も 縄
文 時 代 人 骨 と の 違 い が 明 瞭 で あ る。 下 肢 に 関 し て は、 男 女 と も に、 大 腿 骨 の 柱 状 性 が 低 い 点 や ヒ ラ
メ 筋 線 の 後 方 突 出 が 明 瞭 な 個 体 が 多 い 点 な ど か ら 当 該 地 域 出 土 弥 生 時 代 人 骨 の 傾 向 （米 元 2016） と
大 き な 齟 齬 は な く、 水 稲 農 耕 を 主 生 業 と す る 人 々 の 特 徴 を 有 す る。 そ の 一 方、 男 性 人 骨 に 関 し て は
腓 骨 の 鉛 直 線 の 形 成 や 長 大 化 な ど か ら も わ か る よ う に や や 弥 生 的 で は な い 形 質 的 特 徴 も 示 し て お
り、 こ の 点 に 関 し て は 当 該 地 域 の 生 業 活 動 の 特 殊 性 に 起 因 す る 可 能 性 が 考 え ら れ る。 三 国 丘 陵 出 土
人 骨 の 筋 発 達 の パ タ ー ン が 同 時 期 の 福 岡 平 野 の 筋 発 達 の パ タ ー ン と は や や 異 な り、 相 対 的 に 縄 文 時
代 人 骨 に 類 似 す る 部 分 も 確 認 さ れ る こ と、 そ の 特 徴 が 女 性 よ り も 男 性 で 顕 著 で あ る こ と は す で に 指
摘 さ れ る と お り で あ る が （米 元 2016）、 津 古 牟 田 遺 跡 第 7 次 調 査 出 土 人 骨 も 同 様 の 傾 向 を 示 す と い
え よ う。
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7 号　歯周疾患による
            生前歯牙喪失とう蝕（口蓋側）

7 号　歯周疾患による
　　　生前歯牙喪失 ( 左側面観）
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第46図　１・４・７号甕棺出土人骨実測図（S=１/15）
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第47図　10・13号甕棺出土人骨実測図
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第48図　14・16号甕棺出土人骨実測図（S＝１/15）
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第49図　19・23号甕棺出土人骨実測図（S＝１/15）
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第50図　25・27号甕棺出土人骨実測図（S＝１/15）
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第51図　31・32号甕棺出土人骨実測図（S＝１/15）
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第52図　33・34号甕棺出土人骨実測図（S＝１/15）
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ST39 人骨

50 ㎝0

第53図　ST39号甕棺出土人骨実測図(15)
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第54図　津古牟田遺跡・隈・西小田遺跡群の甕棺墓の分布（S＝１/1200）

第５章　調査成果の分析
　
　津古牟田遺跡７次調査では、KⅡb式〜KⅢa式（橋口1979）の甕棺墓が検出された。KⅡb式〜KⅡc式
は列埋葬の傾向があり、KⅢa段階ではグループに分かれて密集する。KⅢa式の甕棺墓が最も多い。

　墓地変遷については、隈・西小田遺跡も含めた検討を将来の課題とする。第54図で、これまでの津古牟
田遺跡で確認された甕棺墓群と隈・西小田遺跡で確認された、既公表全体図から抽出した弥生時代の甕棺
墓・石棺墓・木棺墓・土壙墓を黒塗りで示した。津古牟田遺跡４ではⅡa期〜Ⅲb期を中心とした墓域の展開、
津古牟田遺跡５では、Ⅲa期〜Ⅳa期を中心とした墓域が展開している。紙幅の関係もあり、ここでは甕棺
墓の発掘調査方法に関する分析を示すことにする。

１．16号甕棺墓壙の掘削
　墓壙は南西側から階段状に掘削している（第13図）。残存深さ１ｍ程度の１次墓壙があり、それ以下で階
段状となる。標石が残存していた31号甕棺墓（第19図）を参考にしても約１ｍ下への掘り込みがまず行われ
るだろう。残りが良い７号甕棺墓（第6図）も１ｍ程度の掘り込みでそれ以下が階段状となる。
　次に甕棺設置用の横穴の掘削を行う。ここに時間的経過がどれほどあるのかわからないが、甕棺自体の大
きさに合うように掘削が行われていることから、甕棺設置と近い時期の掘削が考えられる。
　横穴の掘削痕は、縦断面では上方から下方へ10°〜20°の角度で斜めに入り込んでおり、刃を持つ利器で棒
状の柄があるものを用いて、突いて下へ落とすような掘り方が考えられる。突いた痕跡が10㎝程度残り、そ
こから130°の角度を持って、下に落としている。刃はそれほど広くなく、刃自体のカーブはない。現状で６
㎝程度の刃先痕跡が確認でき、掘削痕が連続するため、６㎝以上の刃先を持つものといえる。正面観では、

KⅡb式：ST10　ST13　ST16　ST27　ST28　ST33
KⅡc式：ST07　ST11　ST20　ST29　ST30　　
KⅢa式：ST12　ST19　ST14　ST23　ST24　ST25　ST31　ST32　ST34　ST39　ST41
KⅢb式：ST04
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やや内側から入り込んで外側へ掘削し、その後掘削痕が外側から内側へ折れ曲がる。本例よりも時期はやや
新しくなるが、現在調査が進められている佐賀市七ヶ瀬遺跡の甕棺墓や土壙墓の一次墓壙壁面にもストロー
クの長い掘削痕が連続して確認されている。長さ20㎝程度、幅７㎝程度か。
　横穴部の天井部の断面形状は階段状に３つに分かれ、上の方から順に数段階で横穴を掘り進めていったこ
とが窺える。一番奥の掘り込みや底面部分は設置された甕棺に合わせて掘り込んでいることから、甕棺のサ
イズ・原形が分かった状態で掘削しているだろう。これが、どの段階であるのかが問題である。16号甕棺は
２次墓壙自体が甕棺形状に合わせて掘られており、甕棺と墓壙底の空間はわずかである。なお、合口部の北
東部分では、甕棺の口縁部形状に合わせて地山を削り出して、地盤にはめ込んでいる状況も見られた。この
ことから、設置段階で若干の掘削調整が行われた。甕棺下の堆積層は１㎝程度で、横穴部掘削時に落ちた土
を最終的にならしたものであろうか。地山は黄褐色味の砂質土でその上に礫を含む赤褐色味の砂質土が薄く
のっている。詳しく接口部分の粘土貼り付け状況を確認すると、上部の貼り方とは異なっており、下甕口縁
部の側にはあまり広がっていない。おそらくは下甕を設置した状態で手前から粘土を押し当てる。上甕がく
る部分にもあらかじめ粘土を敷いて接口を行う。

２．16号甕棺墓の入棺
　入棺時には階段状の墓壙形状が足場となり、掘削行為と入棺行為は同方向性といえる。入棺時には下甕が
あらかじめ、設置されているだろう。遺体の安置状況は、合口甕棺の下甕から頭蓋骨から骨盤まで、上甕か
ら下肢骨が出土しており、復元できる。人骨出土状況の詳細な観察・記録から、合口甕棺の下甕に仰向けで
頭から挿入され、上肢は、右肘を屈し右手を左胸部あたりにのせ、左肘は強屈した状態で手を肩にのせ、下
肢は立膝の状態であったと考えられる。埋葬姿勢は仰臥屈葬と推定される。左右ともに膝を立てた状態で埋
葬され、軟部組織の腐朽に伴い左側に倒れたと考えられる。足先も左右をそろえた状態が窺えた。また、頭
蓋骨に関しては軟部組織腐朽に伴い、甕棺の傾斜に沿って前方に転じたものと考えられる。
　遺体の挿入には、１次墓壙が作業スペースとなる。16号甕棺の場合は、甕棺の両側と正面部分にテラス状
の平坦面があるので、２人、もしくは３人が１次墓壙に入ることが可能である。埋地角度は水平（０°）である。
上甕に遺体を安置したのち、一次墓壙内正面テラスまで入ると遺体の確認は出来る。
　その後、上甕に下肢が収まるように下から覆いかぶせる。下甕の接口部北側は、甕棺口縁の突帯形状に合
わせて地山を削っており、下甕設置時に調整して掘削していることがよくわかる。その際、底を合わせて、
接口部を粘土に乗せて確定させ、天井側の接口をして閉じる。合口部の下部から側面、側面から上面にかけ
て黄褐色粘質土で目貼りをしている。天井側は下甕部分に６〜８㎝、幅広く粘土が充填されている。上甕は
４〜５㎝幅。ただし、断面で見ると下甕10㎝幅、上甕7.5㎝幅で、上甕のほうに分厚く貼っていることがわかる。
掘削段階では目貼り粘土の状況をうまく検出することが難しいが、土層断面で確認すると粘土が思ったより
も分厚く、そして広く分布していることが窺える。

３．16号甕棺の墓壙埋め戻し
　粘土で上下棺を固定したあと、どのように埋めているのか、土層を確認しており推測が可能である。16号
甕棺墓の土層堆積状況は甕棺の上位に淡褐色シルト〜砂質土がのっている。その後も、数回に分けて砂層主
体の堆積がみられ、一気に埋めたものではないことが看取できる。16号甕棺墓では、淡褐色〜淡黄褐色の砂
質系土の埋土が連続する。その砂質系土に含まれる赤褐色粘質土ブロックの濃淡で幾重にも積層されている。
甕棺部付近やその上位には砂質系土がみられ、１次墓壙や墓壙上部には、礫や赤褐色粘質土が多く混じる層
が堆積している。
　他に10号甕棺墓（第8図）では、土層堆積状況は甕棺の上位の一部にきめの細かい淡赤褐色シルト（８
層）や淡黄褐色砂層（７層）が薄くのっている。その後も、何段階かに分かれて水平堆積がみられ、必ずし
も、一気に埋めたものではないことが看取できる。10号甕棺墓では、赤褐色系土（４・６・９・12・14層）
と淡褐色砂層（３・５・７・10・13層）が大きく互層となっている特徴がある。甕棺の傾斜角度でも特徴が
異なると思うが、どの甕棺墓もまず、甕棺墓の直上にうすく土をかぶせており、その後、一度に埋めていく
のではなく、数段階に分けて埋めていることが分かる。
　甕棺墓の墓壙掘削、入棺儀礼、墓壙埋め戻しの埋葬行為を遺構から復元してみたが、他にも当時の精神生
活を表す事項が観察できた。ST12とST17では、異種胎土が上甕、下甕双方に用いられており、焼成後の色
調に変化が表れている（巻頭図版３）。いずれも接口部分に異なる胎土を用い、焼き上がりが異なる色調となっ
ている。これは、密閉粘土とも関係するような精神性を示すものの可能性はないだろうか。類例の探索を含
めて、今後の課題としたい。また、甕棺製作技法について、興味深い事象も明らかになった。津古牟田遺跡
７で確認された大形棺（上・下）の口縁部接合については、Aタイプ（上に粘土をのせて、その下部に貼り
付け粘土を足すもの）と、Bタイプ（肥厚する擬口縁の両側に粘土を貼り足して水平口縁とするもの）の大
きく２者が存在した。そしてその違いは、焼成にも関係しており、Aタイプは淡褐色系の甕棺でBタイプは
赤褐色系の甕棺である。甕棺の製作や流通に関しても残された課題は多い。
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16 号甕棺墓横穴部西側掘削前（写真編集：コントラスト強め）

16 号甕棺墓横穴部西側掘削痕（左：正面観　右：斜め方向）

（写真編集：コントラスト強め）

16 号甕棺墓横穴部西側掘削痕側面観（写真編集：コントラスト強め）

16 号甕棺墓横穴部西側掘削痕詳細（写真編集：コントラスト強め）
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16 号甕棺墓横穴部西側掘削前（写真編集：コントラスト強め）

16 号甕棺墓横穴部西側掘削痕（左：正面観　右：斜め方向）

（写真編集：コントラスト強め）

16 号甕棺墓横穴部西側掘削痕側面観（写真編集：コントラスト強め）

16 号甕棺墓横穴部西側掘削痕詳細（写真編集：コントラスト強め）
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図版１

津古牟田遺跡７全景（南東から）

津古牟田遺跡７調査区全景（上空から）



津古牟田遺跡７調査区
東側甕棺群（上空から）

津古牟田遺跡７
ST10・ST16（上空から）

津古牟田遺跡７調査区
西側甕棺群（上空から）

図版2
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②1号甕棺墓人骨出土状況（北から）

④４号甕棺墓（東から）

⑥４号甕棺墓供献土器（南から）

⑧6号甕棺墓（南西から）

①1号甕棺墓（北から）

③２・３号甕棺墓（東から）

⑤４号甕棺墓人骨出土状況（南から）

⑦５号甕棺墓（南から）

図版3



②７号甕棺墓土層詳細（南から）

⑥７号甕棺墓人骨出土状況（南西から）

①７号甕棺墓土層（南から）

③7号甕棺墓検出（北東から） ④７号甕棺墓人骨検出（北東から）

⑤７号甕棺墓上甕粘土固定（北東から）

図版4
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②９号甕棺墓（北東から）

④11号甕棺墓（南西から）

⑥12号甕棺墓人骨出土状況（西から）

⑧13号甕棺墓人骨出土状況（北東から）

①８号甕棺墓（東から）

③10号甕棺発掘作業風景（北東から）

⑤12号甕棺墓（東から）

⑦13号甕棺墓（南西から）

図版5



②10号甕棺墓土層詳細（西から）

⑦10号甕棺墓粘土詳細（北西から）

①10号甕棺墓土層（南西から）

③10号甕棺墓（北西から） ④10号甕棺墓粘土検出（北西から）

⑤10号甕棺墓（東から） 

図版6
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③14号甕棺墓人骨出土状況（西から）

⑤17号甕棺墓（北東から）

⑧14号甕棺墓人骨実測風景（南西から）

①14号甕棺墓土層（南東から）

②14号甕棺墓接口部分詳細（北西から）

④15号甕棺墓（南西から） 

⑦18号甕棺墓土層（西から）

図版7



③16号甕棺墓人骨出土状況（南西から）

⑤16号甕棺墓下層（南東から）

⑦接口部下層地山掘り込み部（南東から）

①16号甕棺墓土層（南東から）

②16号甕棺墓横穴部検出（南東から）

④16号甕棺墓横穴部土層（東から）

⑥16号甕棺墓接口部下層粘土（南東から）

図版8
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②19号甕棺墓横穴部土層（南から）

④19号甕棺墓人骨出土状況詳細

⑥22号甕棺墓（東から）

⑧23号甕棺墓（北から）

①19号甕棺墓土層（南東から）

③19号甕棺墓人骨出土状況（北東から）

⑤20号甕棺墓（西から）

⑦23号甕棺墓土層（西から）

図版9



②23号甕棺墓粘土検出状況（北東から）

③24号甕棺墓 （北東から）

⑤25号甕棺墓人骨出土状況（北西から）

⑦27号甕棺墓人骨出土状況（西から）

①23号甕棺墓人骨出土状況（北から）

④25号甕棺墓 （北西から）　

⑥27号甕棺墓（西から）

図版10
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②28・29号甕棺墓（北西から）

④30・29号甕棺墓（西から）

⑥31号甕棺墓土層（東から）

⑧31号甕棺墓人骨検出状況（北東から）

①28号甕棺墓（南西から）　

③29・30号甕棺墓（北から）

⑤29号甕棺墓下層粘土（西から）

⑦31号甕棺墓 （南東から）

図版11



②32号甕棺墓土層（北から）

④33号甕棺墓（北東から）

⑥33号甕棺墓（北西から）

①31・32・34・19号甕棺墓（北東から）

③32号甕棺墓（南西から）

⑤32号甕棺墓人骨出土状況 （東から）

図版１2
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②34号甕棺墓上蓋出土状況（南西から）

④35号甕棺墓（北西から）

⑥36号甕棺墓（東から）

⑥37号甕棺墓（東から）

①34号甕棺墓（北東から）

③34号甕棺墓人骨出土状況１（南西から）

⑤34号甕棺墓人骨出土状況２ （北東から）

図版13



②40号甕棺墓（東から）

④39号甕棺墓人骨出土状況（南西から） 

⑥41号甕棺墓（南から）

①38号甕棺墓（南東から）

③39号甕棺墓（南から）

⑤31号甕棺墓土層 （南東から）

図版14
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②14号土坑・２号溝（南東から）

④２号溝土器出土状況（南東から）

①１号溝土層（北西から）

③２号溝土層 （南東から）

図版15



②２号溝土器出土状況（南東から）

④３号溝（南東から）

⑥14号祭祀土坑下層（南西から）

⑧９号土坑（北東から）

①２号溝土器出土状況（南東から）

③２号溝（南西から）

⑤14号祭祀土坑上層（南西から）

⑦８号土坑 （西から）

図版16
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図版17

大形棺①[ST04・ST07・ST10・ST11・ST12・ST13]

ST11

ST12

ST07ST04

ST13

ST10

大形棺②[ST14・ST16・ST19・ST20・ST23]



図版18

大形棺②[ST14・ST16・ST19・ST20・ST23]

ST14

ST20 ST19

ST16

ST23

ST16 
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図版19

大形棺③[ST24・ST25・ST27・ST28・ST29・ST30]

ST30

ST27

ST29

ST25

ST28

ST24

大形棺④[ST31・ST32・ST33・ST34・ST39・ST41]



図版20

大形棺④[ST31・ST32・ST33・ST34・ST39・ST41]

ST41

ST33

ST39

ST32

ST34

ST31
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図版21

中形棺・小形棺①[ST01・ST02・ST03・ST05・ST06・ST08・ST09・ST15・ST17]

ST09

ST05

ST01

ST15

ST06

ST02

ST17

ST08

ST03

中形棺・小形棺②[ST18・ST22・ST35・ST36・ST37・ST38・ST40・ST04共献]



図版22

中形棺・小形棺②[ST18・ST22・ST35・ST36・ST37・ST38・ST40・ST04共献]

ST38

ST35

ST37

ST22

ST36

ST18

ST4共献ST40
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図版23

溝出土土器[SD01・SD02]　

SD02（38−14）

SD02（37−7）

SD02（38−10）

SD01（37−1）

SD02（38−15）

SD02（37−5）

SD02（38−9）

SD02（37−4）

SD02（37−6）

SD01（37−3）

SD02（37−8）

土坑出土土器[SK08・SK14・SK15]
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土坑出土土器[SK08・SK14・SK15]
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宅地造成
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

津 古 牟 田
遺 跡 ７

集落跡

その他の
墓

弥生時代
甕棺墓

溝
土坑

甕棺
弥生土器

人骨の残
りが良く、
埋葬状態
がよくわ
かる。

津古牟田遺跡は小郡市北部に広がる丘陵地帯に位置し、隣接して筑紫野市隈・西小田遺跡群第６地点が
ある。当遺跡はこれまでに６次の調査を実施し、弥生時代から古墳時代の墓地が形成されていることが
分かっている。西側の４次調査から続く弥生時代中期の甕棺墓列（２列）とその外側に祭祀溝・土坑が
位置しており、北部九州弥生時代中期墓制の典型例である。人骨の残りも良く、埋葬方法や精神世界を
復元できる調査となった。
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